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～ 地域社会の未来に向けた課題解決にチャレンジ ～



このたび、『会計・監査ジャーナル』別冊の第３
号を発刊いたしました。当協会は、「地域活性化」
を重要な課題の1つに掲げており、その取組の一
環として、昨年8月に、「SDGsへの公認会計士の貢
献」をテーマに別冊第１号を発刊し、様々な地域、
分野で活躍する公認会計士9名をご紹介しました。
今回は、再び地域に焦点を当てて、当協会が組織す
る全国16の地域会についてご紹介します。

我が国は、少子化と高齢化による総人口の減少
と生産年齢人口の急減に加えて、東京一極集中に
よる地方の人口減を背景に、地方での労働力不足
や経営者の後継者不足等の深刻な社会課題に直面
しています。また、大都市圏においては、人口集中
がもたらす問題が深刻化しており、現在はそれへ
の対応に追われていますが、すでに少子化・高齢化
の問題は顕在化しており、遠くない将来には人口
減少に転じ、新たな課題に直面することが確実で
す。地方であるか大都市圏であるかに拘わらず、国
民全員で力を合わせて問題の解決に取り組んでい
かなければなりません。

このような状況において、約１年半に及ぶコロ
ナ禍は、我が国における地域の社会活動や経済活
動に大きな打撃を与えています。しかしながら、コ
ロナ禍を契機として、テレワークの促進、副業・兼
業の容認、ワーク・ライフバランスを維持する就業
環境の整備などが進み、人の暮らし方、働き方、企
業のビジネスの在り方に大きな変革をもたらすき
っかけにもなっています。事業者や就業者にとっ
てこれまで常識であった働く場所や時間の制約が

著しく緩和されることが期待され、このことは、地
方創生・地域活性化を促進する大きなチャンスと
とらえることもできると考えます。

地域会の活動をリードする地域会会長をはじめ
とする地域で活動する公認会計士たちは、これまで、
幅広い専門性と地域社会の維持・発展に貢献したい
という強い意欲を持って、地域とともに歩み続けて
来ました。地域会は、地域社会に貢献することを重
要な事業と位置づけ、人と人との結びつきを大切に
した地域活性化のための様々な取組を行っていま
す。そして、コロナ禍を経験した今、地域を元気に
することによって、日本の再興にこれまで以上に貢
献したいという思いを強くしています。

本誌は、地域会の活動を紹介することを通じて、
公認会計士が、上場会社や大企業だけでなく、地域
の中小企業や地方自治体・非営利法人・教育機関
等と様々な形で関り、地域の社会や経済の維持・発
展のために汗を流していることを知っていただく
ために発刊いたしました。会員・準会員以外の読
者の皆様には、公認会計士が、地域が抱える課題を
解決する一員として活動していることと、そして、
その活動領域が極めて多岐にわたることを知って
いただき、これまで以上に公認会計士を活用して
いただきたいと思います。会員・準会員の読者の
皆様には、地域コミュニティーの一員である地域
会活動と、地域に根差す公認会計士の活動につい
て理解を深めていただき、ご自身のキャリア形成
や地域との関わりを考える一助としていただけま
すと幸いです。

『会計・監査ジャーナル』
別冊の発刊にあたって

日本公認会計士協会会長   手
てづか

塚 正
まさひこ

彦



当協会では、全国に16の地域会を設置し、地域社
会の一員として活動を行っています。設立後50年
を超える地域会も数多くあり、地域会及びその地域
会に所属する公認会計士は、長年にわたって地域の
企業・行政・教育機関・他士業等、様々なステーク
ホルダーの皆様と連携しながら、地域のために活動
してきております。

公認会計士は、会計・監査の専門家として、上場
企業の監査などにとどまらず、産業・環境・教育・福
祉・まちづくりなどの広い分野において、経営や財
務に関する活動をしてきました。例えば、スタート
アップ企業の成長支援、株式公開支援、中小事業者
の高齢化に伴う事業承継問題への対応などを行っ
ています。また、パブリック分野においては、自治体
の監査委員や包括外部監査人としての活動を通じ
て地方自治体のガバナンスの強化に貢献し、社会イ
ンフラの老朽化等の対応に関するアドバイスを行
うなど、組織運営、経営の全般について業務を行っ
ています。

時代の変遷とともに、現代社会は複雑化・多様化
し、我が国そして世界を取り巻く環境は大きな変化
の中にあります。日本国内の地域においては、人口
減少、地域経済の縮小等の課題を抱えています。こ
のような状況の中で、持続可能な地域の未来を実現
するためにSDGsに基づく地方創生の活動など、地
域活性化に向けての多くの取組が行われています。
地域社会、企業はこのような課題に柔軟性と多様

性を持って対応されています。私たち公認会計士

もその課題に対応し、自らが果たすべき役割を理解
した上で専門的な知見を活用して、社会課題の解決
にチャレンジし続けています。また、地域社会、企
業の方々と地域を想う心をともに持ち、協働するこ
とで、より大きな社会課題の解決に取り組んでいま
す。

本誌では、地域とともに歩んできた地域会会長の
キャリアや社会における活動について触れるととも
に、それぞれの地域会の取組、また、その地域で活
躍されているステークホルダーの方々とのコラボ
レーションや個々の専門性を生かして活躍する公
認会計士を紹介しております。１人１人の公認会計
士及び各地域会が地域社会にどのように参加し、課
題解決に取り組んでいるかをご理解いただけると
思います。会員、準会員の皆様には、私たちの業務
を通じて地方創生・地域活性化に貢献できるロール
モデルとして、自らの行動につなげるきっかけにな
ればと思います。

各地域会のページに記載された取組には、記載さ
れた地域会だけでなく全国の地域会で取り組んで
いるものも多くあります。また、他の地域において
も同様の立場で活躍している公認会計士が数多く
います。
ステークホルダーの皆様には、本誌を通じて、地

域の維持発展に熱意を持つ公認会計士が数多く存
在し、社会のお役に立てる存在であることをご認識
いただき、地域の課題解決に向け、ともに行動させ
ていただくきっかけになれば幸いです。

日本公認会計士協会に
おける地域活性化の取組

日本公認会計士協会常務理事   茂
もぎ

木 哲
てつや

也
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IPO支援を通じて地域経済の活性化に貢献する
篠河 清彦 ⃝会長   湯浅 祐一郎 ⃝札幌証券取引所 上場推進部長  

北海道会

44

志ある中小企業や起業家とともに 
東北の抱える課題へ立ち向かう
石沢 裕一 ⃝会長

東北会

88

公認会計士の魅力を学生に伝えたい
西川 正純 ⃝会長   髙畑 明久 ⃝ハロー！ 会計・制度説明会特別委員会委員長

埼玉会

1212

全国初の土地改良区検査立会制度の構築・運用に寄与
庄司 基晴 ⃝会長   川口 明浩 ⃝業務担当副会長・公会計研究会担当副会長

千葉会

1616

女性と若手の視点を活かした
東京会独自の取組を通じて課題解決にチャレンジ
峯岸 芳幸 ⃝会長   飯塚 幸子⃝常任幹事   宮本 翔⃝青年部特別委員会委員長

東京会

2020

経営と教育のその先へ公認会計士が切り拓く未来
太田 眞晴 ⃝会長   石田 晴美 ⃝文教大学経営学部教授

神奈川会

2424

公認会計士だからこそできる中小企業支援の形を追求する
久松 但 ⃝会長

東海会

2828

※インタビュアー兼務
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社外役員として企業価値向上へ寄与する
坂下 清司 ⃝会長   室屋 和菜 ⃝会員

北陸会

3232

歴史を重ねた古都を舞台に
人と人のつながりを通じて地域コミュニティに寄り添う 
中野 雄介 ⃝会長

京滋会

3636

変化し続ける社会の先端をとらえ、未来の開拓者であり続ける
北山 久恵 ⃝会長   安原 徹 ⃝副会長

近畿会

4040

包括外部監査を通して地域との良好な関係を構築する
宮田 勇人 ⃝会長   坂井 浩史 ⃝副会長

兵庫会

4444

10年、20年後の将来を見据えて会計基礎教育を推進する
梶田 滋 ⃝会長

中国会

4848

新たな活力を地域に与えるパブリック分野での監査の可能性
吉井 修 ⃝会長   工藤 誠介 ⃝会員

四国会

5252

ポストコロナ時代を見据え新たな形態で研究大会を開催
千々松 英樹 ⃝会長   宮本 義三 ⃝副会長・北部九州会研究大会実行委員会委員長

北部九州会

5656

地域の声に真摯に耳を傾け、求められる力を提供する
荒木 幸介 ⃝会長   樋口 信夫 ⃝南九州会税務業務委員会委員長

南九州会

6060

教育現場に接して、沖縄が抱える課題と向き合い
持続可能な就学支援活動を目指す
賀数 紀之 ⃝会長   坂 晴紀 ⃝NPO法人エンカレッジ理事長

沖縄会

6464
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IPO支援を通じて
地域経済の活性化に貢献する

Interview #1

旺盛な開拓精神が発展の源

谷口　北海道という地域や北海道会の特徴を教
えてください。
篠河　北海道の人口の約4割が札幌市近郊に集
中していることから、北海道会の会員・準会員の
9割以上が札幌市近郊で開業登録しています。会
員の業務形態は、監査法人勤務が4割、個人開業
が5割強、 組織内会計士が1割弱となっており
ます。
北海道は農業や観光が有名ですが、開拓精神

が旺盛な土地でもあります。札幌駅周辺にIT企
業が次々と誕生し「 サッポロバレー」として全
国的な知名度を得たことをはじめ、IPOを目指す
企業も多いです。北海道会では、札幌地方裁判所
と連携し民事再生法申立事件で選任される調査
委員を推薦するなど、全国的に珍しい取組みを行
ってきました。

天職と感じたことがきっかけに

谷口　現在従事されている業務内容やこれまで
のキャリアについてお聞かせください。
篠河　個人事務所を開業し、監査業務を中心とし
て、税務業務のほか、企業の社外役員にも就任し

ております。
公認会計士を目指したのは、高校2年生のとき

に読んだ「全職業紹介」という雑誌がきっかけで
した。公認会計士のコーナーに掲載されていた
“向いている性格”が自分にぴったりと当てはま
り、天職であると感じたのです。
公認会計士試験合格後は大手監査法人の東京

事務所に入所し、不正発見の第一人者といわれる
方と一緒に仕事をさせていただいたことは、得難
い経験となりました。
入所当時から希望していた地元の札幌事務所

への転勤後は、北海道の有名企業のほか、国立大
学法人、独立行政法人、信用金庫などの監査業務
や、IPO準備支援、不正調査など幅広い業務に定
年退職まで従事いたしました。

会務を通して各地の実状を把握

谷口　これまでの会務経験についてお聞かせく
ださい。
篠河　20年ほど前に北海道会の常任幹事を務め
て以降、会務からしばらく離れておりましたが、5
年前に再び会務に携わり、現在は北海道会の会長
と本部の常務理事を務めております。
会務を通して、全国の協会役員や自治体の

サッポロバレー
世界で名高いIT企業の一大
拠点となっているシリコンバ
レーと同様に、コンピューター
ソフト開発企業やシステム開
発企業が札幌に多く所在して
いたことから、このように呼ば
れています。

組織内会計士
一般企業や行政機関等に勤
務する公認会計士の総称で
す。協会では、組織内会計士
協議会を設置し、組織内会計
士向けのさまざまな施策を実
施しています。

北海道会ではIPO支援を通じた資本市場・地域経
済活性化への貢献を中心テーマとしてインタビュー
を実施しました。
公認会計士の資本市場への貢献として真っ先に思

い浮かぶのは、金融商品取引法等に基づく会計監査に
よる企業情報の信頼性確保を通じての貢献だと思い
ますが、今回は新規株式公開（IPO）を予定している企
業への支援に焦点を当てています。

新型コロナウイルス感染症の影響により企業活動
が停滞している現状を打破し、アフターコロナを見据
えて、地域活性化にもつながるIPO支援業務を通じて
資本市場に貢献していきたいとの思いからです。
また、IPOの舞台となる札幌証券取引所様が実施し

ている取組みについてもお話をうかがっていますの
で、是非お読みください。

日本公認会計士協会
北海道会

日本公認会計士協会北海道会会長   篠
しのかわ

河 清
きよひこ

彦
インタビュイー

日本公認会計士協会北海道会副会長   谷
たにぐち

口 雅
ま さ こ

子
インタビュアー

地域に寄り添い、ともに未来を拓くパートナーとして

日本公認会計士協会北海道会会長   篠
しのかわ

河 清
きよひこ

彦
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方々と接する機会が増え、各地域の実状や課題
への理解が大いに深まりました。

社会に求められる知見

谷口　これまでに行ってきた地域貢献につなが
る活動についてお聞かせください。
篠河　多額の欠損を抱えた 地方鉄道会社の存
続可否に関する意見書を作成した際、沿線住民と
の意見交換会に参加するなど貴重な経験をいた
しました。そのほか、道民の翼といわれた会社の
民事再生支援や道内数市町村の住基ネット監査
なども行ってきました。最近では札幌市行政評価
委員会の委員などにも就任させていただいてお
ります。

事業再生から災害復興まで幅広く

谷口　今後、地域へどのような形で貢献していき
たいとお考えですか。
篠河　私自身は各種公的委員への就任などをは
じめ、IPOを目指す企業の指導、さらには、アフ
ターコロナを見据え、企業の事業再生支援にもか
かわっていきたいと思っています。
北海道会では、公認会計士、弁護士、税理士な

ど6つの士業からなる 六士会で「地域災害復興
支援士業連絡会」を数年前に立ち上げ、災害時の
復興支援に取り組んでいます。こうした活動をさ
らに推進しながら、新たに公認会計士としてお手
伝いできる領域にも積極的に対応していきたい
と考えております。

地域社会に貢献する会員へ

谷口　地域貢献活動に取り組む会員への想いを
お聞かせください。
篠河　会員の中には、地方自治体の包括外部監
査人や各種委員に就任している方が多く、北海道
大学会計専門職大学院の特任教授に就任してい
る方、会計専門職大学院の授業評価を実施してい
る方もおられます。
また、「 札幌サンタファン」というチャリテ

ィーイベントを主導するなど、ボランティアに近
い活動も含めて、皆さんが積極的に活動してくだ
さっていることに感謝しております。

た株式会社アインホールディングスなど、高成長
企業が多かったことが特筆すべき点であると思
います。

協会が公表するリストを活用してほしい

谷口　IPOを目指す企業が監査法人を探すこと
に苦労しているといった報道がされています。こ
の点についてどのようにお考えですか。
篠河　一口にIPOを目指すといっても、企業に
よって置かれている状況は千差万別です。会計
制度や内部統制が未整備の企業の場合は、監査
契約の前段階でまずは管理体制整備のために公
認会計士の指導を受けた方がよいと思います。
北海道会には、上場準備に必要なサービスを

IPO支援業務で指導的機能を発揮

谷口　北海道会が行っているIPO支援業務につ
いて、札幌証券取引所との関係も含めておうかが
いします。まずは、会長ご自身のIPO支援業務と
のかかわりについてお話しください。
篠河　昭和末期から平成のはじめに北海道で株
式公開ブームがあり、そのころから複数のIPO支
援業務に従事してきました。当時は会計制度の
整備から各種資料の作成に至るまで、公認会計
士が指導的な役割を発揮した印象があります。
当時、新規株式公開した北海道の企業には日

本を代表する企業の１つとなった株式会社ニトリ
ホールディングス、調剤薬局で日本最大手となっ

開拓精神が息づく大地で次世代の芽を発掘する

地方鉄道会社
地方鉄道会社とは、一般に、
新幹線、在来幹線、都市鉄道
に該当する路線以外の鉄道路
線を指します。運営主体は引
き継いだ第三セクターです。
重要な社会インフラですが、
少子高齢化やモータリゼー
ションの進展等に伴って厳し
い経営である場合が多くなっ
ています。

札幌サンタファン
サンタファンは、サンタクロー
スの⾐装を着て、楽しく歩い
て、参加費の⼀部で病気と闘
う⼦どもたちにクリスマス・プ
レゼントを贈る、チャリティ・
イベントです。世界各地での
名称は『サンタラン』ですが、
札幌では楽しく歩くイベントと
して、『サンタファン』と呼称し
ています。

六士会
日本公認会計士協会北海道
会のほか、札幌弁護士会、北
海道税理士会、札幌司法書士
会、北海道不動産鑑定士協
会、札幌土地家屋調査士会が
メンバーです。
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提供している会員が多数おります。
また、協会が公表している「 IPO支援に関わ

る独立開業の公認会計士名簿」、「 IPOを目指す
企業の監査の担い手となる中小監査事務所リス
ト」には、北海道会の会員や北海道の監査法人が
複数記載されておりますので、参考にしていただ
きたいと思います。

成長意欲ある経営者への啓発活動を推進

谷口　IPOを推進することは地域経済活性化の
ためにも重要ですが、北海道内の取組みにはどの
ようなものがありますか。
篠河　道内の東証1部上場企業の経営者が中心

となって立ち上げた、IPOを目指す企業の役員を
対象に勉強会などを行う「株式公開アカデミー」
や、若手経営者向けの「北海道経営未来塾」など、
さまざまな取組みが行われています。
また、札幌証券取引所では、新興企業向けに創

設されたアンビシャス市場への上場を目指す企
業を支援する会員組織「 アンビシャスクラブ」
を運営するほか、成長意欲のある経営者を応援
する「 札証成長塾」や「IPO異業種勉強会」など
も展開しています。これらの勉強会では北海道会
の会員も講師を務めており、私自身もアンビシャ
スクラブのサポーター会員として関わっておりま
す。

の多い札幌ではより深刻な状況です。その一方
で、販路をネット通販に切り替え、増収増益を達
成した企業もあります。もともと北海道は、他の
地域からの食に関するお取り寄せ需要が高く、ア
フターコロナを見据えて多様なチャレンジが始
まっており、コロナ禍の厳しい状況でありますが、
IPOを目指す企業がこれまで以上に誕生するこ
とへの期待感を抱いております。

上場を支えるCFOの育成に取り組む

谷口　IPOを促進するために、札幌証券取引所が
取り組んでいることを教えてください。
湯浅　私たちの使命は、上場企業の質の確保と
新規上場を果たす地元企業への支援を両立させ
ることです。具体的には、昨年の「札証成長塾」に
おいて、上場に興味のある経営者向けにオンライ
ン講義を全19回配信しました。今年は北海道大
学会計専門職大学院アカウンティングスクール
で授業の1コマをいただき、学生の方々に公認会
計士としてのキャリアの選択肢の１つにIPOに
携わるCFOがあることを伝える予定です。
また、過去には、協会の 組織内会計士協議会

のセミナーで組織内会計士の方々を対象に地方
の上場事情やIPOにおいてCFOに求められるこ
となどをお伝えしました。
こうした地道な活動が、北海道の企業の成長に

つながることを期待しております。

逆風を追い風に変え、 
アフターコロナを生きる

谷口　ここからは、札幌証券取引所上場推進部
長の湯浅祐一郎様にお話をおうかがいします。ま
ず、IPOに関する最近の道内企業の動向について
お聞かせください。
湯浅　コロナ禍によって上場準備に影響が出て
いる企業が多数あり、特にサービス業や小売業

札幌証券取引所 上場推進部長	 湯
ゆ あ さ

浅 祐
ゆういちろう

一郎
日本公認会計士協会北海道会会長	 篠

しのかわ

河 清
きよひこ

彦

インタビュイー

日本公認会計士協会北海道会副会長   谷
たにぐち

口 雅
ま さ こ

子
インタビュアー

地域経済活性化のために公認会計士が
担うべき役割とは

アンビシャスクラブ
アンビシャス市場へ上場を目
指す企業を対象に、株式公
開、企業業績の向上や管理体
制の充実を図っていくことを
目標に、各種セミナーや交流
会等を、クラブ会員主導のも
と開催し運営する会員組織で
す。

札証成長塾
札幌証券取引所が、上場予備
軍の発掘及び育成を目的に、
2015年6月から｢札証成長
塾｣ を主催しています。成長
意欲のある経営者やその想い
を支えるCFOの方々など、塾
生の属性に応じて講演を行っ
ています。

組織内会計士協議会
一般企業や行政機関に所属す
る会員・準会員を支援するこ
とを目的に協会に設置されて
いる協議会です。組織内会計
士 向け の セミナー やネット
ワーキングイベントなどを実
施しています。

IPO支 援に 関 わる
独立開業の
公認会計士名簿

本名簿は協会ウェブサイトで公
表されております。詳 細は、
h t t p s : / / j i c p a . o r . j p /
b u s i n e s s / i p o k a n s a /
indivisual.htmlをご覧くだ
さい。

IPOを目指す企業の
監査の担い手となる
中小監査事務所リスト

本リストは協会ウェブサイトで
公表されております。詳細は、
h t t p s : / / j i c p a . o r . j p /
business/ipokansa/list.
htmlをご覧ください。

左から、谷口雅子氏、篠河清彦氏、湯浅祐一郎氏
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公認会計士への大きな期待

谷口　IPO申請企業の審査やIPO推進策を展開
される中で、公認会計士との接点も多いかと思い
ます。こうしたかかわりを通して感じていること、
また今後、公認会計士に期待することをお聞かせ
ください。
湯浅　上場準備は、基本的に企業にとって１度し
かないプロジェクトです。この一大プロジェクト
において、公認会計士が果たす役割は非常に大
きいと思っております。例えば、上場準備の前段
階で企業内部の体制整備や会計処理の構築など
が指導されることで、上場準備のスピードや精度
は格段に高まります。
1人でも多くの公認会計士にIPO支援に取り組

んでいただくことが、地元企業の発展に向けた大
きな力となります。
篠河　地域経済を活性化するためには、IPOを
目指す企業が継続的に出てくることが重要です。
そのためには、私たち公認会計士がさまざまな
フェーズで支援していく必要があります。
IPOを目指す企業への札幌証券取引所の支援

体制は充実しておりますので、今後より一層の協力
体制を築き、積極的に対応してまいります。

谷口　最後になりますが、札幌証券取引所の湯浅
上場推進部長様には、お忙しい中インタビューの
依頼をご快諾いただきましたこと、心より御礼申
し上げます。

域は今後さらに広がっていくと確信しています。
皆様には引き続きのご支援をお願いいたします。

人として大きく成長できる仕事

谷口　ここまでのお話を通して、公認会計士が
IPO支援を行うことの重要性を再確認いたしま
した。では、今後の地域経済を支える若い会員へ
メッセージをお願いします。
篠河　通常の監査と異なりIPO支援では、企業の
アーリーステージから公認会計士と企業が二人
三脚で成長に向けて歩んでいきますので、大きな
やりがいを感じることができます。もちろん大変
なことも多いですが、その分、自分自身も大きく
成長できます。若い会員の皆さんには、是非IPO
支援にチャレンジしていただきたいと思います。

より幅広い領域で地域に役立つ存在に

谷口　最後に、ステークホルダーや地域社会へ
メッセージをお願いします。
篠河　公認会計士業務についてご理解いただき、
さまざまな場面でお声がけいただいていることに
感謝しております。公認会計士がお役に立てる領

日本公認会計士協会北海道会

読者へのメッセージ

〒060-0001 札幌市中央区北1条西4-2-2 札幌ノースプラザ 8階

所轄のエリア⃝北海道
会員・準会員数⃝439名（2021年7月末現在）

TEL⃝011-221-6622
FAX⃝011-272-6911
URL⃝http://hokkaido.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

湯浅祐一郎氏　IT企業でキャリアをスタートし、プログラマーとして京都の証券取引所に派遣さ
れ、職員として採用される。その後、証券取引所の合併を機に離職し、証券業業界とは異なる仕
事に就いていたが、縁あって札幌証券取引所へ就職し現在に至る。
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志ある中小企業や起業家とともに
東北の抱える課題へ立ち向かう

Interview #2

広大なエリアをカバーする東北会

髙橋　地域や東北会の特徴を教えてください。
石沢　東北会が所轄する東北6県は、 広大な面
積に対して人口が少なく、県ごとの人口分布にも
偏りがあり、仙台市のある宮城県に人口が集中し
ています。また、東北地方の企業には中小企業が
多く、これらの中小企業が持続的に成長していく
ことが東北経済における課題となっております。
東北会の会員の分布は、人口分布と同様に宮

城県内が約半数を占め、しかも仙台市に集中して
います。また、会員の半数以上が税理士登録をし
ているという特徴があります。ほかの地域会と比
べてエリアが広範にわたるため、 各県部会の役
割は非常に重要であると考えております。

職業倫理の大切さを学生へ伝えていく

髙橋　現在従事しておられる業務の内容をお聞
かせください。
石沢　現在は仙台市に会計事務所を構え、学校
法人監査や労働組合監査などの監査業務に従事
しながら、税理士法人の代表も務め、税務業務に
も携わっております。そのほか、地元の公立大学

の客員教授、全国公益法人協会の講師、公益法人
会計検定委員も務めております。
髙橋　大学ではどのような講義を担当されてい
ますか。
石沢　担当しているのはコンプライアンスに関
する講義です。数年前、企業の不祥事が社会的
問題となった時期に、大学側からの「学生に職業
倫理を学ばせたい」というご依頼がきっかけでし
た。昨今は、経営者や従業員が能動的に不祥事を
起こす事件ばかりではなく、周囲が巻き込まれて
いるケースが見受けられます。将来、入社した企
業などで上司からコンプライアンスに反する指
示があっても、それに従わないよう、今のうちか
ら学生の方々に倫理観を育んでいただきたいと
思っております。

偶然目にした記事で公認会計士を知る

髙橋　公認会計士の道を選んだきっかけや、これ
までのキャリアについてお聞かせください。
石沢　高校3年生のとき、ある雑誌で公認会計士
の職業紹介記事を読んだことがきっかけです。
数学が得意で、手に職をつけたいという想いもあ
り、上京して大学の商学部で学びました。

地域社会の課題解決に貢献する公認会計士
当会のエリアである東北6県は広範であり、人口減

少・高齢化の加速等で各県の人口分布に偏りがみら
れ、また、企業活動も上場企業が少なく中小企業が大
多数を占めています。会員・準会員の分布も各県にバ
ラつきがみられ、多くは中小企業を対象にした監査業
務以外のコンサルティング業務、税務業務を行うとと
もに、地方公共団体の委員等の公職に就き地域社会に
貢献しています。

東北経済においては、中小企業支援・IPO支援が永
年の課題となっております。
そういった状況の下、当会では、現在、地域活性化

へ貢献すべく「公認会計士としての中小企業支援」の
具体的な活動、公的活動として地域の安心な生活基盤
の下支え活動、また、社会福祉法人の監査導入等の業
務拡大に伴う対応、会員・準会員の資質の維持・向上
と多様な人材の活用を主な重点施策として取り組ん
でおります。

日本公認会計士協会
東北会

日本公認会計士協会東北会会長   石
いしざわ

沢 裕
ゆういち

一
インタビュイー

日本公認会計士協会東北会中小企業施策委員会委員長   髙
たかはし

橋 美
み ほ

穂
インタビュアー

公認会計士の役割を周知し、地域貢献につなげたい

日本公認会計士協会東北会会長   石
いしざわ

沢 裕
ゆういち

一

広大な面積に
対して人口が少なく

東北地方の面積は約6万7,000
平方キロメートルで、本州の約
３割の面積となっています。一
方で、東 北 地 方 の 人 口は 約
851万人、人口密度は1平方キ
ロメートルあたり127人となっ
ています。八地方区分では、北
海道に次いで人口密度が低い
地域です。

各県部会
各地域会は、概ね、都道府県
レベルで県部会を設置してい
ます。東北会では、東北六県
それぞれに県部会を設置し、
広範な東北エリアをカバーし
ています。
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公認会計士第二次試験合格後、簿記学校の講
師や監査法人での勤務を経て、仙台市で個人の
会計事務所を開業いたしました。監査法人での

経験を活かし、IPO支援業務のほか、 和議事件
の整理委員、民事再生法事件の再生委員なども
歴任してまいりました。

たいとお考えですか。
石沢　私個人としては、現在携わっている監査業
務を若い会員の方々へと順次引き継ぎ、今後は大
学での講義や公職を通じて、公認会計士への理
解や関心を深めていただくための活動に邁進し
たいと考えております。
東北会としては、2021年度の事業計画の中で、

東北地方の 地域未来牽引企業（経済産業省が
選定する地域経済の中心的担い手となる事業者）
に対する支援、及びIPOを志す企業の発掘と支
援を掲げており、今後も地域の中小企業支援を積
極的に進めてまいります。

会務に携わることで得た貴重な経験

髙橋　会務に携わった経緯や、会務に携わってよ
かったと思われていることをお聞かせください。
石沢　独立開業した後、監査業務でご一緒した監
査責任者の先生からお声がけいただいたことが
会務に携わったきっかけです。私は東北ではなく
東京の監査法人に勤務しておりましたので、東北
会の会員の方々はほとんど存じ上げておりませ
んでしたが、会務を通して多くの方々と出会い、
先輩の会員の方から監査業務を引き継がせてい
ただくなど、皆様には大変お世話になりました。
また、協会が公表している委員会報告書の作成

に委員として携わったことは大変勉強になり、公
認会計士としての知見を深めることができました。

多様な公職を通じて地域を支えたい

髙橋　これまでに行ってきた地域貢献につなが
る活動について教えてください。
石沢　地方公共団体においては、宮城県監査委
員事務局の監査顧問や宮城県公社等外郭団体経
営評価委員会の委員、仙台市外郭団体経営検討
委員会の委員などを務めました。また、公益法人
の評議員も務めており、こうした公職を通じて、
公認会計士としてのスキルや経験を地域のため
に活かしております。

地域経済を担う中小企業支援を推進

髙橋　今後、どのような形で地域へ貢献していき

公認会計士として培った経験を地域や後進へ還元する

地域未来牽引企業
経済産業大臣により選定され
た、地域経済の中心的な担い
手となりうる企業を指します。
地域内外の取引実態や雇用・
売上高を勘案し、地域経済へ
の影響力が大きく、成長性が
見込まれるとともに、地域経
済のバリューチェーンの中心
的な担い手、及び担い手候補
である企業が選定されます。

和議
経営破綻に陥った企業（法人、
個人）が再建を目的として行
う法的倒産手続を指します。
ただし、2000年４月１日に
民事再生法が施行されたこと
に伴い、和議法は廃止されま
した。

中小企業を取り巻く地域特有の課題とは

髙橋　私は実務の中で、中小企業の経営者の方
から事業承継のご相談をいただくことが非常に
多いのですが、東北地域における事業承継問題に
ついておうかがいします。
石沢　東北の中小企業では経営者の高齢化が
進んでおり、帝国データバンクが2020年に実施

した「 全国企業「後継者不在率」動向調査」で
は、全国の65.1％の中小企業が後継者不在という
データも示されております。私も事業承継の問題
は大変深刻であると受け止めております。
髙橋　事業承継のほかに中小企業が抱える課題
や、持続的な成長のために必要な支援については
どのようにお考えですか。
石沢　現在は、コロナ禍でベンチャー企業が自社

志ある企業を実現可能な未来へと導くために
全国企業「後継者
不在率」動向調査

2020年10月時点の約147
万社の企業概要データベース
及び約180万社の信用調査
報告書ファイルを基に、2018
年10月から2020年10月の
３年間を対象として、事業承
継の実態について分析可能な
約26万6,000社の後継者の
決定状況と事業承継動向につ
いて調査を実施したものです。

9地域とともに歩む公認会計士 ～ 地域社会の未来に向けた課題解決にチャレンジ ～



新規上場企業がゼロ
2014年３月以降、東北地方
の 企 業 の 一 般 市 場(東 証 一
部・東 証 二 部・マ ザ ー ズ・
JASDAQ等)への新規上場は
ゼロという状況が続いていま
す。なお、2021年２月に、東
京証券取引所のプロ投資家向
け株式市場「TOKYO PRO
　Market（TPM）」へ「仙台
未来創造企業創出プログラ
ム」認定企業が上場を果たし
ています。

の技術をアピールする場が失われ、ビジネスチャ
ンスが急速に縮小しているといえます。加えて、
首都圏へ流出する人的資源の確保という地方特
有の課題もあります。このような環境認識のもと、
東北会では公認会計士の知見やネットワークを
活用しながら、経営管理のアドバイスを行うベン
チャー育成支援をはじめ、さまざまなサポートを
実施したいと考えております。

企業がさらなる成長を目指す 
志を持つことが大切

髙橋　東北会では2019年に「中小企業施策委員
会」を立ち上げました。公認会計士の専門性を活
かし、中小企業の中でも特にIPOを目指す中堅企
業の支援に取り組みたいと考えております。経済
産業省が選定する地域未来牽引企業も含め、東
北の企業が次のステップに進む上での課題は何
だとお考えですか。
石沢　東北では近年、 新規上場企業がゼロと
いう状況が続いております。東北財務局や東北
経済産業局、仙台市は、中堅・中小企業の持続的
な発展を支援するためのファンドや仕組みを構
築しておられますが、こうした取組みも企業側に
成長したいという志がなければ十分に活用され
ないように思います。東北会では、まず企業の経
営者の方々に志を持っていただくための啓蒙活
動が必要であると考えており、地域未来牽引企業
へのIPO支援についても、まだ多くの課題がある
と思っております。

髙橋　東北で、都市部以外で公認会計士が身近
にいないこと、上場企業が少なくノウハウを持
つ方と出会いにくいことも、中小企業がステップ
アップできない要因の1つだと思われます。この
点についてのお考えをお聞かせください。
石沢　都市部以外では、公認会計士が身近な存
在となっていくために、公認会計士が経営に関与
することのメリットや公認会計士の役割を中小
企業に向けて広くPRしていくことが必要である
と考えております。例えば、IPOは、顧問税理士だ
けではなく経営や財務に深い知見を有する公認
会計士に相談してほしいといったことを積極的
にステークホルダーに伝えていくことが大切であ
ると思います。

経営者に共感し、心通わせる関係構築を

髙橋　IPO支援で求められる公認会計士の役割
とは何でしょうか。また、新規上場を目指す企業
とどのような関係性を構築すればよいか、お考え
をお聞かせください。
石沢　起業家の方々が、ご自身の夢や企業の未
来を数字で語ることはなかなか難しいと考えて
います。そこで、公認会計士に期待されるのは、
財務的な裏付けの下でIPOに至るまでの道筋を
立て、実現可能な未来を描く手助けをすることで
あり、その点をアピールしていく必要があると思
います。
ただ、このような資本政策や財務戦略などのテ

クニックも大事である一方で、経営者の志に寄り

左から、髙橋美穂氏、石沢裕一氏
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添いながら、企業を成長させたいという熱意を持
続させるためのアプローチも非常に重要である
と思っております。そのような想いの下、IPOを

実現する企業が1社でも多く出ることを目指し、
今後も支援に取り組んでまいります。

にご理解とご支援をいただき、感謝しております。
皆様から寄せられる公認会計士へのご信頼とご
期待にお応えできるよう研鑽を積み、今後も地域
社会への貢献に努めてまいります。

地域の信頼に応えるインフラ的存在として

髙橋　所属会員やステークホルダー、地域社会に
向けてメッセージをお願いします。
石沢　公認会計士が行う監査業務は、社会経済
におけるインフラであるといえます。営利企業は
もとより社会福祉法人などの非営利分野の監査
は、地域住民への安心と信頼を付与し、地域社会
のSDGs達成に向けた支えとなるものと考えてお
ります。会員の皆様には、今後も非営利分野にお
ける監査業務の拡大に対応していただきたく、ご
協力をお願い申し上げます。	
ステークホルダーの皆様には、公認会計士業務

日本公認会計士協会東北会

読者へのメッセージ

会員の知見共有を図り、よりよい地域支援を目指す

東北グロース
アクセラレーター

成長意欲が高く、社会課題の
解決等を目指しつつ事業の拡
大を図るスタートアップ企業、
第二創業や新規事業の立上
げを行う成長意欲の高い中小
企業に対し、専門的な知見を
有する企業経営者や支援者に
よる集中支援を行い事業の成
長を加速させることを目的と
しています。

CFO人材
「Chief Financial Officer」
の頭文字をとったもので、「最
高財務責任者」を指します。
企業における財務戦略の立案
や執行の責任者であり、企業
がIPOを実現するための要と
なる人材であるといえます。

〒980-0014  仙台市青葉区本町2丁目18番21号 鹿島定禅寺ビル 3階

所轄のエリア⃝青森県、秋田県、岩手県、宮城県、山形県、福島県
会員・準会員数⃝497名（2021年7月末現在）

TEL⃝022-222-8109
FAX⃝022-222-9916
URL⃝https://tohoku.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

起業家を支えるCFOとしての役割とは

髙橋　中小企業施策委員会では、発足した初年
度にM&Aを利用した事業承継をテーマとした会
員向けの研修会を計画するなど、会員の知見向上
にも寄与したいという思いで活動を進めておりま
す。こうした取組みがある中で、昨年、仙台市か
ら東北財務局を通じて CFO人材の派遣要請を
いただき、当委員会で対応いたしました。その背
景を教えてください。
石沢　仙台市は、2017年度から東北の起業家を
対象とした集中支援プログラム「 東北グロー
スアクセラレーター」を実施しています。このプ
ログラムを含めさまざまな起業支援が充実して
きましたが、その中で会計・財務や内部管理体制
の構築を担うCFO人材が不足していることが課
題として明らかになり、東北会に要請をいただい
たという次第です。現在は、CFO候補者のリスト
アップが完了しおります。今後、支援を求める企
業とCFO人材とのマッチングをこのリストを活
用して実現したいと考えております。

会員相互で助け合える環境づくりへ

髙橋　東北の中小企業に対する支援活動につい

て、今後の展望をお聞かせください。
石沢　IPO支援やCFO人材の派遣を通じて中小
企業や起業家の育成に取り組むとともに、M&A
を活用した事業承継支援なども積極的に進めて
いきたいと考えております。
一方で、会員支援の観点では、資質向上を目的

にM&A経験者が講師を務める事業承継をテー
マとした研修会のように、会員同士で知識や経験
の共有を図っていけるよう、垣根のない交流が行
える環境づくりに努めてまいります。
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公認会計士の魅力を
学生に伝えたい

Interview #3

埼玉県の地域性と埼玉会の特徴

小川　地域と埼玉会の特徴について教えてくだ
さい。
西川　埼玉県の地域性としては、東京の近郊とい
うこともあり、比較的中小企業が多い地域といえ
ます。また、埼玉会は単一県の地域会であるため
行政区域と一致しており、県庁と直接一対一でお
付合いできることも大きな特徴といえます。当会
は、個人開業されている会員が多いですが、近年、

組織内会計士として活躍されている会員が増
えてきています。

父や兄の活躍に惹かれ公認会計士の道へ

小川　現在従事している業務内容やこれまでの
キャリアについてお聞かせください。
西川　父が設立した会計事務所で、現在、兄と共
に事務所を運営しています。クライアントは中小
企業が多く、業務は税務業務を中心に行っていま
す。父や兄が公認会計士として活躍する姿を間近
で見ていたことから、自然な流れで私も公認会計
士を目指していました。資格取得後は、大手監査
法人で経験を積んだ後、会計事務所に入所し、税
理士登録を行い、業務に携わることとなりました。

会務を通じて仲間が増え人脈が広がる

小川　会務に携わるようになったきっかけ、携
わってよかったことをお聞かせください。
西川　監査法人を退職して当会の会員となり、研
修会や親睦事業に参加するようになったのをきっ
かけに会務に参加するようになりました。会務を
通して同業の仲間が増え、人脈が広がったことは
大きな財産となっています。

公認会計士の専門性を活かし地域に貢献

小川　これまでに行った地域貢献につながる業
務について教えてください。
西川　東京会から独立前の埼玉県会から推薦い
ただき、埼玉県の下水道局経営懇話会や私立学
校助成審議会の委員、福祉部福祉施設監査課の
非常勤職員、関東農政局入札等監視委員会委員
などに就任いたしました。これらの活動を通じて、
公認会計士の専門性を活かして地域に貢献する
という経験を積むことができたのではないかと
思っています。

アフターコロナの地域経済の再生に向けて

小川　今後はどのような形で地域に貢献してい

組織内会計士
一般企業や行政機関等に勤
務する公認会計士の総称で
す。協会では、組織内会計士
協議会を設置し、組織内会計
士向けのさまざまな施策を実
施しています。

埼玉会は、2016年４月1日に東京会から独立した
若い地域会です。地元埼玉県において社会貢献事業
や公認会計士をもっと広く知ってもらうための地域
への発信も行っています。
当会は、大学生を対象にした公認会計士制度説明

会を実施しています。説明会では、大学生に公認会計
士という職業に関心を持ってもらえるよう公認会計
士制度や仕事の内容の説明を行うほか、大学ＯＢの会

員による説明も行っています。今後は、公認会計士が
社会に貢献する職業であるということについても積
極的に話していきたいと思っています。また、高校生
を対象とした説明会も行っていく予定です。
公認会計士というのは監査だけでなく、もっと広い

世界で活躍できる魅力のある職業であることを、これ
から社会に出ていく若い人たちに伝えていきたいと
思っています。

日本公認会計士協会
埼玉会

日本公認会計士協会埼玉会会長   西
にしかわ

川 正
まさずみ

純
インタビュイー

日本公認会計士協会埼玉会広報担当副会長   小
お が わ

川 千
ち え こ

恵子
インタビュアー

業務と会務の相乗効果で地域に貢献する

日本公認会計士協会埼玉会会長   西
にしかわ

川 正
まさずみ

純
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きたいですか。
西川　コロナ禍で、主なクライアントである中小
企業は疲弊しています。コロナ収束後、どのよう
にすれば地域経済に活気を取り戻すことができ
るのかを日々考えています。コロナ禍により市場

環境が激変しており、厳しい状況は今後も続きま
すが、そのような状況にあってもクライアントの
強みを最大限活かせるよう、会計の側面から経営
のお手伝いをしていきたいと思っています。

明会に参加した2名の学生が、令和２年度の公認
会計士試験論文式試験に合格したという嬉しい
ニュースも舞い込み、意義のある活動を行ってい
ることを改めて実感しています。

説明会参加者から試験合格者が誕生

小川　埼玉会が注力している地域貢献活動につ
いてお聞かせください。
西川　官庁への講師の派遣、官公庁・経済団体
との交流、小学生に会計の重要性を教える「ハ
ロー！会計」など幅広い活動を行っていますが、
埼玉会では、現在、特に大学生を対象にした 公
認会計士制度説明会に力を入れております。ハ
ロー！会計・制度説明会特別委員会委員長の髙
畑幹事から詳細を説明させていただきます。
髙畑　埼玉会では2016年から、県内の埼玉大学、
獨協大学、駿河台大学を訪問して授業等の一環
として制度説明会を実施しています。例えば、埼
玉大学では1回の講義における受講生は約200名
にのぼります。講義終了後、受講された学生にア
ンケートを実施したところ、「今回の講義を聞い
て公認会計士試験の受験を決めた」という感想を
多くいただき、このような機会に携われてよかっ
たと感じています。実際に、埼玉大学でこの説

公認会計士の魅力を伝え、 
多くの学生に公認会計士を志してもらうために

公認会計士制度
説明会

公認会計士制度や業務内容
について、学生に興味や関心
を持っていただくこと、また、
公認会計士を志している方に
公認会計士への理解を深めて
いただくことを目的に開催し
ています。

左から、小川千恵子氏、西川正純氏、髙畑明久氏

インタビュイー インタビュアー

日本公認会計士協会埼玉会会長 西
にしかわ

川 正
まさずみ

純
日本公認会計士協会埼玉会
ハロー！会計・制度説明会特別委員会委員長 髙

たかはた

畑 明
あきひさ

久

日本公認会計士協会埼玉会広報担当副会長 小
お が わ

川 千
ち え こ

恵子
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オンライン
コロナ禍の影響により、多くの
大学でオンライン授業が取り
入れられました。現在も新型
コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、対面とオンラ
インを組み合わせて授業が行
われています。

幅広いターゲットに向けて 
公認会計士の魅力を伝えたい

小川　公認会計士を目指す人を増やしたいとい
う取組みは業界全体の課題となっています。公
認会計士の仕事を知ってもらい、志願者を増やす
ための施策についてご意見をお聞かせください。
髙畑　制度説明会は授業等の１コマをお借りし
て行っていますが、聴講する学生によって公認会
計士という職業への興味に差があります。そのた
め、公認会計士に興味を持つ学生に対象を絞っ
た説明会も実施する必要があると思っています。
また、現在は大学生を対象とした制度説明会と小

オンライン説明会推進の重要性

小川　説明会の対象者を、まずは高校生まで広げ
ることが案として挙がりましたが、ウィズコロナ・
アフターコロナ時代の新しい説明会の在り方に
ついてどのようにお考えですか。
西川　コロナ禍を踏まえ、昨年は大学の協力のも
と、学内の オンラインを使用しての制度説明会
を実施しました。オンラインを活用することで時
間や場所の制約が少なくなることが分かりまし
た。オンラインでの開催の仕方は技術的にいろい
ろと考えられます。公認会計士の仕事に興味を
持ってもらう説明会を行うにあたって、大学生と
高校生を分けずに興味を持っている層に直接ア

学生を対象とした「ハロー！会計」を実施してい
ますが、今後はさらに裾野を広げて、将来のキャ
リアデザインを考える中高生もターゲットに加え
ていきたいと考えています。
西川　数年前、県内の高校生から公認会計士とい
う職業について教えてほしいという問合せがあ
り、役員が説明に当たったことがありました。進
路を決める時期にある、特に高校生に焦点を当て
て公認会計士という職業の魅力を伝えることも
重要であると思っています。

公認会計士の業務を伝えることの重要性

小川　魅力を考えるに当たり、どのようなプログ
ラムが必要になるとお考えですか。
西川　公認会計士試験に合格した学生から、「公
認会計士を目指している人にとって制度説明会
は有意義ですが、公認会計士という職業を知らな
い人は、制度の内容よりも社会における役割や監
査の必要性、仕事内容などに特に興味があるので
はないか」と言われました。これが、プログラム
を考える際のヒントになると感じています。
髙畑　以前、埼玉県会時代に高校で制度説明を
行った際に、まず身近な実例を挙げながら「会計
がどのような場面で活用され、役立っているのか」
を伝えた上で、公認会計士制度について説明しま
した。そのとき受講していた高校生の反応がいつ
も以上によく、前のめりで熱心に話を聞いてもら
えたことが印象に残っています。このことからも、
まずは公認会計士の行っている仕事を知っても
らうことが大変重要であると思っています。

プローチすることが必要であると考えています。
特定の大学・高校のみならず、県内の学校で公認
会計士に興味を持つ学生を対象としたオンライ
ンでの説明会も企画していきたいと考えていま
す。コロナ禍を契機に、新たな視点で説明会の仕
組みを構築していきたいと思います。

中高生へ公認会計士の重要性を伝えたい

小川　中高生にアプローチするというお気持ち
が十分に伝わってきました。それでは、中高生を
ターゲットとした場合に最も強く伝えたいことは
何でしょうか。 
髙畑　公認会計士は日本を元気にできる職業で
あることを伝えたいです。公認会計士は、人知れ

公認会計士は日本経済を支える職業
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ず日本経済を支えている非常に重要な職業だと
私は考えています。例えば、公認会計士が行う監
査業務では、企業が作成した財務諸表をチェック
し 保証を与えています。この業務は企業だけで
はなく財務諸表の利用者である株主や投資家に
必要不可欠な情報を提供するものであり、資本市
場のみならず日本経済の基盤を支えているといっ
ても過言ではありません。また、公認会計士は弁
護士や医師と並ぶ3大国家資格といわれることも
あり、社会に大きく貢献できる職業であることを
知っていただきたいです。私自身も、社会に貢献
したいという思いを胸に受験勉強に邁進いたし
ました。
西川　公認会計士がどのような業務を行ってい
るのかを広く伝えていくことにより、 将来なり
たい職業ランキングの上位になると嬉しいです。
そのためには、早い段階で中高生が公認会計士を
知るという強いインパクトが必要です。将来にお
ける職業の選択肢の1つに公認会計士があること
を伝える必要があると思っています。

を作る場となってもらいたいと思っていますので、
あまり難しくとらえずに会のイベント等に顔を出
してほしいと思います。特に、独立したてのころ
は県内の会員とのつながりが薄くなりがちです。
当会でも若い会員が集まる活動を推進しており、
その活動を通じて会員同士のネットワークを深
めてほしいと思います。また、埼玉会がベテラン
の公認会計士の皆さんにとっても、会員同士のつ
ながりの場となりたいと思っております。是非と
も、研修会をはじめとして、親睦事業など当会の
イベント等にご参加をいただければと思っており
ます。
会員の皆様方の会務へのご支援、ご協力を引

き続きよろしくお願いいたします。

地域のさまざまな場で活躍する公認会計士

小川　ステークホルダーや地域の方々へメッ
セージをお願いします。
西川　埼玉会では、専門委員会として、これまで
埼玉県の学事課や福祉指導課の職員の方々に会
計処理や内部統制に対するアドバイスも行って
きました。また、埼玉会では複数の専門委員会を
立ち上げて、地域の課題を理解し改善に対応でき
る体制を整えています。特にコロナ禍による業績
不振の影響で、事業再生を余儀なくされる中小企
業が増えることが予想されるため、中小企業支援
対応専門委員会の活動を重要視しています。そ
のほかにも課題に応えるため、NPO法人や医療
法人等の専門委員会の活動も活発に行っており、
地域で頑張っている組織を応援していこうと考
えています。今回の記事をきっかけに、地域社会
のさまざまな場所で公認会計士が活躍している
ことを知っていただけると嬉しいです。

会員同士のつながりは大きな財産

小川　最後に、所属会員の方々へメッセージをお
願いします。
西川　埼玉会が若い会員の皆さんにとって仲間

日本公認会計士協会埼玉会

読者へのメッセージ

将来なりたい
職業ランキング

日本FP協会がまとめた2020
年の小学生の「将来なりたい
職業」ランキングでは、男子は

「ユーチューバー」がトップ10
にランクインするほか、「サッ
カー選手・監督」、「野球選手・
監督」、「医師」が上位３位を
独占しました。
また、女子は「薬剤師」が１位
となったほか、「看護師」、「保
育士」が上位３位に入ってい
ます。
残念ながら、公認会計士はラ
ンクインしていませんでした。

〒330-8669 さいたま市大宮区桜木町1-7-5 ソニックシティビル 8階

所轄のエリア⃝埼玉県
会員・準会員数⃝942名（2021年7月末現在）

TEL⃝048-644-9050
FAX⃝048-644-9054
URL⃝https://saitama.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

保証
投資家等の利害関係者の意
思決定を誤らせることのない
ように、企業の作成する財務
諸表や計算書類の信頼性を
保証することを意味します。
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全国初の土地改良区検査立会制度の
構築・運用に寄与

Interview #4

多様な産業を網羅するオールラウンダー

福田　地域と千葉会の特徴について教えてくだ
さい。
庄司　千葉県は古来より漁業・農業が盛んで、江
戸・東京の台所として発展してきました。 京葉
臨海コンビナートや成田国際空港、東京ディズ
ニーリゾートなどを擁し、工業・産業面でも栄え
たオールラウンダーな県といえます。
千葉会は千葉県のみの単県で構成されており、

首都圏に位置することから大手監査法人のＯＢ
が多いことが特徴といえます。また、組織内会計
士やコンサルティングを中心に活躍する若い公
認会計士も多く在籍しております。

経験と人脈が仕事の幅を広げる

福田　現在従事されている業務内容とこれまで
のキャリアについてお聞かせください。
庄司　主に税務と監査業務に従事しています。
また、地元自治体の監査委員や外郭団体の監事も
務めております。

会計の面白さに惹かれて公認会計士を志す

庄司　私は、学生時代に公認会計士を志したわけ

ではありませんが、自由奔放な性格と、自営農家
の長男として育ってきたためか、大企業で終身雇
用という人生設計はありませんでした。　　
大学では経済学を専攻し、地元の地方銀行に

就職しましたが、簿記や会計学を勉強していなか
ったこともあり、銀行での業務は苦労が多かった
です。思い返すと、配属先の支店時代には300万
円の札束を誤ってゴミ箱に落としてしまったとい
う失敗談もありましたね。
そんな中、同じ支店に配属された同期から会計

学の面白さに気付かされ、公認会計士という職業
に惹かれていきました。

監査業務の経験がキャリアの糧になった

庄司　公認会計士試験合格後、大手監査法人へ
就職し、日本を代表する 重厚長大企業の監査に
従事しました。監査法人での仕事は独立開業の
ためのキャリアパスとしか考えておりませんでし
たが、ここで得た経験は大変刺激的で、私の期待
を遥かに超えるものでした。
独立後は、税務業務を中心に業務をスタートし

ましたが、 バブル崩壊をきっかけに、情報の信
頼性の担保を目的とする監査の重要性を再認識
しました。そのようなときに、監査法人時代の先

千葉会は2016年4月1日に東京会より独立し、

地域に密着した活動を行っております。

会員の多くは監査法人勤務を経て独立した公

認会計士で、独占業務の会計監査にとどまらず、

多種多様な業務を行っております。

コロナ禍は、地域会の役割の重要性を再認識さ

せてくれました。それは特に地元地域社会への

貢献と相互交流です。千葉会では、各自治体の包

括外部監査人や監査委員等公的部門へ多くの会

員を推薦しておりますが、さらに、全国に先駆け

て千葉県土地改良区検査立会業務制度を本格化

させるなど、地域社会への貢献という使命に積極

的に取り組んでおります。

日本公認会計士協会
千葉会

日本公認会計士協会千葉会会長   庄
しょうじ

司 基
もとはる

晴

インタビュイー インタビュアー

首都圏の要衝・千葉に生き、千葉を活かす

京葉臨海
コンビナート

千葉県の東京湾岸に、千葉港
を中心として広がる工業地域
を指し、化学工業の割合が高
くなっています。浦安市から
富津市まで連なっており、代
表的な都市は市川市、船橋
市、千葉市、市原市、木更津
市、君津市が挙げられます。

日本公認会計士協会千葉会会長   庄
しょうじ

司 基
もとはる

晴

重厚長大企業
重化学工業等の産業を意味す
る言葉です。重く・厚く・長く・
大きな製品を扱うことに由来
します。具体的には、鉄鋼業・
セメント・非鉄金属・造船・化
学工業や、これに関連する装
置産業が分類されます。

バブル崩壊
日本の不景気の通称です。内
閣府景気基準日付でのバブル
崩壊期間は、1991年3月か
ら1993年10月までの景気後
退期を指します。バブル経済
時代に土地を担保に多くの融
資が行われましたが、地価の
下落により、担保価値が融資
額を下回る担保割れの状態に
陥りました。また、企業の収益
が大幅に低下したこともあり、
金融機関が多くの不良債権を
抱え込むこととなりました。

日本公認会計士協会千葉会研修担当幹事・
公会計研究会研究会長 福

ふ く だ

田 佐
さ ち こ

知子
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えば、昨今、 農業の担い手が激減しています。
農業に興味のある人たちと農家を結び付ける組
織の構築や運用といった観点でも、私たち公認会
計士が重要な役割を果たせるものと確信してお
ります。
千葉会としては、これまでの取組みを継続し、

新たにお手伝いできる領域には積極的に参画し
てまいります。現在、自治体や公益法人などから
年間30件以上の推薦依頼やご相談があり、延べ
50名以上の会員を推薦しています。若い会員の
皆さんも、ぜひ千葉会の活動へ積極的に参加して
いただきたいと思っております。

輩から金融機関監査に携わる貴重な機会をいた
だき、この業務を通じて人脈や仕事の幅が大きく
広がりました。この経験は税務の顧問先へのアド
バイスにも大変役立っております。

周囲の協力を得ながら業務と会務を両立

福田　会務にはどのようなきっかけで携わるこ
とになったのでしょうか。
庄司　千葉会の田中昌夫前会長に誘われたこと
がきっかけです。千葉市内から離れた木更津市に
事務所を構えている私がどれだけ会務にかかわ
れるのか不安もありましたが、役職員の皆さんが
非常に協力的で、すぐに杞憂であったことに気付
きました。会務を通じての多くの方との出会いに
感謝しております。

真の意味で経営者に寄り添う

福田　これまで地域に貢献したこと、今後地域に
どう貢献していきたいかを教えてください。
庄司　自身の事務所では、毎年、顧問先・金融機
関関係者・同業者を招き勉強会を開催しているほ
か、顧問先の事業承継対策にも携わっております。
業務に取り組む中で私が常に意識しているのは、
「地域のために仕事をする」ということです。真の
意味で経営者に寄り添い、「耳が痛い」と思われる
ようなこともあえてお伝えするようにしております。
今後は培った知見を活かして、持続可能な社

会づくりの一翼を担っていくことが目標です。例

用された公認会計士が県職員の方と一緒に実地
検査に赴き、専門的な観点から検査を実施し、そ
の結果を検出事項として取りまとめると同時に
改善提案も行う全国的にも先駆的な制度です。

巨額横領事件の第三者調査等委員会に参画

福田　この制度の発足には、県内で起きた巨額横
領事件が影響しています。事件の概要と千葉会
のかかわりの経緯についてお聞かせください。
川口　千葉県内屈指の大規模な土地改良区で発
生し、約7億4,000万円の損害額を与えた横領事
件です。2016年4月、職員の自白により事件が発
覚し、国や県の特別な調査が入りました。

全国初の土地改良区検査立会業務制度とは

福田　土地改良区は、農地基盤整備や水利施設
の整備、維持管理等の事業を行う組織で、農業者
の加入強制や費用の強制徴収の権限を有する高
い公共性を持つ法人です。千葉会は、この土地改
良区の定期検査について、2020年度に千葉県が
新たに立ち上げた土地改良区検査立会制度に全
面的に協力しています。この制度の立上げにかか
わってこられた川口副会長から、制度の概要につ
いてご説明ください。
川口　この制度は、土地改良法に基づいて知事が
実施する土地改良区の定期検査において、県に任

土地改良区問題への多角的な対応

日本公認会計士協会千葉会業務担当副会長・
公会計研究会担当副会長  川

かわぐち

口 明
あきひろ

浩 日本公認会計士協会千葉会研修担当幹事・
公会計研究会研究会長 福

ふ く だ

田 佐
さ ち こ

知子

インタビュイー インタビュアー

農業の担い手
日本は世界有数の農業大国と
して知られており、農業に従事
する人口も多い状況です。し
かし、農業人口に占める65歳
以上の割合が非常に高く、後
継者不足が問題となっていま
す。
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単式簿記・現金主義
単式簿記は、現金・預金の入
出金をベースにする「現金主
義会計」を用いた簡単な簿記
の方法を指します。また、現
金主義とは、現金・預金の入
出金時に取引が認められると
する考え方を指します。

第三者委員会
企業や組織において不祥事等
が発生した際に、当事者以外
の外部の有識者によって、そ
の原因を調査し事実関係を明
らかにするために設けられる
委員会のことです。法令によっ
て設置が義務付けられている
ものではありません。近年で
は、企業だけでなく、学校にお
けるいじめ問題やスポーツ競
技団体におけるパワハラ問題
等においても、第三者委員会
が活用されています。 千葉会では、同年8月から同土地改良区の決算

業務の支援しておりましたが、当時の 第三者委
員会の調査が思うように進まず、理事長や職員か
ら私たちに何度も相談がありました。10月に当
初の第三者委員会メンバーを解任、私を含む千葉
会の会員2名と弁護士１名を構成員とする新たな
第三者委員会が設置されることとなり、正式に業
務が始まりました。

丹念な調査で事件の全貌を解明

福田　第三者委員会の委員長として、刑事裁判や
民事裁判にもかかわってこられたそうですが、公
認会計士としてどのような貢献をされたのでしょ
うか。
川口　決算支援業務の中で、横領の内容をある程
度把握していたことから、すぐに第三者委員会の
活動をスタートし、10月中には刑事告訴し県警に
も受理されました。土地改良区の調査では、 単
式簿記・現金主義という公会計独特の会計制度
や処理などを熟知していないと事件の真相をつ
かむことは困難です。私はかつて東京都庁で予
算編成や決算事務などに従事したことがあり、そ

誠意ある調査対応が 
国の法律も変えるきっかけに

福田　この事件の発覚をきっかけに、土地改良法
が改正され、それに伴う会計基準の改正などが検
討された有識者会議に参加された中で、新たな学
びはありましたか。
川口　2022年4月から土地改良区で貸借対照表
を作成し公表することが定められ、有識者会議で
は会計基準の改正や財務諸表作成要領などの設
定、指導・監督指針の改訂などが議論されました。
他県の所管部局や土地改良区連合会の職員の

の経験も大いに活かすことができました。

公認会計士の技能がどのように活きたのか

福田　第三者委員会の中で、弁護士とは異なる立
場でかかわることについて、どのようなやりがい
を感じましたか。
川口　調査活動では、単に横領の事実を会計的に
解明するだけでなく、複数の関係者への事情聴取
や横領行為の隠蔽工作の形跡なども過去にさか
のぼって調査し、その結果を裁判での証拠資料
や証人尋問の際の事実認定の資料などに活用し
ました。民事裁判の第1審は敗訴したのですが、
控訴審では逆転勝訴し、調査活動の苦労が報わ
れた思いでした。
長年にわたる巨額の横領事件の全貌を解明

することは、被害を受けた土地改良区に属する
3,800人の組合員や地元の市町、国や県などス
テークホルダーへの情報提供にもつながる重要
な業務であったと感じております。

方が現場の実情を代弁する貴重な意見や、国の役
割を期待する意見などを踏まえた検討がなされ、
オールジャパンの視野で物事を把握し、正しい事
実認識と理論とを調和させることの重要性を学
びました。

会計実務の指導を行う制度が始動

福田　2022年度から、公認会計士が土地改良区
の会計実務を指導する制度が始まるということ
ですが、ガイドラインの策定ではどのようなこと
が話し合われましたか。
川口　2018年6月の改正法の内容の1つに、監事

巨額横領事件の解決から改正土地改良法への対応へ

横領事件の舞台となった干潟土地改良区の写真。圃場と排
水機場建物が写っている

左から、福田佐知子氏、庄司基晴氏、川口明浩氏
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新制度発足は業務拡大の貴重な機会

福田　2020年4月、千葉県が全国に先駆けて導
入した本制度の立上げに際して、千葉会の担当役
員としてどのようにかかわってこられたのでしょ
うか。
川口　県職員の方から、検査体制の問題点や課
題解決のために公認会計士の専門的な知見を活
用したいという相談を受けました。そこで、制度
の正式導入の数か月前から数回にわたって勉強
会を実施し、職員の方々とよりよい検査実施体制
について議論を重ねました。
この新たな制度は、会員の業務拡大につなが

ると思っております。この業務への従事を希望
する会員には、千葉会独自の研修会の受講を義
務付け、実務における会員の悩みや課題を随時

把握し、研修会の内容に反映させています。

的確な指摘と改善提案が高く評価される

福田　新制度導入から2年目となりますが、この
業務に従事する会員への評価はいかがでしょう
か。また、この制度が今後も根付くために千葉会
としてどのような対応が必要なのか、考えをお聞
かせください。
川口　県の方々からは、質問への回答が明快であ
り、指摘と改善提案が的確であると高い評価をい
ただきました。
会員を推薦する立場として、今後も業務の品質

向上に向けた取組みを継続します。さらに、来年
度から始まる会計指導業務にも円滑に対応でき
るよう、会員への情報提供や研修会を実施する予
定です。

今、求められる持続可能な社会の構築に、私た
ち公認会計士の経験や力が大いに活かせるもの
と自負しております。よりよい社会の実現に向け
て、地域社会やステークホルダーの皆さんには今
後もご協力をお願いいたします。

「温故知新」を胸に未来を築く

福田　最後に、所属会員やステークホルダーへ
メッセージをお願いします。
庄司　会員の皆さんには、自治体の委員や包括外
部監査人などに就任いただき、地域に貢献してく
ださることに感謝申し上げます。
私自身、人生で多くの先輩方にお世話になり、

「 温故知新」を座右の銘にしております。若い
皆さんも先輩方のお世話になる機会が多々ある
と思いますが、その恩をぜひ後輩へと還元してく
ださい。そして、公認会計士の仕事は、確実に社
会に価値を提供しているという誇りを持ち続け
てほしいと思っています。

日本公認会計士協会千葉会

読者へのメッセージ 温故知新
過去にあったことをよく調べ、
学び、そうして得られた知見
を活かして新たな知識を得る
ことをいいます。「論語」の記
述「温故而知新 可以為師矣」

（故きを温ねて新しきを知らば
以って師となるべし）に由来し
ます。

〒260-0013  千葉県千葉市中央区中央1丁目11番1号 千葉中央ツインビル1号館 9階

所轄のエリア⃝千葉県
会員・準会員数⃝892名（2021年7月末現在）

TEL⃝043-305-4203
FAX⃝043-305-4204
URL⃝https://www.jicpa-chiba.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

の監査機能の強化があり、監事1名を組合員以外
から選任し会計面で監視することが想定されて
います。外部の監事を選任できない場合は、公認
会計士などが会計面での指導を行うことが求め
られます。ガイドラインの策定では、具体的な指
導業務の内容や契約方法などが検討されました。

さらに広がる公認会計士の役割

福田　多くの公認会計士にとって、土地改良区と
いう団体は馴染みがないものでした。今後、公認

会計士が土地改良区の会計や監査にかかわる機
会は増えていくのでしょうか。
川口　改正法では公認会計士などによる指導業
務が必要となり、将来的には、公認会計士による
外部監査制度の導入が予想されます。全国的に
も、土地改良区の会計監査にかかわる機会はます
ます増えていくと考えております。

土地改良区検査立会業務制度の立上げに寄与
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女性と若手の視点を活かした
東京会独自の取組を通じて
課題解決にチャレンジ

Interview #5

都心と地方を含む 
“日本の縮図”のような地域会

飯塚　東京会の特徴について教えてください。
峯岸　東京会は1都6県（東京都・茨城県・群馬県・
栃木県・長野県・新潟県・山梨県）を管轄エリアと
し、全国に約4万人いる会員・準会員のうち約2万
3千人が所属する大規模な地域会になります。
東京会の会員は、監査業務をはじめ、多様な分

野でのコンサルティング業務のほか、社外役員や
組織内会計士として活躍されている方も多く、税
務業務においても、個人で開業されている方、税
理士法人に所属されている方など多種多様です。
また、一口に東京都に限ってもエリアごとに特

色があり、会員が抱える問題やニーズは全く異な
ります。そこで、東京会では、支部として30の地
区会を設置し、各地区会長が東京会の役員に就
任する制度を設けることで各地区の声を施策に
反映させております。この地区会は、東京が23区
と三多摩、及び6つの 県会で構成されています
が、所属会員数や地域の実情も異なるため、これ

らの地区会を一律に扱うことは難しい状況にあ
ります。
東京会というと都心一極集中のイメージをお

持ちの方もいらっしゃると思いますが、他の地域
会が抱えている悩みも併せ持つ、“日本の縮図”の
ような地域会といえるかもしれません。私たちは
今後も地域の特色に合わせて、地域に根ざした活
動を展開していきたいと考えております。

父の遺志を受け継ぎ、地元に根ざす

飯塚　現在従事されている業務内容やこれまで
のキャリアについてお聞かせください。
峯岸　現在は税理士法人の代表社員として、税
務業務に従事しております。大学卒業後は監査
法人に入所し、監査業務に従事しておりましたが、
税理士事務所を営んでいた父の急逝により28歳
で事務所を承継いたしました。父から受け継いだ
事務所を運営するかたわら、比較的規模の小さな
クライアントの監査業務や上場企業の社外監査
役、地元である練馬区の監査委員などを経験して
まいりました。

新型コロナウイルス感染症の影響により誰も想像

できなかった変化が訪れ、社会も経済も私たちの日常

も様変わりしました。東京会でも多くのイベントが中

止・延期となりましたが、感染防止対策を講じた上で

の開催やオンラインでの開催など、新たな取組にもチ

ャレンジしてみようと、一歩踏み出したところです。

今回は、そんなコロナ禍においても活発に活動してい

る女性と若手公認会計士の視点に着目した東京会の

取組にスポットを当てたいと思います。

東京会は会員・準会員数が２万名を超える大所帯で

すので、女性会計士、若手公認会計士の数も全国で最

も多く所属している地域会となります。そこで、女性会

計士・若手公認会計士の声を通じて東京会の活動と社

会に貢献する公認会計士をご紹介いたします。

日本公認会計士協会
東京会

日本公認会計士協会東京会会長   峯
みねぎし

岸 芳
よしゆき

幸
インタビュイー

日本公認会計士協会東京会常任幹事   飯
いいづか

塚 幸
さ ち こ

子
インタビュアー

社会に貢献できる公認会計士であり続ける

日本公認会計士協会東京会会長   峯
みねぎし

岸 芳
よしゆき

幸

県会
東京以外の管轄エリアについ
ては、各県に県会(茨城県会、
群馬県会、栃木県会、長野県
会、新潟県会、山梨県会)を設
置しています。
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飯塚　会務にはどのようなきっかけで携わるよ
うになったのでしょうか。
峯岸　50歳を前に地元の公認会計士の先輩にお
声がけいただき、練馬会の会長に就任したことが
きっかけになります。その後、東京会の常任幹事、
副会長を経て、会長に就任いたしました。

自身の職務を通して社会へ奉仕

飯塚　これまでに行った地域貢献につながる活
動についてお聞かせください。
峯岸　練馬区の監査委員を務めたほか、地元の税
務関連団体の活動にも携わってまいりました。業
務外では ロータリークラブに加入しています。
ロータリークラブでは、奉仕活動の根幹を自身の
仕事を通じて社会に奉仕する職業奉仕において
います。ロータリアンが常に覚えておくべきこと
として、「真実かどうか」、「みんなに公平か」、「好
意と友情を深めるか」、「みんなのためになるかど
うか」という4つの問いがありますが、私はこの4
つを自らの判断基準とし、よく頭に思い浮かべな
がら会務に従事しております。

多様な課題解決に生きる女性や若手の視点

飯塚　今後、地域へどのような形で貢献していき
たいとお考えですか。
峯岸　東京会では重点施策の1つに、地域社会へ
の貢献を掲げております。包括外部監査人など

への就任や非営利・公会計分野への支援のみな
らず、コロナ禍における中小企業支援も重要な課
題として向き合っていきたいと考えております。
また、SDGsの達成に向け、日本公認会計士協

会として積極的に取り組んでおります。SDGsの
項目では、日本は特に「ジェンダー平等」への対
応で後れをとっているといわれていますが、東京
会では女性会計士活躍促進プロジェクトチーム
を設置し、インタビュアーの飯塚さんがリーダー
となって、この分野の課題解決に取り組んでいま
す。また、こうした世界規模での課題解決には、
若い方々を含めて幅広い層の柔軟かつしなやか
で自由な発想が不可欠であると考えます。
ここからは、女性活躍と若手会員の視点を活か

した東京会の特徴的な取組として、女性会計士活
躍促進プロジェクトチームと青年部特別委員会
についてご紹介いたします。

替えたり、SNSを利用して情報発信をしたりなど、
各グループで工夫しながら柔軟かつ機動的に活
動を継続しています。
先日、調査研究グループでは、女性会員を対象

に今抱えている課題や必要としている施策に関
するアンケートを実施しました。この回答結果を

東京CPAニュース2021年7月号及び8月号に
掲載いたしました。協会が実施する同種のアン
ケートと比較し回答率が非常に高く、このテーマ
に対する女性会員の関心度の高さがうかがえま
した。たくさんのコメントをいただきましたので、
このアンケート結果を今後の女性会計士活躍促
進のための活動に利用していきたいと考えてい
ます。
峯岸　2つのKPIを達成するためには、やはり女
性だけでなく男性も意識的にこの課題に向き合

女性だけでなく東京会全体で 
課題に向き合う

飯塚　日本公認会計士協会では、 女性会計士
の活躍を促進するために、「2048年度までに会
員・準会員の女性比率を30％へ上昇させる」、
「2030年度までに公認会計士試験合格者の女性
比率を30％へ上昇させる」という2つのKPIを設
定し、継続的な改善を図っています。東京会の女
性会計士活躍促進プロジェクトチーム（以下「プ
ロジェクトチーム」といいます。）では、このKPI
の達成を目指し、調査研究グループ、研修・ネッ
トワーキンググループ、広報グループという3つ
のグループ構成で活動しております。
コロナ禍においては、一部活動を制限されるこ

ともありましたが、セミナーをオンラインに切り

ロールモデルとなる女性会計士を増やしていくために

ロータリークラブ
国際的な社会奉仕連合団体

「国際ロータリー」のメンバー
である単位クラブを指します。
その構成員をロータリアンと
呼びます。
世界初の奉仕クラブ団体で、
200以 上 の 国 と地 域 に 約
33,000のクラブを擁してお
り、会 員 数 は 約120万 人と
なっています。

女性会計士の活躍
諸外国の公認会計士に相当す
る資格の女性比率は、米国約 
50％、カナダ 42％、オースト
ラリア 36％、英国 35％、フ
ランス 23％となっています
(日本公認会計士協会 会計大
学院協会 会計専門職人材調
査に関する報告書(平成27年
６月25日)より)。
一方で、日本の公認会計士の
女性比率は、14.5％となって
い ま す(2020年12月 末 現
在)。

左から、飯塚幸子氏、峯岸芳幸氏

東京CPAニュース
日本公認会計士協会東京会
が所属会員向けに発行してい
る会報の名称です。
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らの経験をほかの会員の方々に伝えることや、会
員同士で役割を分担することなどを通して、その
活動の幅を広げていただきたいと思います。点と
点を繋ぎ、面を広げていくことにより、社会に貢
献する公認会計士としてのよりよい循環が生ま

会員同士の連携によって好循環を実現

飯塚　地域に貢献している所属会員や、若い会員
へメッセージをお願いします。
峯岸　地域に貢献されている会員の方々には、自

読者へのメッセージ

うことが重要であると思います。そのためにも、
このプロジェクトチームのメンバーの方々に、こ
れまで以上に東京会にある他の委員会との連携
を進めていただき、アンケート等で得られた貴重
な意見や課題を共有し、会務全体に反映させて
いきたいと考えています。また執行部としまして
も、女性会員の皆さんと交流し、意見交換の機会
を設けることの必要性を感じております。

監査法人で活躍できる女性のリーダーを

飯塚　業界の将来を考えると、公認会計士の業
務の根幹である監査の世界で、しかるべき役職に
就くなど後進のロールモデルとなる女性会計士
の人数を増やすことが重要ではないかと感じて
おります。この点について峯岸会長はどのように
お考えですか。
峯岸　近年、監査法人に所属する公認会計士の
割合は減少傾向にあるといわれていますが、監査
以外の業務に従事する公認会計士の地位や社会 的認知を高めるためにも、監査に従事する方々が

自らの業務に誇りを持って働き続けられることが
大切であると考えます。東京会では、監査の現場
で活躍できる女性のリーダーを１人でも多く増
やすために、監査業務の魅力を高めようと頑張っ
ておられる方々の意見を拾い上げ、監査業務の必
要性を会員の皆さんに伝えていくことに力を注
ぎたいと思っています。そうすることが、女性の
方々が働きやすい環境整備の一助となることを
期待しております。

CPA TALKs
青年部が主催するTED形式の
プレゼンテーションイベントで
す。例年３月に実施していま
す(https://jicpa-tokyo-
cpa-youth.jp/cpatalks/
を参照のこと)。

女性リズム研修会の模様

元タカラジェンヌに学ぶ！研修会での写真
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れるのではないかと思っております。
若い会員の方々には、世代を超えた交流をして

いただくとともに、監査業務の魅力にも改めて意
識を向けていきたいと思います。根幹となる資質
は監査業務で培われたはずですし、さまざまな経
験を経て監査の世界へ戻ってくることも1つの選
択肢であると考えます。東京会では新しい領域
で挑戦されている方はもちろん、監査の現場で自
己実現を目指す方々も応援していきたいと思っ
ております。
そして、会員の皆さんが、会計プロフェッショ

ンとして培った倫理観を持ち、それぞれが与えら
れ、求められている役割を果たしていくことが、
社会貢献へとつながると信じております。

日本公認会計士協会東京会

〒102-0074 東京都千代田区九段南4-4-9 ニッキン第２ビル 6階・7階・8階

所轄のエリア⃝東京都、茨城県、群馬県、栃木県、長野県、新潟県、山梨県
会員・準会員数⃝23,718名（2021年7月末現在）

TEL⃝03-3515-1180
FAX⃝03-3515-1190
URL⃝https://tokyo.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

若手が活躍する青年部特別委員会
私は、東京会が全国に先駆けて立ち上げた組織である青年部
特別委員会の第6期・第7期の委員長を務めております。青年部
では監査法人や独立開業されている方から組織内会計士まで多
種多様な若手の会員が活動しております。

多様な公認会計士が登壇する「CPA TALKs」
私が青年部と接点を持ったきっかけは、2017年に初めて参加
した「 CPA TALKs」になります。現在私が携わっているスポー
ツの分野も含む多様な分野で活躍する公認会計士の方々のプレ
ゼンテーションが想像していた以上に公認会計士が活躍できる
領域が社会に広がっていることを実感する機会となりました。こ
のイベントのように、若手の発信力と人脈や信頼を活かし、今後
も青年部での活動を通じて公認会計士の魅力を広く伝えていき
たいと考えております。

ポーツ科学研究科の社会人
修士課程に入学いたしまし
た。大学院では元プロアス
リートやクラブ経営者に至る
まで、スポーツに関わるさま
ざまな業界の方々と交流する
ことで、新しい価値観に出会
うとともにこれまで気づくこと
のなかった会計業界の外から
みた公認会計士へのニーズ
を知ることができました。

社会的価値の見える化に貢献
ESG投資やSDGsのようにこれまでとは異なる価値観や投資
の仕組みが注目される中、スポーツの分野においても社会的価
値を数値化する取組が始まっています。このような業務を公認会
計士が担うことでデータの信頼性が高まり、投資活動が増えると
いうよい循環をつくることが可能になると考えます。スポーツビ
ジネスの社会的価値を見える化する領域では、公認会計士の活
躍の場はさらに広がっていくだろうと思っております。

公認会計士だからこそできる社会貢献を
これまでの経験から、公認会計士はビジネスや経済を支え、多
様な業界で社会貢献できる存在であると感じております。若い
方々には、さまざまなコミュニティで多様な価値観と触れ合い、
興味のある分野で積極的に経験を積むことを通じて、公認会計
士だからこそできる社会貢献を目指していただきたいと思いま
す。

スポーツを通じて出会った新たな価値観
私にとってスポーツは特別なもので、公認会計士試験の受験
勉強で大変な時期に北京オリンピックを観て勇気づけられたこと
も思い出されます。その後、東京オリンピックの招致が決定した
こともきっかけとなり、監査法人での業務のかたわら大学院のス

若手の発信力で公認会計士の魅力を広く伝える
青年部特別委員会委員長   宮

みやもと

本 翔
しょう

宮本 翔氏

CPA TALKs 2021現地の写真
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経営と教育のその先へ
公認会計士が切り拓く未来

Interview #6

東京に隣接する神奈川とは

河合　神奈川県会の特徴についてお聞かせくだ
さい。
太田　東京会から独立した神奈川県会は神奈川
県のみの単県で構成されています。会員・準会員
は1,800名を超え、会員数の規模としては全国で
4番目となる地域会です。
神奈川県会は、監査法人に所属する会員や、首

都圏に位置し指折りの企業が本社機能を有する
ことから、そのような企業に勤務する組織内会計
士が多いことが特徴です。また、大学の教員や理
事・監事として大学の経営に携わる方、企業の社
外役員などを務めている会員も多くおります。

公的な業務と自身の仕事を両立

河合　現在従事されている主な業務やこれまで
のキャリアについてお聞かせください。
太田　現在は、神奈川県の 監査委員に就任し
ている関係もあり、こちらの業務の比重が高いも
のの、監査や税務業務、また、地元の大学の監事
も務めております。

公認会計士試験合格後は監査法人に就職し、
監査業務に従事いたしました。30代で独立し会
計事務所を立ち上げ、主に税務業務に従事した
後、40代半ばで公認会計士の仲間とともに監査
法人を設立しました。そして、50代になって再び
その法人を脱退し個人事務所の業務を中心に現
在に至っております。
独立後はゼロからのスタートで、親戚から紹介

を受けた地元の鮮魚店の税務顧問業務が独立後
に初めて得た仕事でした。それ以来、横浜を拠点
に、顧問先が知己の方をご紹介くださり1つひと
つ誠心誠意応えていくうちに、都内を含めてお声
掛けくださるクライアントが自然に増えていきま
した。

幅広い業務内容が魅力

太田　日本経済新聞を読み始めた時期が早かっ
たこともあってか、中学生のころには公認会計士
という職業名は知っていました。公認会計士を目
指し、受験すると決めたのは大学3年生のころで
す。将来、独立できることや業務の幅が広いこと、
そして海外で活躍できる可能性が高いことに魅

東京オリンピック2020が開催されましたが、首都
圏の新型コロナウイルス感染者数は今までにない速
さで急増しております。神奈川県会の会員の皆様に対
しても、研修活動はリモート研修が中心となり、厚生
事業やイベント事業なども開催ができない状況とな
っております。
そういった中でも公認会計士の業務は広がりをみ

せており、公認会計士に対する社会からの期待や要請
に我々は応えていかなければなりません。

リモートワーク業務の定着、デジタルトランスフ
ォーメーション（DX）への対応、大規模災害の発生や
疫病の蔓延下での業務のあり方改革等に対応するよ
う力を注いでまいります。　
2022年は第４３回日本公認会計士協会研究大会

横浜大会が開催されます。神奈川県会にとっても設
立１０年目の節目となりますので、多くの皆様の参加
を期待しています。

日本公認会計士協会
神奈川県会

日本公認会計士協会神奈川県会会長   太
お お た

田 眞
まさはる

晴
インタビュイー

日本公認会計士協会神奈川県会幹事   河
か わ い

合 千
ち ひ ろ

尋
インタビュアー

ホスピタリティを大切に目前の仕事に
全力で取り組み、道を切り拓く

日本公認会計士協会神奈川県会会長   太
おおた

田 眞
まさはる

晴

監査委員
監査委員は、知事等から独立
した、独任制の執行機関です。
監査委員は、県の事務事業に
ついて、合規性、経済性、効率
性、有効性の視点から監査を
行っています。また、知事等か
らの事務監査請求や県民から
の住民監査請求等があった場
合にも監査を行います。
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力を感じたことが公認会計士を志すきっかけと
なりました。

東京会から神奈川県会へ

河合　会務に携わることになった経緯を教えて
ください。
太田　神奈川県会がまだ東京会の県会であった
ころに東京会の業務委員会の委員に就任したの
が会務経験のはじまりです。当時は、経営危機に
ある地元企業の事業再生案件が多く、自身の業務
の糧になると思い自ら手を挙げました。東京会で
は委員会活動に長く関わり、 神奈川県会の設立
の際に副会長に就任し、2019年に会長に就任し
ました。

地元企業の再生に携わる

河合　これまで携わってきた地域貢献について
お聞かせください。
太田　 神奈川県中小企業再生支援協議会で、
経営危機に陥った企業の再生計画の策定に携
わったことが挙げられます。民事再生法施行後
は、次第に案件が増えていき、再生支援協議会で
の公的な業務と自身の事務所の業務とのバラン
スをとるのに苦労したことを覚えています。

会務を通じて地域貢献を

河合　会務等を通じて、今後、どのように地域と
関わっていこうとお考えでしょうか。
太田　会務に深く関わることとなった話に関連
しますが、お陰様で多くのクライアントを抱えて
業務に邁進しましたが、あまりにも複数のクライ
アントを抱えるがあまり、クライアントの経営者
と遠のくようになり、規模の拡大を求めることが

よいのか疑問を感じるようになりました。その最
中、東日本大震災の影響で事務所が被災し、移転
することになりました。この事務所移転を機に事
業規模を縮小し、これまで以上に地域のクライア
ントに寄り添っていける体制といたしました。
また、偶然にも、移転した事務所が神奈川県会

の至近であることもあり、今後も会務を通じた地
域貢献に注力していきたいと思います。
2022年には神奈川県会が設立されて以来、初

めての研究大会の開催が予定されております。会
長の任期満了後も研究大会の実行委員長として
会務に携わる予定です。また、2027年に横浜市
で開催される 国際園芸博覧会推進委員会の監
事も務めており、公認会計士の知見を活かして一
大イベントの開催をバックアップしていきたいと
思っております。

ベースとして独立行政法人特有の会計処理方法
を加味した地方独立行政法人会計基準によると
いう特徴があり、その内容をチェックするには高
い専門性が求められます。私にとって非常に興
味深い分野で是非携わりたいと思い、立候補で監
事に就任しました。

高度なスキルが求められる 
監事としての役割

河合　大学での監事と企業の社外監査役との共
通点や相違点をお聞かせください。

自分を磨く場所として 
公立大学監事を選択する

河合　ここからは、公認会計士の専門性を活かし
た大学との関わり方をテーマに、大学経営と教育
にフォーカスしたいと思います。まず経営サイド
で大学へ関わる太田会長におうかがいします。公
立大学法人横浜市立大学の監事に就任し3年目
とのことですが、監事に就任された経緯を教えて
ください。
太田　公立大学法人の会計は、企業会計原則を

公認会計士として大学経営を見きわめる

神奈川県会の設立
神奈川県会は、1967年から
東京会の県会として活動をし
ていましたが、協会の組織改
革の一環として2013年４月
１日付けで地域会として独立
しました。

神奈川県中小企業
再生支援協議会

中小企業の事業再生に向け
た取組みを支援するため、産
業競争力強化法に基づき、都
道府県ごとに設置されている
公正中立な公的機関です。

国際園芸博覧会
オランダのハーグ市にある国
際園芸家協会の認定を受けて
開催される国際的な博覧会で
す。園芸文化の普及や花と緑
のあふれる暮らし、地域・経
済の創造や社会的な課題解
決等への貢献を目的に開催さ
れています。
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子育てを通して興味を持った公会計制度

河合　続いて、教育者として大学で教鞭をとり、
学生たちと日々接しておられる石田先生にお話
をおうかがいします。大学教授になられたきっか
けや経緯を教えてください。
石田　監査法人退所後、子育てをする中で行政
サービスを身近に感じ、市・県の決算書を手に
取ったことがそもそものきっかけです。市・県の
決算書はとてもわかりづらいものでした。そこで、
公会計制度に理解可能性の低さという課題があ
るのではないかと考え、このテーマを学ぶために
大学院に進学し、博士の学位を取得しました。

目標を達成するために 
考え工夫することの重要性

河合　石田先生のゼミからは、卒業生を含めて、
毎年、公認会計士試験の合格者が輩出されていま
す。教育者の立場から公認会計士を目指す学生
に期待することを教えてください。
石田　10年以上前に、「僕は公認会計士になれま
すか？」と質問に来た学生がいました。私は、「『公
認会計士に絶対なる！』と決めた者だけが公認会
計士になれる」「他人の意見で受験を決めようと
する者に受験資格はない」と追い返しました。そ

の達成度を評価されるところにあります。また、
財務諸表が驚くほど詳細で公的な計算書もある
ため、一般的な社外監査役と少し異なるスキルと
経験が求められます。

太田　皆さんが想像されるほどの大きな視点の
相違はないと思っております。ただし、公立大学
法人の特殊なところは、あらかじめ市長や議会の
承認を得た中期目標や計画に基づいて、事業内容

の学生はその後「公認会計士になる」と決め、公
認会計士になり、卒業後、ゲスト・スピーカーとし
て大学で「正しい努力が重要」と後輩に話をして
くれました。「正しい努力」とは、目標を達成する
ために何をすべきかを常に自分の頭で考え工夫
し、軌道修正し続けることです。公認会計士試験
は単に勉強時間を積めば合格できるものではあ
りません。公認会計士を目指す学生には、「本当
に公認会計士になりたいのか」を自分の心と向き
合って確かめることと、「絶対になる」と決めたら
「正しい努力」をするよう伝えています。

学生が教員に見せる顔はほんの一部分 
学生は成長する

河合　学生と接する中で、学生から逆に気付かさ
れるというようなご経験はありますか。
石田　15年以上の大学教員の経験から「学生は
大きく成長すること」と「『授業に興味がないこと
＝だらしのない学生』ではないこと」、「学生が心
から真剣に取り組んでいる分野では、その学生は
輝いていること」を学びました。
　授業で学生が見せる顔は、ほんの一部分にすぎ
ません。できるだけ広い心で多面的に学生を見る
ようにしています。

若者に公認会計士の魅力を伝える

河合　公認会計士である教育者として、心がけて
いることはございますか。
石田　職業選択肢の1つに公認会計士があるこ
とを示すよう心がけています。けれど、私の話は
「年配者の自慢話」程度にしか学生に響きません。
そこで授業では公認会計士の卒業生をゲスト・ス
ピーカーに呼び、公認会計士を目指したきっかけ
や受験勉強の仕方、仕事内容について話をしても
らっています。卒業生が話すことで、「雲の上の
難しそうな資格」から「頑張れば手の届く資格」
に学生の意識を変えたいと思っています。

文教大学経営学部教授   石
い し だ

田 晴
は る み

美
インタビュイー

日本公認会計士協会神奈川県会幹事   河
か わ い

合 千
ち ひ ろ

尋
インタビュアー

新しい教育の形で公認会計士の存在を伝える

左から、河合千尋氏、太田眞晴氏、石田晴美氏
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石田晴美氏　公認会計士第二次試験合格後、監査法人に勤務。監査法人退所後、大学院へ進
学。博士号を取得しアカデミックの世界へ進み現在に至る。研究活動のほか、多くの国・地方公
共団体の委員会の委員を歴任している。

であると誤解されることもありますが、そうした
認識を払拭する気持ちで、活躍の場を広げていた
だきたいと思います。

顔を合わせることで 
活躍の場を広げてほしい

河合　最後に、後進へのアドバイスやメッセージ
をお願いいたします。
太田　コロナ禍で外出しにくい状況にあり、リ
モート会議も日常化してきました。最近は、会員
の方々と対面でお話する機会が減少しておりま
すが、特に若い会員の皆さんにとっては、地域の
さまざまな組織の方と顔を合わせて対話をする
ことが、公認会計士として業務の幅を広げる上で
大切であると思います。
公認会計士は地域社会との接点が少ない士業

日本公認会計士協会神奈川県会

読者へのメッセージ

〒231-0011 横浜市中区太田町2-23 横浜メディア・ビジネスセンター 6階

所轄のエリア⃝神奈川県
会員・準会員数⃝1,886名（2021年7月末現在）

TEL⃝045-681-7151
FAX⃝045-681-7152
URL⃝https://www.jicpa-kanagawa.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

教育効果が高いオンライン授業

河合　コロナ禍での新しい授業の形や今後の展
望についてお聞かせください。
石田　コロナ禍により日本の大学教育のデジタ
ル化が劇的に進みました。しかし、実は10年以上
前から、多くの先行研究がオンライン授業の教育
効果の高さを明らかにしています。私も昨年の
授業で、オンライン授業の教育効果と将来性を
実感しました。特に、初学者向け簿記授業とオン
デマンド授業は相性がよいと感じました。また、
Zoom等を用いたオンライン・リアルタイム授業
は地理的制約を外してくれるので、遠方から多彩
なゲスト・スピーカーを招くことができました。
今後も新しい知見を取り入れ、教育効果の高い授
業の在り方を模索していきたいと考えています。

自分の頭で考え抜く力が重要

河合　今後、社会から求められる職業会計人像と
はどのようなものだとお考えですか。
石田　今回の新型コロナウイルス感染拡大で社
会環境は急激に変化しました。今後も、少子高齢
化、環境問題、AIの進化等で社会環境は大きく変
わっていきます。
　時代の変化に柔軟に適応するためには、自分
の頭で考え抜く力が重要です。2021年6月の
日本経済新聞「 私の履歴書」で、木瀬照雄氏
（TOTO株式会社元社長）が「過去の延長線上に
は未来はない。正しいことを見抜けることが大切
だ」と書かれていました。公認会計士の世界にも
全く同じことがいえると思います。

オンラインで教育の間口が広がる

河合　会計における リカレント教育の在り方
についてご意見をお聞かせください。
石田　昨年、日本商工会議所が簿記検定試験に
ネット試験を導入しました。ネット試験はCBT
方式で1年間を通しほぼ毎日受験可能で、合否は
即日交付されます。今まで50年以上、1年に3回
しか受験機会がなかったことを考えると、簿記試
験の間口は大きく広がりました。
　教育のデジタル化は、学びの制約を大きく低減
します。これからは、安価で高品質・多様なオン
ライン講座が増えていくでしょう。社会人が会計
のスキルアップを可能にするチャンスは増大し
ていくと考えています。

私の履歴書
日本経済新聞朝刊最終面(文
化面)に掲載されている連載
を指します。連載のスタート
は1956年。各界の著名人の
出生から現在に至るまでの半
生が描かれています。

リカレント教育
学校教育から離れた後も生涯
にわたって学び続けることを
指す言葉です。就職した後も
学ぶことをやめず、仕事や余
暇と交互に教育を受けること
が望ましいとされています。
1970年に経済協力開発機構

（OECD）が 公 式 に 採 用し、
1973年に「リカレント教育 
－生涯学習のための戦略－」
報告書が公表されたことで国
際的に広く認知されました。
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公認会計士だからこそできる
中小企業支援の形を追求する

Interview #7

自動車産業を中心とした 
ものづくりの集積地

柘植　地域と東海会の特徴を教えてください。
久松　東海会は、愛知県、静岡県、岐阜県、三重県
の4県で構成されています。トヨタ自動車株式会
社をはじめとした自動車産業を筆頭に、製造業が
盛んであることが東海地区の特徴です。
　名古屋市には大手監査法人の事務所が所在
し、愛知県全域では中小規模の監査法人も多く所
在しています。その一方で、東海地区全体では製
造業の下請けを担う中小企業が多いことから、税
務業務を中心にサービスを提供する個人の会計
事務所も多いことが特徴です。東海会における
監査法人と個人の会計事務所の割合は約半分ず
つとなっております。

監査法人時代の経験を糧に

柘植　現在従事されている業務やこれまでのキャ
リアについてお聞かせください。
久松　現在は 沼津市に会計事務所を構え、監
査法人での経験を活かし、社会福祉法人や公益

法人の監査業務のほか、税務業務にも従事してお
ります。
　公認会計士試験合格後は監査法人に入社し、
６年ほど大手上場企業の監査業務に従事しまし
た。監査法人時代は上場企業の監査だけではな
くパブリック分野の業務に携わる機会もあり、こ
れらの知見を独立開業後の業務に活かすことが
できています。

将来性が高く独立が 
可能であることに惹かれ

久松　高校時代は、海外へのあこがれから商社に
就職して海外赴任したいと考えておりました。し
かし、大学入学後、最初の英語の授業で担当の先
生が米国の女性歌手である ドナ・サマーの曲を
流し、「この曲の歌詞を書き取りなさい」と言われ
ました。難易度の高い課題であるにもかかわらず、
たやすく書き取っている学生がいることに衝撃を
受け、海外赴任へのハードルの高さを実感しまし
た。

その後、簿記の授業を受講した際に、進学した
大学が 公認会計士試験大学別合格者数ランキ

ドナ・サマー
アメリカ合衆国の歌手でシン
ガーソングライターです。グラ
ミー賞を5回受賞しています。
2013年にはロックンロール
の殿堂入りを果たしています。
なお、ディスコ・ミュージック
の第一人者として活躍したこ
とから「ディスコの女王」の異
名を持っています。

沼津市
首都100キロメートル圏に位
置する静岡県東部の市です。
恵まれた自然環境と優位な地
理的条件の下で、東駿河湾地
域、伊豆方面への交通拠点、
広域的な商業・文化拠点とし
て、古くからこの地域の政治、
経済、文化の中心的役割を
担っています。

東海会は、東海地区４県、愛知県・静岡県・岐阜県・
三重県に所属する会員で構成されており、19の委員
会と３つの小委員会で、会員サービスのほか、地域の
ステークホルダーの業務に役立つ会務活動を行って
います。
また、東海地区は自動車などの製造業が盛んな地

域であり、監査対象となる企業のほか、関連する業務
に係る中小企業も多くあります。東海会に所属する会
員の中には税理士資格を保有する会員も多く、中小企

業にも役立つような経営に関するアドバイスも行って
います。
会務活動では、会計基礎教育の一環として、小中学

校の子どもたちに対して会計の面白さを伝えるべく、
ゲーム感覚で楽しめる「ハロー！会計」を４県各地で
実施しています。誰でも参加できる公開講座を中心
に、名古屋市のほか、岐阜市、四日市市、静岡市、浜松
市などで実施しています。

日本公認会計士協会
東海会

日本公認会計士協会東海会会長   久
ひさまつ

松 但
ただし

インタビュイー

日本公認会計士協会東海会副会長   柘
つ げ

植 里
さ と え

恵
インタビュアー

日本の製造業を支える東海地区で
幅広い分野で地域に貢献

公認会計士試験
大学別合格者数
ランキング

公認会計士・監査審査会が公
式に発表しているランキングで
はなく、大学の同窓会組織が独
自に調査し公表しているランキ
ングを指します。

日本公認会計士協会東海会会長   久
ひさまつ

松 但
ただし
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ングでトップであることを聞き、初めて公認会計
士という職業を意識しました。

そして後日、書店で購入した公認会計士試験
の合格体験記を読み、公認会計士の、業務の幅広
さや独立ができる資格であることを知り、公認会
計士を目指すことを決意しました。

会務を通じて得た豊かな経験と人脈

柘植　これまでの会務の経験と会務に携わって
よかったと感じたことをお聞かせください。
久松　2004年に静岡県部会の幹事に就任した
後、東海会の幹事、副会長などを経て、2019年に
会長に就任いたしました。
　会務に携わったことがきっかけとなり、包括外
部監査の補助者や責任者、静岡県弁護士会の東
部地区の会計顧問に就任するなど、業務の幅が
広がりました。また、多様な職種の方々や人脈を
お持ちの方と出会うことができたことも私のキャ
リアの大きな糧となっていると感じております。

多様な分野で地域の課題解決に貢献

柘植　これまでに行ってきた地域貢献につなが
る活動について教えてください。
久松　2007年から沼津市教育委員会の委員を8
年務め、そのうちの2年間は沼津市教育委員会委
員長とともに県代表として静岡県市町教育委員
会連絡協議会の会長も務めました。また、財務・
会計の知見を有する専門家ということで、沼津市
の方から直接ご指名いただき、市の各種委員会の
委員をお引き受けしました。業務の観点では、静
岡県包括外部監査人を務めたほか、弁護士と協働
して、沼津・伊豆地区を中心にホテル・観光施設
等の民事再生事件に関わる業務を多数引き受け
てまいりました。

これまで以上に幅広いフィールドで 
地域を支えたい

柘植　今後、地域へどのような形で貢献をしてい
きたいとお考えですか。
久松　今後も公認会計士としての知見と技能を
活かして地域に貢献していきたいと思っておりま
す。また、会計や税務といった面のみならず、大
企業の監査を通じて得た知識を活かして、地域
の企業の経営や自治体の運営に対して、コンサル
ティングの観点でも業務を通じて貢献できると
感じています。
　東海地区には日本を代表する大企業が多い一
方で、大企業の下請けを担う中小企業も数多くご
ざいます。東海会としては、こうした中小企業の
経営者から気軽に経営についてご相談いただけ
る体制を構築し、直面している経営課題や事業承
継問題の解決に寄与したいと考えております。

地域の中小企業を支援するための 
地域会独自の施策

柘植　東海会でこれまでに行ってきた中小企業
に対する施策についてお聞かせください。
久松　東海会では、地元の弁護士や学者の先生
方と共同で設立した「名古屋中小企業支援研究

会」での研究成果を取りまとめた「中小企業再生・
支援の新たなスキーム」という書籍を出版いたし
ました。また、名古屋大学と 名古屋証券取引所
とともに、勉強会や「大学発ベンチャーと証券市
場の関係の在り方」をテーマとした共同研究も
行ってまいりました。

地域の中小企業支援のために生まれた
無料相談所「経営ソムリエ相談センター」

名古屋証券取引所
地方都市に拠点を置く証券取
引所です。所在地が面する通
りの名称から「伊勢町」の通
称でも呼ばれています。かつ
ては、東 京 証 券 取 引 所（ 東
証）、大阪証券取引所（大証）
とともに日本の三大市場と呼
ばれていました。
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相談者に合わせた最適解を提供したい

柘植　東海会では、中小企業支援施策の一環と
して、2021年6月2日に中小企業経営者向けの無
料相談所「経営ソムリエ相談センター」を開設い
たしました。開設までの経緯をお教えください。
久松　東海会の中小企業施策委員会において、
コロナ禍で苦境に立たされている中小企業を支

援する方策を検討したことが開設のきっかけで
す。委員会では、公認会計士の知見を活かした支
援を模索してきました。検討の結果、中小企業の
資金繰り・資金調達、事業継続、事業承継問題な
どの経営に関する諸課題への相談にお答えでき
る無料相談所を設けることとなり、東海会の事務
所内に「経営ソムリエ相談センター」を開設いた
しました。
　 ソムリエは、お客様の好みや料理に合わせ
て、豊富なワインの知識をもとに最適な１本をお
すすめする専門家です。それと同様に公認会計
士も専門的な知識と経験を活かし、相談者１人ひ
とりの状況や要望に合わせて最適解を提供した
いという思いを、「ソムリエ」という言葉に込めて
います。
　公認会計士は上場企業の監査に従事する職業
であるというイメージが強く、中小企業の経営者
や地域の皆様に、公認会計士の存在や提供でき
る価値をいかに知っていただくかが長年の課題
でした。経営ソムリエ相談センターの活動を通じ
て、少しでも公認会計士を身近に感じてもらえる
ようにしたいと考えております。

柔軟で利便性の高い相談体制

柘植　経営ソムリエ相談センターの概要と中小
企業経営者への周知の方法などをお聞かせくだ
さい。
久松　相談可能な日時は毎週水曜日の10時から
16時となっており、相談には、対面のほか電話や
オンラインでも対応いたしております。
　このような事業は、広報活動がきわめて重要で
あり、当センターの概要をまとめたパンフレット
を作成し、地域金融機関や商工会議所を通じて
中小企業の経営者に紹介していただいておりま
す。SNSを活用した広報活動も重要ではありま
すが、比較的年齢層の高い中小企業の経営者の
方々へ効果的に広報するために、やはり紙媒体で
の周知は欠かすことができないと考えておりま
す。

に、愛知県弁護士会と包括連携協定を締結しまし
た。協定締結の経緯や目的について教えてくださ
い。

中小企業支援を充実させる包括連携協定

柘植　経営ソムリエ相談センターの設立と同時

愛知県弁護士会との包括連携協定を通じて
中小企業支援をさらに加速させる

ソムリエ
フランス、イタリアではソムリ
エの国家資格が存在していま
すが、日本では、日本ソムリエ
協会が認定するソムリエ資格
と全日本ソムリエ連盟が認定
するソムリエ資格が存在して
います。

左から、久松 但氏、柘植里恵氏

経営ソムリエ相談センターのパンフレット
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久松　公認会計士は、企業法務について一定の
知識を有しております。しかし、中小企業支援は、
案件によって法務に関する高度なアドバイスが
求められるケースがあることから、法律の専門家
である弁護士の協力が必要となります。そういっ
た観点から、愛知県弁護士会とは、共同研究や研
修会など、これまでさまざまな連携を行ってきた
実績があり、このたびの協定締結に至りました。
この協定による活動の一環として、本年の７月
16日には、中小企業経営に関する法律・会計セミ
ナーと無料相談会をオンラインで共同開催いた
しました。　
　また、愛知県弁護士会は「 LegalLincあいち」
(正式名称「あいち中小企業法律支援センター」)
を5年前に設立し、地域で活動されています。こ
うした他士業の活動のベストプラクティスを取り
入れつつ、経営ソムリエ相談センターも地域に貢
献できる存在になりたいと思っております。

時代に即して経営ソムリエ 
相談センターの進化を目指す

柘植　経営ソムリエ相談センターの今後の展開
について、お考えをお聞かせください。
久松　コロナ禍を考慮し、今後は対面や電話だけ
でなく、オンラインでの対応を充実させる必要が

あると考えています。将来的には愛知県以外の3
県にも対面で相談可能な拠点を設けたいという
構想もありますが、今はオンラインと対面を組み
合わせることによって、より柔軟で利便性の高い
相談体制を実現したいと思っております。
　また、 不動産鑑定士や 土地家屋調査士な
ど、弁護士以外の士業団体とも連携をとっていく
ことで、さらなる活動の充実を図っていきたいと
考えています。

地域でお役に立てる身近な存在に

柘植　最後に、ステークホルダー、地域社会へ
メッセージをお願いします。　
久松　公認会計士の存在をまだご存じない方々
にこそ、公認会計士を活用していただきたいと考
えております。「経営ソムリエ相談センター」の設
置をはじめ、地域におけるさまざまな活動を通し
て、公認会計士が社会の中で身近な存在になれる
よう、より一層努めてまいりたいと思います。

新たな領域での活躍を期待

柘植　地域に貢献している所属会員へメッセー
ジをお願いします。
久松　三重県四日市市の市長は、三重県会所属
の会員です。四日市市役所では、同じく三重県会
所属の会員が会計専門監を務めておられます。
また、浜松市では衆議院議員をなさっている会員
もいらっしゃいます。
　こうした行政や政治の世界で活動されている
会員の方々の存在は、公認会計士が幅広い分野
で活躍できることの証であり、他の会員にとって
も励みになると思っています。
　多くの会員が幅広い分野で地域に貢献されて
いますが、新たな領域にも積極的に挑戦していた
だきたいと思います。その挑戦が公認会計士の
社会的な認知度向上につながると考えておりま
す。

日本公認会計士協会東海会

読者へのメッセージ

LegalLincあいち
愛知県弁護士会が中小企業
を法的に支援するために設立
した組織を指します。中小企
業に特化した法的支援活動を
実施しており、無料電話相談、
面談相談のほかセミナー等も
実施しています。

不動産鑑定士
不動産の鑑定評価に関する法
律に基づき制定された国家資
格です。地域の環境や社会情
勢等の諸条件を考慮して適正
な地価等を判断する唯一の資
格者です。不動産の鑑定評価
のほか、土地の有効利用など
のコンサルティングに係る業
務も行っています。

土地家屋調査士
土地家屋調査士法に基づき制
定された国家資格です。他人
の依頼を受けて、土地や建物
の所在・形状・利用状況など
を調査・測量して、図面の作
成や不動産の表示に関する登
記の申請手続などを行いま
す。

〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-10 名古屋クロスコートタワー 11階

所轄のエリア⃝愛知県、静岡県、岐阜県、三重県
会員・準会員数⃝2,565名（2021年7月末現在）

TEL⃝052-533-1112
FAX⃝052-533-1113
URL⃝https://tokai.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。
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社外役員として
企業価値向上へ寄与する

Interview #8

小規模ならではの小回りの利く地域会

窪田　地域や北陸会の特徴について教えてくだ
さい。
坂下　北陸会は、石川県、福井県、富山県の3県で
構成されており、2021年７月末現在、準会員を含
めた会員数は341名となっております。小規模な
地域会ではありますが、小回りの利くきめ細やか
な運営を心がけております。
　所属会員の約40％が監査法人に所属し、主に
監査業務に従事しております。また、個人の会計
事務所で税務業務に従事されている会員や組織
内会計士として企業に勤務されている会員もお
ります。
　北陸地区は、製造業の比率が高く、特に輪島
塗・九谷焼などの伝統工芸品の製造も盛んであ
ることが特徴です。福井県の メガネ産業は全
国でトップシェアを維持する一方で、電子部品・
医薬品などIT・テクノロジー系の先進企業も伸
びているようです。新型コロナウイルス感染拡大
の影響で打撃を受けておりますが、 北陸新幹線
の開通によって観光業も目覚ましい発展を見せ
ております。

ゼミの先生の勧めで公認会計士を志す

窪田　現在従事されている業務の内容やこれま
でのキャリアについてお聞かせください。
坂下　大学の在学中は勉強もせず、公認会計士
になれるとは思っていなかったのですが、大学4
年生の秋にゼミの先生に勧められたことがきっ
かけで公認会計士を目指すことにしました。大学
卒業後に公認会計士試験に合格し、当時は小規
模な監査法人へ入所したのですが、 相次ぐ合
併を経て大手監査法人の在籍に至りました。
　大手監査法人の東京事務所に約十数年在籍し
監査業務を中心に業務に従事した後、金沢への異
動の話があり、奥能登に両親が住んでいたことも
あり、同法人の金沢事務所へ異動いたしました。
金沢事務所では、当初はIPO支援に関わる業務
が中心でしたが、その後は監査業務を中心に業
務に携わりました。

地元に根ざした監査法人を設立

坂下　私が東京から異動で金沢に来た当時は、北
陸エリアには大手監査法人の事務所のほか、北
陸会内を本拠とする監査法人は2法人ありました
が、その後合併でなくなり、当時、他の地域会を

北陸会は、石川県、富山県及び福井県の北陸三県を
管轄区域とし、会員・準会員約340名(2021年7月末
現在)が所属しており、全国16地域会のうち、4番目に
小さい地域会です。会員・準会員の内訳は、監査法人
に所属し、上場会社等の監査に従事している会員・準
会員約40%、税理士法人や個人事務所に所属し、税務
や学校法人・社会福祉法人等の監査に従事している
会員・準会員約55%、組織内会計士等それ以外約5%

という構成になっており、様々な分野で活躍していま
す。
また、各県部会では、弁護士会・司法書士会・税理

士会等他の士業団体とともに無料相談会の実施や監
査委員、裁判所鑑定委員、民事調停委員、国民健康保
険運営協議会・指定管理者選考委員会等自治体の委
員会の委員に就任し、社会に貢献しています。

日本公認会計士協会
北陸会

日本公認会計士協会北陸会会長   坂
さかした

下 清
せ い じ

司
インタビュイー

日本公認会計士協会北陸会総務部長   窪
く ぼ た

田 隆
たかゆき

之
インタビュアー

監査業務一筋、50代での新たな挑戦

日本公認会計士協会北陸会会長   坂
さかした

下 清
せいじ

司

メガネ産業
福井市、鯖江市を中心に日本
製めがねフレームの約95％
を生産しています。近年では、
めがねの製造で培ったチタン
加工技術を医療や電子機器な
どに活かす取組みがなされて
います。

北陸新幹線
上信越・北陸地方を経由して
東京都と大阪市を結ぶ計画の
新幹線を指します。1997年
に長野駅までの区間が開通
し、2015年３月に長野駅と
金沢駅間が開通しました。金
沢駅から敦賀駅間については
2023年度末の開通に向けて
工事が進められています。

相次ぐ合併
1980年代後半から1990年
代前半にかけて、国際化や情
報化社会の到来に備え、組織
の拡大と経営基盤を固めるこ
とを目的に監査法人同士の合
併が多くなされました。
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見わたしても、北陸会のみが監査法人がないとい
う状況であり、周囲からも監査法人設立の声が高
まっておりました。また、当時所属していた大手
監査法人を定年で退職する前に将来を見据えて
まだまだやれるうちにやれることをやろうと思っ
ていたこともあり、50代半ばに大手監査法人を早
期退職し、2014年に有志とともに地元に根ざした
監査法人を立ち上げました。現在もその監査法
人の代表社員として、監査業務を中心に業務に携
わっています。

会務を通じた出会いが学びになる

窪田　会務に携わることになったきっかけと、会
務に携わってよかったと思ったことをお聞かせく
ださい。
坂下　北陸会では、監事、総務部長、副会長を経
て、会長に就任いたしました。会務に携わるよう
になったのは、当時所属していた監査法人の上司
から監事就任を薦められたことがきっかけで、そ
れ以来、北陸会の役員を17年務め現在に至りま
す。
　当協会の会長、財務局長・国税局長、他の士業
の方など、通常の業務に従事しているだけではお
会いできない方々と出会い、交流させていただい
たことは、一公認会計士として大いに刺激となり、
勉強になっております。

公認会計士の存在を地域に周知する

窪田　これまでに地域へ貢献したこと、これから

地域に貢献していきたいことをお聞かせください。
坂下　地方自治体から推薦を受け、委員会の委員
に就任することは地域貢献の1つであると考えて
います。現在、金沢市では行政改革推進委員会、
市民行政評価委員会、指定管理者選定会の委員
などに就任しております。また、石川県では金沢
競馬経営評価委員会、七尾市では七尾市公の施
設指定管理者選考委員会の委員など、自治体か
ら直接ご指名いただくこともあり、かなりの数の
委員を務めております。
　今後、公認会計士の地域における役割は高まっ
ていくと感じています。公認会計士という存在を
さらに地域の方々に知っていただき、地域の要望
にお応えする受け皿として、私自身、また北陸会
としても積極的に取り組んでいきたいと考えて
おります。

成長を見据えて新たな分野へチャレンジ

窪田　公認会計士の地域貢献の一環として、石川
県の上場企業の社外役員に就任された室屋和菜
会員にお話をうかがいます。室屋会員は監査法
人を経て現在は税理士法人に所属しながら、上場
企業の社外役員を務めておられます。まずは、就
任に至る経緯をお聞かせいただけますか。
室屋　私が社外役員を務める上場企業は、監査
法人在籍時のクライアントとして業務で関わっ
たことのある企業でした。そのような関係もあ
り、同社がコーポレートガバナンス強化の一環と

日本公認会計士協会北陸会会員   室
む ろ や

屋 和
か ず な

菜
インタビュイー

日本公認会計士協会北陸会総務部長   窪
く ぼ た

田 隆
たかゆき

之
インタビュアー

社外役員という新たなキャリアへの挑戦

左から、窪田隆之氏、坂下清司氏、室屋和菜氏
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して女性の社外役員を選任する際に、候補の1人
としてお話をいただいたことがきっかけです。企
業経営に関わる重責を担うことになるため相応
の覚悟が必要でしたが、自分が成長できる貴重な
機会であると思いお引受けしました。当時、同社
の社長は就任してからまだ日が浅かったこともあ
り、比較的世代の近い私に対し、経営に関連した
相談をしやすかったことも候補とした理由の１つ
であったのではないかと思います。

毅然とした態度で積極的な発言を心がける

窪田　社外役員としての主な業務内容と心がけ
ていることについて教えていただけますか。
室屋　月次報告や経営判断が求められる議題が
上程される、定例の取締役会に社外役員として出
席しています。また、年に数回、社長を含め監査
役会のメンバーと座談会形式で経営課題につい
て意見交換を行っております。
　社外役員は、 外部のステークホルダーの代
表として意見を求められます。そのため、他の役
員の顔色をうかがったり、その場の空気を読むこ
とはあえてせずに、疑問に感じたことや問題と感
じたことについて積極的に意見するようにして
います。毅然とした態度を貫くことを心がけてお
り、そのような姿勢を見せることで社内役員を中
心とした経営陣に対して安心感を与えるととも

に、信頼関係も深まっていくように思います。

経営者の視点を持つ

窪田　社外役員のイメージは就任前後でどのよ
うに変化しましたか。また、これまで携わってき
た業務との大きな違いはどこにあるとお感じにな
りますか。
室屋　就任前は、社外役員は、経営者としての経
験豊富な方が外部の目線から企業経営に係るア
ドバイスを行うというイメージを持っておりまし
た。しかし、実際に就任してみると、社外役員は
単なるアドバイザーではなく、 コーポレートガ
バナンスの強化や企業価値向上のために当事者
意識を持って全力で職責を果たさなければなら
ないことがわかり、大きくイメージが変わりまし
た。
　また、これまで携わってきた業務と社外役員の
職務の大きな違いは、経営を俯瞰する視野の広さ
が必要とされることと考えています。これまで携
わってきた業務では主に専門的な知見が求めら
れてきましたが、社外役員には経営者の視点が求
められます。社外役員に就任したことで、これま
では、ミクロな視点で業務をとらえるという傾向
が強かったことに気付かされました。社外役員と
しての職責を果たすに当たって視野を広げられ
るように意識しています。

幅広い知識と経験を備えるために

窪田　公認会計士として、上場企業の社外役員に
必要なスキルとはどのようなものであるとお考え

ですか。
室屋　社外役員として企業の方々と接する中で
感じるのは、分野を問わず幅広い知識が求められ
ることです。時事問題にアンテナを張ることはも
ちろんですが、専門分野以外の領域の知識を蓄積
することに挑戦したり、様々な分野の方々と積極
的な交流を図ることにより、人としての厚みを増
すことが大切であると思います。
　一方で、税理士法人での業務もあり時間が限ら
れることから、タイムマネジメントが非常に重要
です。効率的に知識や情報をインプットし、それ
らを社外役員としての業務に還元することを常
に意識しております。

自分が役に立っているという実感

窪田　社外役員としての今後の抱負やキャリア
の方向性について教えていただけますか。
室屋　社外役員は経営を監視する立場ではあり

経営者の一員として企業価値の向上へ貢献

外部のステーク
ホルダーの代表

株式会社東京証券取引所が
公表しているコーポレートガ
バナンス・コード【原則４－
７．独立社外取締役の役割・
責務】において、「経営陣・支
配株主から独立した立場で、
少 数 株 主をはじめとするス
テークホルダーの意見を取締
役会に適切に反映させるこ
と」が、社外役員が果たすべ
き役割・責務として挙げられ
ています。

室屋和菜氏　公認会計士試験合格後、大手監査法人へ入所。企業の会計監査の経験を積んだ
後に監査法人から税理士法人に転じて現在に至る。

コーポレート
ガバナンスの強化や
企業価値向上

株式会社東京証券取引所が公
表しているコーポレートガバナ
ンス・コード【原則４－７．独立
社外取締役の役割・責務】にお
いて、「経営陣幹部の選解任そ
の他の取締役会の重要な意思
決定を通じ、経営の監督を行う
こと」、「会社と経営陣・支配株
主等との間の利益相反を監督
すること」が、社外役員が果た
すべき役割・責務として挙げら
れています。
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ますが、それだけでなく、公認会計士の知見を活
かして企業価値の向上に少しでもお役に立ちた
いと思っております。まだ社外役員に就任して間
もないため、まだまだこれからといった感じです
が、私が社外役員に就任したことが契機となり企
業がより良い方向へ向かったと言っていただけ
るように、その責務を全うしていきたいと思って
おります。

　長期的なキャリアとしては、ここ数年で私が仕
事において大切にしている「クライアントのお役
に立っていることを実感したい」という想いを
ベースにしながら、さらに業務の幅を広げていき
たいと思っております。経験を重ねるほどに、お
客様に喜んでいただける場面が増え、仕事に充実
感を覚えると同時に、やりがいはますます大きく
なっております。

域の必要性に応じて公認会計士を積極的に活用
していただきたいと思います。北陸会にはさまざ
まな得意分野を持ち、多くの経験を重ねてきた優
秀な公認会計士がおります。どのようなご相談で
もかまいませんので、お気軽に北陸会の窓口へお
問合せください。

地域とのつながりは大きな財産

窪田　現在、地域に貢献されている所属会員の
方々、そしてステークホルダーや地域社会へ向け
てメッセージをお願いします。
坂下　地域に貢献されている会員の皆様には、引
き続きのご協力をお願いいたします。北陸会とし
ても皆様をより一層しっかりとサポートしていき
たいと思っております。
　若い会員の皆様には、「信頼される公認会計士」
を目指してほしいと願っています。地域の方々か
ら信頼されることで、何か困りごとがあったとき
にお声がけをいただき、相談される存在になって
いきます。そこから新たに生まれた人的なつなが
りは公認会計士として大きな財産となるはずで
す。
　ステークホルダー、地域の皆様へは、是非、地

日本公認会計士協会北陸会

読者へのメッセージ

〒920-0863 金沢市玉川町11-18 新石川ビル 8階

所轄のエリア⃝石川県、富山県、福井県
会員・準会員数⃝341名（2021年7月末現在）

TEL⃝076-265-6625
FAX⃝076-265-5694
URL⃝https://hokuriku.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

35地域とともに歩む公認会計士 ～ 地域社会の未来に向けた課題解決にチャレンジ ～



歴史を重ねた古都を舞台に
人と人のつながりを通じて
地域コミュニティに寄り添う

Interview #9

京都が育んできた独自の文化・経済圏

川元　京都・滋賀の土地柄などをご紹介いただ
いた上で、京滋会の特徴について教えてください。
中野　京都は宮廷文化をはじめ各宗の本山や文
化芸術の家元を中心とした最高級の技術の粋が
集積しており、本物が求められ見きわめられる街
です。また、京都大学や同志社、立命館等の大学
が集積した学術の拠点でもあります。京都は保守
的だと思われがちですが、新しいものを取り入れ、
自らの知恵で街を発展させていこうとする進取
の気質を持っています。応仁の乱で一時途絶え
た祇園祭は町衆の団結で復興され、現在も山鉾は
鉾町で維持・保存されていますし、明治維新には
疏水開削により新産業を励起し、日本初の市電が
走り、番組小学校が全国に先駆けて開校したり、
万国博覧会を開催するなど、衰退していく京都を
活性化してきました。京滋会のもう１つのエリア
である滋賀は、琵琶湖の水運を中心に交通の要衝
として栄え近江商人のふるさととして知られて
おり、最近話題の SDGsも近江商人の三方よし
の精神として当たり前のこととして受け継がれ

ています。地理的・伝統的に京都との関係が深く、
国宝と重要文化財の建造物が数多く残る、こちら
も歴史ある街です。
　京滋会は、近畿会から分離独立したという経緯
と京都人が持つ潜在的な気質も相まって、自ら進
んで新しいことをやっていこうという気概を持っ
た会員が多く、活発に活動しています。また、大
きすぎず小さすぎず、コンパクトなエリアの中で
多くの公認会計士が活躍しており、京滋会の組織
としての機動力が高いことも特徴であると言え
ます。

事業承継に求められること

川元　公認会計士を目指された経緯や現在従事
されている業務内容について教えてください。
中野　公認会計士の前身である 計理士制度が
創設される以前から、祖父が会計事務所を営んで
おり、私で三代目になります。顧客からの要望に
応じていく中で、監査や税務業務はもとより、組
織再編、株価算定、経営相談、事業再生等、さまざ
まな業務に携わっています。
　長年、会計事務所を営んでいると、古くからの

SDGs
Sustainable Developme 
nt Goals（持続可能な開発目
標）の略称です。17の世界的
目標、169の達成基準、232
の指標からなる持続可能な開
発のための国際的な開発目標
を指す。日本公認会計士協会
においてもSDGs推進委員会
を設置し、SDGsの達成に向
けた取組みを進めています。

地域会は、会員・準会員にとって、また、地域にとっ
て身近な存在であり窓口でなければなりませんが、地
域の一員として自ら考え、感じて行動し発信すること
によって地域社会の発展に貢献することが重要であ
ると考えています。
今回の企画は各地域会の特性を考慮しつつ、地域

で活躍する公認会計士の活動や思いにスポットライ
トを当てようというものですが、決して地域会のため

だけの企画ではありません。全国の公認会計士が生き
生きと活動していくために送られたエールでもありま
す。地域会の光が地域にとどまらず全国あるいは全世
界へ発信され、様々な領域で活躍する公認会計士の励
みとなり、また、ステークホルダーにとっては公認会
計士を再発見するきっかけとなれば望外の喜びです。

日本公認会計士協会
京滋会

日本公認会計士協会京滋会会長   中
な か の

野 雄
ゆうすけ

介
インタビュイー

日本公認会計士協会京滋会会報部長  川
かわもと

元 麻
あ い

衣
インタビュアー

地域とともに歩み続けてきた公認会計士として

日本公認会計士協会京滋会会長   中
なかの

野 雄
ゆうすけ

介

計理士制度
1927年から1967年まで日
本に存在した会計専門職の国
家資格です。計理士法（昭和
2年3月31日法律第31号）に
よって 法 制 化 さ れ まし た。
1948年に公認会計士法が制
定されたことを受け計理士法
は廃止され、新たな登録者は
なくなりましたが、資格として
は1967年3月まで存続して
います。
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クライアントも代替わりするため、自然と事業承
継や相続の案件が増えていきます。事業承継関
連の書籍もこれまで3冊上梓させていただきまし
た。
　事業承継の相談を受ける際には、公認会計士と
してのスキルだけでなく、長年のお付き合いで醸
成された信用から相談いただけたのだという意
識を持つようにしています。また、自分自身も会
計事務所を継いでいるからこそ、顧客の悩みや思
いに共感でき、そのことが顧客からの信頼につな
がっているのかもしれません。

公認会計士の活動フィールドは 
さらに広がる

川元　公認会計士に対する社会からの期待は高
まっています。今後どのような分野で公認会計士
の資質や能力は活かされていくとお考えでしょう
か。
中野　公認会計士のポテンシャルは高いと思い
ます。会計・監査で培った能力はもちろんですが、
そのほかに自由な発想や高い倫理観等を有して
おり、クライアントが安心して相談できる専門家
であるといえます。
　そのため、これまで以上に幅広い分野で公認会
計士は頼られる存在になるのではないでしょう
か。実際に、行政機関からの公認会計士への業務
の依頼は増えていますし、財務以外の分野でも公

認会計士への期待は高まっています。
　他方で、過剰に自身の能力をアピールする必要
はないと思います。実直に業務に従事すること
で、自然と活動のフィールドは広がっていくと思
います。

京都が育んできた地域コミュニティに学ぶこと

コロナ禍に動じない京都の危機対応力

川元　コロナ禍で観光客が減り、花街もにぎやか
さを失いました。京都が向かうべき方向性につい
て、この地で公認会計士として歩んでこられた経
験を踏まえて、考えをお聞かせください。
中野　これまで経験した危機はコロナ禍だけで
はありません。京都の老舗企業では、江戸時代や
室町時代までさかのぼると、 いくつもの危機に
直面しそれらを乗り越えてきました。こうした歴
史を踏まえると、コロナ禍に限らずどのような状
況であっても、新しい時代に対応していかなけれ
ば生き残ることはできないと思います。
　例えば、いま苦境にある京都の花街では、その
伝統を守るために、クラウドファンディングを活
用しています。足元をしっかりみて、各々のおか
れている状況を踏まえて長期スパンでできるこ

とに取り組むことが肝要であると思います。

地域コミュニティを構築し 
循環させることの意義

川元　近年、地域コミュニティの希薄化が問題視
されていますが、地域の現状をどのようにとらえ、
どのような地域をつくっていくべきであると考え

いくつもの危機
室町時代には、応仁元年（14 
67年）に発生した応仁の乱が
文明9年（1477年）までの約
11年間にわたって続きまし
た。主戦場となった京都全域
が壊滅的な被害を受けまし
た。また、1708年には、宝永
の大火で京都中心部のほとん
どが焼失するといった被害を
受けたことや、江戸幕府が滅
びた後の「東京遷都」の影響
により京都の人口が大幅に減
少するといったこともありまし
た。京都はこれらの危機を乗
り越えてきました。

京都花街
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ていますか。
中野　インターネット等のITの進歩やグローバ
ル化の進展により、大変便利な時代になった反
面、地域に目を移すと、人と人のつながりが希薄
になり、自ら責任を持って関われるコミュニティ
が失われつつあるように感じます。
　これからの時代では、地域に暮らす人たちがさ
まざまな困難に対して自衛するための経済的、精
神的、物理的なネットワークを再構築し、地域が
セーフティネット機能を果たしていくことが求め
られます。

多様なつながりを通じて 
地域との関係を築く

川元　京滋会として実施している地域貢献の取
組みについて教えてください。
中野　京滋会では、地方自治体の包括外部監査
人や各種委員会の委員を選出するなど、公的な
分野において地域へ貢献してまいりました。また、
京滋会として大学等への 寄附講座を提供する
とともに、私個人としても学生のインターンシッ
プの受入れ等、教育分野においても貢献をしてお
ります。他士業や信用保証協会等との連携等、特
定の事項にとらわれず、幅広い活動を通して地域
と良好な関係を築いています。

　私が理想としているのは、相互扶助と自己責任
のバランスの取れたコミュニティを構築し循環
させていくことです。このコミュニティを充実さ
せるためには、大きすぎず、かといって小さすぎ
ない、ほどよい規模感とすることが大切であると
思います。
　京都は、暮らしと経済・文化が緩やかに繋がり、
規模感もほどよいことから、バランスのとれたコ
ミュニティが構築されており、将来においてもそ
の循環を維持していきたいと考えています。

人と人の結び付きが地域に循環を生む

川元　京都ならではの地域貢献のあり方につい

人と地域が循環する仕組みづくりの大切さ

寄附講座
大学や研究機関において、産
学連携の一環として行われる
研究・教育活動の一種で、奨
学を目的とした民間企業や業
界団体などからの寄附金（奨
学寄附金）を財源に、期限付
きの客員教授などを招いて開
設される講座をいいます。

左から、中野雄介氏、川元麻衣氏
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て考えをお聞かせください。 
中野　地域貢献の意味を広義にとらえれば、公認
会計士が日々行っている業務そのものが地域へ
の貢献であると考えています。
　地域貢献で重要なことは、「覚悟を持って地域
と関わること」、「長期的視点・大きな循環の中で
生かされているという実感を持ってその仕事に
取り組むこと」であると考えています。
　公認会計士が裏方としてさまざまなことに関
わり、地域の一員として、循環の中に入って貢献
することが、京都らしい地域貢献のあり方だと
思っています。「公認会計士とはこうあるべきだ」
と決め付けず、地域の声に耳を傾け、地域の方々
が困ったときに相談される存在、尊敬され感謝さ
れる存在となることが重要であると思います。

人材と地域を結ぶつなぎ役として

川元　地域貢献にかかる展望をお聞かせくださ
い。
中野　優秀な人材が京都や滋賀に集まるように
することが重要であると考えています。地域のコ

ミュニティに入り、活躍してくれる人材を集め育
成すること、また、将来的には、人材と地域をつ
なげる仕組みをつくりたいと考えています。地域
の中で皆さんがハッピーになれるような「つなぎ
役」になることが、私の理想です。自分は表舞台
には立たずに、あくまでも裏方として、地域との
関係性、人と人のつながりを強固にしていく役目
を担っていきたいと思っています。

るはずです。
　若い公認会計士の皆さんには、近道ばかり考え
るのではなく寄り道を楽しむ余裕を持ってもらい
たいですね。
　焦らなくても、やるべきことを着実にこなし、
目標を持ってコツコツと取り組めば、その経験が
血となり肉となり、やがて自身が大きく成長して
いることを実感できるようになります。また、会
計・監査以外の分野で、興味のあることを見付け
ることも重要です。趣味は間違いなく肥やしにな
り、本業に幅や奥行きを与えてくれます。さまざ
まな経験を経て、公認会計士として、また、１人の
人間として、成長を重ねていってください。

寄り道を楽しむ余裕を持てば 
本業の幅も広がる

川元　混沌とした社会状況の中で、どのように仕
事に向き合っていけばよいのか迷っている方が
多くいらっしゃいます。読者やステークホルダー、
そして若い公認会計士へ、メッセージをお願いし
ます。
中野　京都はよそ者に厳しいといわれますが、上
手によそ者も地域の循環の輪の中に迎え入れよ
うとする風土があります。一方で、職人気質でい
わゆる目利きが多く、人や物をしっかりと見きわ
めるのも京都らしい特徴です。
　京都に対して冷たいという印象を持っている
方もいるかもしれませんが、京都の人は結果だけ
で人を評価するわけではなく、一見変わった人物
でもその人の個性（面白さ）や情熱も受け入れる
包容力や優しさを持ち合わせています。地元出
身の方はもちろん、そうでない方も、京都で仕事
をしたいという方がいらっしゃいましたら、ぜひ
この街のコミュニティに飛び込んでほしいと思い
ます。実際にコミュニティに入ってみれば、そこ
に心地よい空気が流れていることを感じてもらえ

日本公認会計士協会京滋会

読者へのメッセージ

〒604-8152 京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町659番地 烏丸中央ビル 4階

所轄のエリア⃝京都府、滋賀県
会員・準会員数⃝848名（2021年7月末現在）

TEL⃝075-211-5061
FAX⃝075-255-5290
URL⃝http://www.jicpa-keiji.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。
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変化し続ける社会の先端をとらえ、
未来の開拓者であり続ける

Interview #10

新たな時代を切り拓く 
「やってみなはれ」の精神

宮口　地域や近畿会の特徴を教えてください。
北山　近畿会は、大阪府、奈良県、和歌山県の３
つの府県を管轄エリアとしております。近畿会の
拠点である大阪の人々には、新しいものを好み面
白いことに価値を見出す気質があり、 「やって
みなはれ」という先駆けの精神も息づいています。
近畿会においても、1956年に全国初の 近畿実
務補習所の発足、1975年に社会会計委員会の設
置、1987年に女性会計士委員会の創設、1996年
に日本監査役協会関西支部と連携した共同研究
の開始、最近ではハロー！会計のオンライン化な
ど、全国に先駆けたさまざまな取組みを行ってま
いりました。
　私も、近畿会の先駆けの精神をさらに高め、多
様な価値観を持つ優秀な人材が活躍できる魅力
的な業界にするため、①ダイバーシティ推進と近
畿会会務改革、②新たな研修制度の導入、③積極
的な広報活動等の新たな取組みにより、イノベー
ションを推進しています。

女性会計士のパイオニア的存在として

宮口　現在従事されている業務やこれまでのキャ
リアについてお聞かせください。
北山　個人の会計事務所での業務のほか、上場企
業2社の社外取締役に就任し、公認会計士として
培った知見を活かして経営やガバナンスに関する
アドバイスなどを行っております。また、2021年
4月より大学院の特任教授に就任し、監査論と原
価計算の講義を実務家の視点で担当しています。
　将来のために何か資格を取得すべきではない
かと考えていた高校時代に、父から公認会計士と
いう職業があることを聞き、女性も活躍できる職
業であると感じたことから公認会計士を志しま
した。
　公認会計士試験合格後、大手監査法人に入所
し、大手上場企業の監査業務を中心に従事してま
いりました。また、所属監査法人では初の女性常
務理事に就任し、法人のダイバーシティの推進や
人材育成を統轄し、監査法人の経営に携わる中
核メンバーとしての経験を積むこともできまし
た。2020年6月に監査法人を定年退職した後に
個人事務所を開設し、現在に至っております。

女性初の近畿会会長として、「イノベーション

により公認会計士の未来を切り拓き、社会からの

期待に応える」をスローガンに、新たな取組みに

挑戦しております。監査・会計プロフェッション

として、イノベーションにより、監査及び会計に

対する社会からの信頼を確立するとともに、新た

な時代に必要とされる会計人材の育成と活躍支

援を行い、公認会計士業の職業の魅力を高め、こ

れからの公認会計士業界の未来を切り拓いてま

いります。

コロナ禍を「変革の機会」ととらえ、新たな取

組みにチャレンジし変革し続けることにより、公

認会計士業界及び近畿会におけるイノベーショ

ンを推進していきます。

日本公認会計士協会
近畿会

日本公認会計士協会近畿会会長  北
きたやま

山 久
ひ さ え

惠
インタビュイー

日本公認会計士協会近畿会幹事・広報部長   宮
みやぐち

口 亜
あ き

希
インタビュアー

大阪に息づく先駆けの精神で
公認会計士の可能性を広げる

日本公認会計士協会近畿会会長   北
きたやま

山 久
ひさえ

惠

近畿実務補習所
東京実務補習所（1961年）
に先立ち発足しました。実務
補習所は、公認会計士試験に
合格した者に対して、公認会
計士となるのに必要な技能を
修習させるための場所を指し
ます。実務補習の修了は、公
認会計士登録に必要な要件
の１つとなっています。

「やってみなはれ」
サントリーの創業者である鳥
井信治郎氏の口癖であった言
葉です。「やってみよう」、「やっ
てみなければわからない」と
いった意味で用いられます。

公認会計士制度70周年を迎え
た際に近畿会で作成したパン
フレット。こちらも「先駆」がテー
マとなっています。
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協会活動と研究活動を両立

宮口　会務に関わるきっかけはどのようなもの
でしたか。
北山　女性会計士委員会の設立時に、初代委員
長に就任された松浦圭子先生に創設メンバーと
して誘っていただいたことが、協会の会務に関わ
るきっかけでした。その後、女性会計士委員会委
員長、監査会計委員会委員長、近畿会副会長など
を経て、2019年6月から近畿会会長、同年7月か
ら日本公認会計士協会の副会長に就任いたしま
した。このほか、近畿会の枡田圭兒元会長にお声
をかけていただき、 日本監査研究学会に入会
し、現在は理事として監査実務上の諸問題をテー
マに研究報告を行っております。

枠にとらわれず多様な形で地域へ貢献

宮口　会長ご自身、また、近畿会所属の会員が
行ってきた地域貢献活動についてお聞かせくだ
さい。
北山　私自身といたしましては、これまで大阪府・
大阪市のさまざまな審議会の理事・委員を歴任
し、現在は大阪市大規模事業リスク管理会議の委
員として、大阪・関西万博の会場である夢洲の開
発など大規模事業のリスク管理に対して意見を
述べさせていただいております。2004年には、男
女共同参画社会の実現に向けて活動する個人に
贈られる、第12回 大阪府女性基金プリムラ賞
をいただきました。
　近畿会では、多くの委員会を設置しており、公
認会計士業務に関連する事項、広報やダイバーシ
ティに関係する事項など、各委員会が多様な観点
で研究活動を行い、出版物の刊行、研修会やシン
ポジウムの開催など、積極的に活動しております。
　また、泉佐野市長を訪問したとき、2001年関
西国際空港開港により 財政危機に陥っていた
同市から行財政改革推進委員会の委員の推薦依
頼を受け、近畿会会員で地方財政調査特別委員
会を発足して財政再建調査を行った当時のこと

が話題になりました。市長から「調査報告書は非
常に有用だった、現在も公認会計士に監査委員
に就任してもらっており、幅広い知識と高い見地
から公正と効率的な行財政運営に尽力いただい
ている」と評価いただきました。多くの自治体で、
公認会計士が地方自治体の財政健全化やガバナ
ンスの強化に貢献できていると考えております。

関西の未来と経済の再生を見据えて

宮口　今後、地域にどのような形で貢献していき
たいとお考えですか。
北山　2021年に開催した公認会計士の日記念セ
ミナーでは、「アバターと万博と未来社会」をテー
マに大阪大学基礎工学研究科の石黒浩教授にご
講演いただきました。このように関西の未来につ
いて考える機会を今後も広く提供していきたい
と思っております。
　また、関西経済の再生に向けては中小企業の
活性化が鍵であり、公認会計士が中小企業の経
営者に寄り添い、経営基盤強化、コーポレートガ
バナンスの強化に寄与していくことが求められ
ます。このほか、IPO支援やスタートアップ企業
の支援など、公認会計士が地方経済の活性化、地
方創生のために活躍できる場は多くあります。こ
ういったさまざまな分野で地域に貢献をしていき
たいと思います。

北山　1996年に近畿会の河野保会長と日本監査
役協会の國米純史関西支部長との対談が契機と
なり共同研究会が発足しました。2000年以降、
京滋会と兵庫会も参加し、現在に至っておりま
す。当時、大蔵省公認会計士審査会(現金融庁公

公認会計士監査の充実に向けて

宮口　冒頭に日本監査役協会関西支部と連携し
た共同研究についてお話がありましたが、共同研
究会が発足した経緯をお聞かせください。

日本監査役協会と連携し数々の研究成果を発表

日本監査研究学会
監査研究の推進及び監査研
究者の相互の交流を図ること
を目的に設立され、40年以上
の歴史を有する学会です。監
査実務にも関連する事項を研
究していることから、公認会計
士も学会の活動に参加してい
ます。

財政危機
関西国際空港開港に合わせた

「りんくうタウン」の開設、大
型店舗やホテルの進出、高速
道路の整備促進等がなされま
した。しかし、大型プロジェク
ト等が当初の計画どおりに進
行しなかったことや、景気低
迷・地価下落の影響も受け、
泉佐野市の財政状況が厳しい
ものとなりました。

大阪府女性基金
プリムラ賞

男女共同参画社会の実現に
向けて、先駆的に活躍をした
個人、団体・グループを顕彰
するために、1993年に制定
された賞です。プリムラは、大
阪の花「さくらそう」を指し、
この賞が「さくらそう」のよう
に府民に親しまれてほしいと
の思いと、プリムラの花言葉が

「希望」であり、男女共同参画
社会実現への希望を託すとい
う意味をこめて「プリムラ賞」
と名付けられました。

※アーティスティックスイミン
グの井村雅代コーチと一緒に
受賞しました。
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三様監査
公認会計士監査、監査役監
査、内部監査部門による内部
監査を「三様監査」といい、そ
れぞれ求められる役割が異な
ります。企業のガバナンス体
制の構築のために、この三者
の連携が重要となっています。

認会計士・監査審査会)が公表した「会計士監査
の充実に向けての提言」において、 三様監査を
担う主体間での相互連携のためのガイドライン
整備、監査役等との協議の場の充実などを検討す
べきとされたことを受け、「監査役と会計監査人
との連携」をテーマに、年3回程度、定期的な研究
会を開催してまいりました。それぞれの立場を
尊重しながら、自由に建設的な意見交換が続けて
こられたのは、自由闊達でおおらかな関西の風土
によるものが大きいのではないかと思っておりま
す。

監査役と会計監査人の連携を 
テーマとした数々の共同研究

宮口　これまでどのようなテーマの共同研究を
されてきましたか。
北山　発足当時は、「監査計画・中間監査及び期
末監査における監査役と会計監査人との連携」

（1999年3月）、「連結決算における監査役と会計
監査人との連携」（2001年3月）、「継続企業の前
提に関する監査役と会計監査人との連携」（2003
年2月）など、共同研究の成果を中間研究報告と

して公表いたしました。その後、内部統制監査、
不正リスク対応など、その時々のトピックスを
テーマに継続的に意見交換しています。最近は

「監査上の主要な検討事項（KAM）適用にあたっ
て監査役等と会計監査人の連携と課題」をテーマ
とした意見交換を行っており、2021年には監査報
酬に関するアンケート調査を実施し、その分析結
果を取りまとめた上で監査役等と会計監査人の
監査報酬に対する認識の違いを明らかにする予
定です。

取組みのテーマは多方面に広がる

宮口　会長ご自身が今後取り扱いたいと思われ
るテーマはございますか。
北山　KAM、会計上の見積り、事業計画やM＆A
案件における連携など、実態と問題点を整理し今
後の課題について意見交換を行いたいと思って
います。また、コーポレートガバナンス、事業等リ
スク、経営戦略、環境問題、SDGsへの取組みなど
の非財務情報も重要になってきており、記述情報
についても監査役との連携をさらに深めていき
たいと考えております。

特殊な経営形態を持つ中小企業支援の 
在り方を探る

宮口　2021年6月8日、 地方創生・中小企業支
援シンポジウム「金融機関と専門家にできる中
小企業支援とは」がオンラインで開催されました。

参加者は200名を超え、大変盛況であったとうか
がっております。発起人である安原副会長から、
具体的な内容や目的についてお聞かせください。
安原　このシンポジウムは、近畿会と大阪弁護士
会が共催で続けている「ファミリービジネス研究
会」を母体としたもので、公認会計士、金融機関が
関わることで実現できる中小企業の活性化や地方
創生の可能性を議論しようと企画いたしました。

中小企業と大企業は経営形態や経営原理が根
本的に異なり、中小企業には、コーポレートガバ
ナンスに加えファミリーガバナンスが必要である
といわれています。しかし、このことは日本では
ほとんど議論されていないのが現状です。こうし
た特殊な形態を持つ中小企業の円滑な支援の実
施に向けて、近畿財務局の担当者、財務省出身で
「まち・ひと・しごと総合戦略」において豊富な経
験を持つ有識者、大学教授、弁護士、公認会計士
が自由に討議し、有意義な成果を得ることができ
たと思っております。

日本公認会計士協会近畿会会長  北
きたやま

山 久
ひ さ え

惠
日本公認会計士協会近畿会副会長  安

やすはら

原 徹
とおる

インタビュイー

日本公認会計士協会近畿会幹事・広報部長   宮
みやぐち

口 亜
あ き

希
インタビュアー

多様な側面から中小企業を支援

共同研究会で開催した黒部合
宿の写真。こういった交流を通
じて闊達な意見交換ができる
関係が構築されています。

地方創生・中小企業支援シンポジウム登壇者の皆様

地方創生・
中小企業支援
シンポジウム

本シンポジウムにご登壇され
た水野 浩児氏（追手門学院大
学経営学部長・同教授）から
公認会計士へ向けて次のメッ
セージをいただきました。

「コロナ禍の影響で金融機関
による中小企業支援は金融支
援のニーズが高まると思われ
ます。金融支援は高度な専門
性が必要で、公認会計士・弁
護士のお力添えをお願いした
い領域です。
金融機関との距離感を縮めて
いただき、中小企業・金融機
関・専門家のトライアングル
を有機的に機能させ、地方創
生ひいては地域経済の活性化
にご協力いただけることを期
待しています。」
※水野教授は以下の集合写真の
右から３番目の方です。
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地域社会の価値を創造する一翼として

宮口　最後に、所属会員、そしてステークホル
ダー、地域社会に向けてメッセージをお願いしま
す。
北山　近年、公認会計士の活躍の場は多様化し、
拡大しています。若い会員の皆様にはありとあら
ゆることを吸収しようという気概を持ち多様化す
るニーズをとらえ、広く活躍していただけるよう、
まずは監査を通じてビジネスへの理解を深め、経
営を俯瞰的に見る力を養っていただきたいと思
います。そうした業務で培った知識と経験を活か
し、さまざまな領域で新たな挑戦をされることを
期待しております。
　私たち公認会計士は企業や地域の皆様から信
頼され、相談される身近な存在として、「ビジネス、
経済、社会の価値を創造する一翼になる」という
信念を持って活動しております。ステークホル
ダーの皆様には、今後もご支援いただきますよう
よろしくお願い申し上げます。

日本公認会計士協会近畿会

読者へのメッセージ

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町2-4-11 クラボウアネックスビル 2階

所轄のエリア⃝大阪府、奈良県、和歌山県
会員・準会員数⃝4,600名（2021年7月末現在）

TEL⃝06-6271-0400
FAX⃝06-6271-0415
URL⃝https://www.jicpa-knk.ne.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

中小企業の資金調達支援に向けて

宮口　中小企業支援の一環として、経営委員会で
は、公認会計士が中小企業への経営コンサルティ
ングを行う際に役立つ「事業評価の重要ポイン
ト」をまとめ、近畿会のホームページ上で公開し
ています。この目的や内容をお聞かせください。
安原　「平成27事務年度 金融行政方針」（金融庁）
により、金融機関は中小企業への融資にあたり担
保や保証に過度に依存するのではなく、事業内容
や将来性を見きわめる「事業性評価」を行うこと
が求められています。企業と金融機関と士業で
ある専門家との対話がますます重要視されてい
ます。
　こうした流れを受け、経営委員会では、公認会
計士が、クライアントである中小企業にコンサル
ティングを行う際の参考資料となるよう、評価対
象となるポイントやより適切な評価を受けるた
めに着目すべき事項をまとめたチェックリストを
作成いたしました。会員の皆様にこのチェックリ
ストを活用していただくことで、中小企業が金融
機関から高い事業性評価を受け、スムーズな融資
を受けることにつなげたいと考えております。

北山　今後は、近畿財務局や金融機
関を交えた意見交換会を通じて、こ
のチェックリストを金融機関の具体
的な事業性評価と融資につなげられ
るよう働きかけを行ってまいります。
また、経済産業省が公表している中
小企業向けの評価ツール「ローカル
ベンチマーク」と関連付けるなど、
チェックリストのブラッシュアップ
も進めております。

積極的な情報収集・発信を継続

宮口　このような外部の方々を交えたシンポジ
ウムについて、今後の開催予定はございますか。
北山　登壇者として地方自治体の市長をお迎え
し、「ポストコロナ時代に求められる地方自治体
の変革～内部統制×BPR×DX～」と題したシン
ポジウムを、本年度中に開催する予定です。
　また、地方自治体を対象に実施した、 地方自
治法改正に関わる対応状況に関するアンケート
の分析結果をまとめ、研修会などで報告すること
も検討しております。

地方自治法改正に
関わる対応状況に
関するアンケート

地 方自 治 法 の 改 正に 伴い、
2020年４月１日から地方公
共団体における内部統制制度
が導入されるとともに、監査
委員監査における監査基準の
制定が求められました。
近畿会では、地方公共団体の
監査制度を継続的に研究して
おり、2021年１月に各地方
公共団体に対して当該法改正
の対応の現状と影響に関する
アンケートを実施しました。

左から、宮口亜希氏、北山久惠氏、安原 徹氏
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包括外部監査を通して
地域との良好な関係を構築する

Interview #11

広い県土に個性豊かな地域が点在

村上　地域や兵庫会の特徴を教えてください。
宮田　兵庫県は、南北に長い県域を持ち、北は日
本海、南は瀬戸内海の２つの海に接しており、歴
史や風土・産業の違いから、摂津（神戸・阪神）、
播磨、但馬、丹波、淡路の個性豊かな5つの地域

（五国）に分けることができます。
　神戸、阪神、播磨地域（南部の瀬戸内海沿岸)は
県人口の90％強を占め、鉄鋼・造船・機械などの
産業が集積する大都市地域であり、阪神工業地帯
や播磨臨海工業地帯といった日本有数の重化学
工業の集積地となっています。一方で、但馬（北
部）、丹波（中部）、淡路地域は美しい山、海、川な
ど豊かな自然に恵まれた農林水産業が盛んな地
域です。
　兵庫会の会員数は、2021年７月末現在、会員
828名(監査法人を除きます。)･準会員146名と
年々増加しており、今後もこの傾向は続くものと
思っております。会員の約８割が神戸、阪神、播
磨地域など瀬戸内海沿岸に集中しており、また、
会員の約８割が独立開業されている個人会員で
あることが特徴です。非常に風通しのよいアット

ホームな地域会であると感じております。

税務業務を中心に中小企業の経営を支援

村上　現在従事されている業務やこれまでのキャ
リアについてお聞かせください。
宮田　現在は税務業務を中心に、中小企業に関
わる経営支援、高校や幼稚園などの学校法人の
監査業務に従事しております。また、金融機関や
弁護士と連携し、組織再編・事業承継などの支援
業務にも携わっています。

社会で幅広く活躍できるという 
魅力に惹かれて

宮田　親類縁者に公認会計士がいたわけではな
く、高校時代に公認会計士を目指す友人がおり、
この職業を知りました。大学は商学部に進み、会
計を専攻しました。将来的には自由業を選択した
いという思いから、どうせやるなら 最難関の国
家資格であり、社会で幅広く活躍できる公認会計
士を目指そうと考えたことが、この道を進むきっ
かけとなりました。公認会計士試験合格後、大手
監査法人勤務を経て独立開業し、現在に至ってお
ります。

兵庫会は、全国16ある地域会の中で、兵庫県単一
県での地域会として、2018年には設立50周年（1968
年4月設立）を迎えた全国的にも歴史と伝統のある地
域会です。2021年度の重点施策として、（1）地域社
会への貢献、（2）兵庫会会員への業務支援、（3）部委
員会活動の充実、（4）本部との連携、（５）財政基盤の
強化を挙げており、地域社会への貢献においては、中
小企業支援から公的分野、非営利分野での支援まで幅
広く活動し、地方公共団体からの業務推薦も多数行っ

ています。また、オンライン研修会の実施やリモート
形式による部委員会・役員会の開催等を積極的に取り
入れながら会務運営を進めてまいります。
兵庫会が53年の歴史と伝統を引き継ぎながらも多

様化する地域社会からのニーズに応え、地域社会と密
接に連携することにより、地域密着型のなくてはなら
ない存在として、地域社会の発展にさらに貢献できま
すよう、全力で会務運営に取り組んでまいります。

日本公認会計士協会
兵庫会

日本公認会計士協会兵庫会会長   宮
み や た

田 勇
は や と

人
インタビュイー

日本公認会計士協会兵庫会広報部長  村
むらかみ

上 文
ふ み か

香
インタビュアー

社会と関わり、公認会計士の活躍の場を広げる

最難関の国家資格
公認会計士は会計業務に携
わる最高峰の資格であり、医
師や弁護士と並ぶ三大難関国
家資格の1つに数えられてい
ます。

日本公認会計士協会兵庫会会長   宮
みやた

田 勇
はやと

人
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兵庫会設立50周年記念事業に 
携わった思い出

村上　会務にはどのようなきっかけで携わるこ
とになったのでしょうか。
宮田　兵庫会の委員会活動に参加しているうち
に役員の方との親睦が深まり、会務を手伝ってほ
しいとお声掛けをいただいたことがきっかけです。
会務での経験を積み、2018年に兵庫会が設立50
周年の節目を迎え、 記念事業の実行委員長とし
て、記念式典、祝賀会の開催や記念誌の発行に携
わる機会をいただきました。歴代の会長はじめ諸
先輩方から貴重な経験談をお聞きかせいただけ
たことは大切な思い出となっております。

地域の雇用・活性化に貢献

村上　これまでに行った地域貢献につながる活
動についてお聞かせください。
宮田　兵庫会の会務では、推薦委員長、経理部
長、副会長２期を歴任しました。また、２つの自治
体の包括外部監査人補助者の経験もございます。
業務では中小企業のクライアントが多く、経営改
善計画の策定や事業再生・M＆Aがらみの事業
承継、起業支援などを通じて、地域の雇用確保、
地域経済の活性化に関わってきました。また、神
戸市が進めている 六甲山「賑わい創出事業」と
いう観光振興も会計面でサポートしております。

近年拡大する地域貢献の場

村上　今後、地域へどのような形で貢献をしてい
きたいとお考えですか。
宮田　公認会計士が地域社会から期待される分
野、地域社会へ貢献できる分野は、近年ますます
拡大しつつあると思います。兵庫会としては、地
域経済を支える中小企業への支援のみならず、公
的分野や非営利分野での支援など、地域のステー
クホルダーとの継続的な対話を続け、社会貢献を
推進しつつ、公認会計士の活躍の場を広げてまい
りたいと思います。

行っております。

社会福祉法人指導監査部局との関わり

村上　社会福祉法人指導監査部局とは、どのよう
な関わりを持たれていますか。
坂井　兵庫会に対して、複数の市から社会福祉
法人指導監査部局の補助指導員の推薦依頼があ
ります。兵庫会の非営利法人委員会において候
補者を選定し、推薦委員会に報告する方法により
推薦を行っております。
　また、兵庫会では非営利法人委員会が社会福
祉法人会計などの調査研究を所管しており、自治

地方公共団体との関係を構築

村上　ここからは坂井副会長にお話をうかがい
ます。まずは、兵庫会の地方公共団体との関わり
についてお聞かせください。
坂井　兵庫会はこれまで、会員の中から包括外
部監査人、 社会福祉法人指導監査部局の補助
指導員などを輩出することで地方公共団体との
密接な関係を築いています。また、歴代の会長が
継続して首長訪問を定期的に行い、積極的に地方
公共団体との交流を行うことにより、公認会計士
の業務への理解を深めていただく活動を地道に

記念事業
兵庫会設立50周年を記念し、

「兵庫会設立50周年記念拡
大版福寿会」、「兵庫会設立
50周年記念式典・祝賀会」、

「兵庫会設立50周年記念座
談会」、「兵庫会設立50周年
記念ビアパーティー」、「公認
会計士制度70周年・日本公
認会計士兵庫会設立50周年
特別記念講演会」、「兵庫会設
立50周年記念ゴルフ大会」
が開催されました。また、「兵
庫会設立50周年記念誌」が
発行されました。

六甲山
「賑わい創出事業」

観光振興における重要な課題
の1つである六甲山の活性化
を実現するため、利活用を見
込む六甲山上の遊休施設等
のリニューアル経費の助成を
行う事業を指します。

社会福祉法人
指導監査

社会福祉法人に対する指導監
査は、法人の自主性及び自立
性を尊重し、法令又は通知等
に定められた法人として遵守
すべき事項について運営実態
の確認を行うことによって、適
正な法人運営と社会福祉事業
の健全な経営の確保を図るこ
とを目的としています。

日本公認会計士協会兵庫会副会長   坂
さ か い

井 浩
ひろふみ

史
インタビュイー

日本公認会計士協会兵庫会広報部長  村
むらかみ

上 文
ふ み か

香
インタビュアー

公認会計士への理解を促す啓蒙活動の大切さ
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体との合同研修会などを独自に企画しておりま
す。

研修会に会員が講師として協力

村上　監査委員や監査委員事務局とは、どのよう
な関わりを持たれていますか。
坂井　2021年1月に「監査委員監査の実務監査現
場における監査の進め方」と題した研修会を県内
の中部都市で組織されている兵庫県中部都市監
査委員会と共同で開催し、講師として兵庫会所属
の会員が協力いたしました。兵庫会の会員・準会
員のほか、この兵庫県中部都市を構成する11自
治体関係者に参加をいただきました。

公認会計士の専門性を首長へアピール

村上　これまでに兵庫会が取り組んできた首長
訪問について教えてください。
坂井　首長訪問は、その内容を会報誌に掲載して
会員に活動を周知しています。訪問の際には、公
会計・公監査分野に公認会計士の専門性が活か
せることを直接首長に伝えております。また、首
長だけでなく副市長や議長・副議長、議会事務局
長、総務部長など多くの方にお会いし、意見交換
をさせていただくこともございます。

あります。西宮市では、包括外部監査人が議場に
て報告を行い、議員、市長及び市幹部に対して直
接問題提起を行うなどの貴重な経験をさせてい
ただきました。
　また、特に印象的なエピソードとしては、西宮
市の包括外部監査人として教育委員会に指摘し
た事項が市の学校事務担当者で構成された研究
団体の目に止まり、事務マニュアル作成のアドバ
イスや研修講師の依頼を受けたことです。この研
究団体は200頁以上もの包括外部監査報告書を
真剣に読み込んだ上で、指摘事項などを事務レベ
ルに落とし込んでいこうとされており、そうした
熱意ある姿に圧倒されました。また、包括外部監
査報告書が想像以上に活用されていることも実
感いたしました。

兵庫県と西宮市における 
包括外部監査の経験を通じて

村上　兵庫県と西宮市における包括外部監査に
対する姿勢はどのようなものでしたか。

包括外部監査人の実績と傾向

村上　包括外部監査人に関して、兵庫会の実績
や傾向についてお聞かせください。
坂井　兵庫会が 包括外部監査人を推薦してい
る地方公共団体は、兵庫県、政令指定都市である
神戸市、中核市である姫路市、西宮市、尼崎市、明
石市の合計6団体です。最近の傾向としては、独
立開業している会員が就任する例が増えており
ます。

高まる包括外部監査への期待

村上　坂井副会長はご自身でも包括外部監査人
を経験しておられますが、この業務を通してお気
づきになった点などはございますか。
坂井　私は兵庫県と西宮市の包括外部監査人に
就任した経験がございます。これまでに包括外部
監査報告書に記載した指摘事項などへの措置が
講じられ行政施策として取り入れられたほか、指
摘事項などが新聞記事として掲載されたことが

包括外部監査人としての情熱を胸に
包括外部監査人

包括外部監査とは、地方自治
法に基づき、地方自治体の長
が毎会計年度、公認会計士な
ど特定の個人と包括外部監査
契約を締結し、包括外部監査
人が特定のテーマについて、
地方自治体や関連団体に対し
て実施する監査制度を指しま
す。

左から、村上文香氏、坂井浩史氏、宮田勇人氏
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坂井　兵庫県の包括外部監査に関して印象的
だったことは、知事に監査報告を行うと、その場
で具体的な改善策を決定し、すぐに実行に移すと
いうレスポンスの速さです。
　西宮市も包括外部監査を非常に前向きにうま
く活用されている自治体であり、職員の方から忌
憚のないご意見をいただいたり、問題点を指摘し
ていただいたりと、非常に良好な関係を築くこと
ができたと思っております。こうした経験を通し
て、包括外部監査人として情熱を持ち、指摘事項
などを積極的に伝えていくことがいかに大切か
を実感いたしました。

包括外部監査人のサポート体制

村上　今後、包括外部監査人への就任を希望さ
れる方々にメッセージをいただけますか。
坂井　包括外部監査は、地域貢献度のきわめて
高い仕事であると思います。今後は、ITや内部統
制などの知見を活かした包括外部監査がより一
層求められるだろうと思っています。若い公認会
計士の方々には、臆せずチャレンジしていただき

風通しのよい親しみやすい 
地域会を目指して

村上　現在、地域に貢献している所属会員、そし
てステークホルダー、地域の皆様に向けてメッ
セージをお願いします。
宮田　兵庫会では、地域との関係をより深めるこ
とにより、会員の皆様の業務拡大につなげていた
だけるようさまざまな業務支援を行っておりま
す。今後も公認会計士の資質の向上や職業倫理
の向上に資する研修事業を強化し、また、皆様に
とってより一層身近な存在として感じていただ
けるよう、会員相互の情報交換や意見交換、親睦
の場となる厚生事業を充実させていきたいと考
えています。風通しのよい、魅力のある地域会と
なるよう取り組んでまいります。
　また、地方公共団体や地域行政機関、地域関係
諸団体などの関係者の皆様には、平素より兵庫会
の活動にご支援をいただき深く感謝申し上げま
す。今後も兵庫会独自の地域に密着した特性を
活かしながら、今まで築き上げてきた皆様との関
係をさらに深め、地域社会の発展に貢献できるよ
う活動してまいります。引き続き、公認会計士を

日本公認会計士協会兵庫会

読者へのメッセージ

〒651-0088 神戸市中央区小野柄通7-1-1 日本生命三宮駅前ビル 8階

所轄のエリア⃝兵庫県
会員・準会員数⃝974名（2021年7月末現在）

TEL⃝078-252-3281
FAX⃝078-252-3291
URL⃝http://www.jicpa-hyogo.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

たいと考えております。そのためにも、兵庫会で
は将来の包括外部監査人をサポートする体制を
さらに充実させてまいります。

積極的にご活用くださいますようお願い申し上
げます。
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10年、20年後の将来を見据えて
会計基礎教育を推進する

Interview #12

監査法人と個人事務所が地域に遍在

山田　中国地区と中国会の特徴を教えてくださ
い。
梶田　中国地区は、地理的な特徴が、瀬戸内海側
と日本海側で大きく異なっています。 瀬戸内海
側は温暖で災害が少ないといわれていましたが、
近年は、 豪雨災害などの自然災害が頻発してお
ります。一方、日本海側は雪が多く、豪雪に見舞
われることもよくあります。
　産業面では、瀬戸内海側は重化学工業の自動
車・造船・鉄鋼・石油化学や木材関係の企業が多
くあります。広島県西部は自動車産業や大手製造
業に関連する企業が多く、また、上場企業も最も
多い地域となっています。広島県東部・岡山県は
独立独歩で全国展開する企業が多く、両地区は経
済的なつながりが非常に強いエリアとなっており
ます。
　広島県西部と岡山県は上場企業が多いため、
大手監査法人に所属し監査業務に従事する会員
が多い傾向があります。そのほかのエリアでは個
人の会計事務所で税務業務や学校法人監査、社
会福祉法人監査などの業務に従事する会員が多
いです。

　中国地区の5つの県から構成される中国会は、
こうした産業・経済面の特徴から、会員の概ね半
数が広島県西部部会に所属しており、次に、岡山
県部会に所属する会員数が多い状況です。

監査法人での経験が税務業務に役立つ

山田　現在従事されている業務やこれまでのキャ
リアについてお聞かせください。
梶田　個人の会計事務所で税務業務に従事して
いるほか、新たに設立した監査法人で学校法人
を中心とした監査業務にも従事しております。税
務業務の主なクライアントは法人であるため、高
度な会計処理・財務関係のサービスの提供が求
められることがありますが、監査業務での知識や
経験が業務に大いに役立っております。

幼少期から公認会計士は身近な存在

梶田　父が公認会計士であったことから、自然な
形で公認会計士業界に親しみがありました。その
ような環境の中で、監査業務に携わりたいという
強い思いから、公認会計士を志すようになりまし
た。
　公認会計士試験に合格後、大手監査法人の東
京事務所に入所し、広島事務所へ異動して地元の

豪雨災害
近年では、2018年７月に発
生した西日本豪雨が挙げられ
ます。西日本を中心に多くの
地域で河川の氾濫や浸水害、
土砂災害が発生し、死者数が
200人を超える甚大な災害と
なりました。

瀬戸内海側
瀬戸内海の沿岸は中国山地
や四国山地に挟まれて季節風
がさえぎられるため、年間を
通して雨の少ない地域として
知られています。

「外に出よう」が現在の活動テーマです。この活動
テーマに従って積極的な対外活動を行っています。
「地域社会に貢献する公認会計士」としての評価が高
まるよう、行政機関に対する活動にも力を入れていま
す。特に会計基礎教育に関しては、県・政令指定都市・
中核市等の教育長を訪問し、「ハロー！会計」の開催を
強く要望しています。「カネの動くところに会計あり」
で、会計は社会のインフラの1つです。小中学生の時

から会計に触れてもらうことにより、会計に少しでも
興味を持ってもらいたいと考えて活動しています。
監査の品質向上には、監査役等との連携強化は不

可欠になります。日本監査役協会と連携し、監査役等
との合同研修会を開催しています。さらに、中小企業
支援にも力を入れており、事業承継問題に関する研
修、中小企業の海外展開における国際税務・国際法務
の研修なども行っています。

日本公認会計士協会
中国会

日本公認会計士協会中国会会長   梶
か じ た

田 滋
しげる

インタビュイー

日本公認会計士協会中国会幹事・広報委員会委員長  山
や ま だ

田 希
き え

恵
インタビュアー

広島・岡山に経済圏が集中する中国エリア

日本公認会計士協会中国会会長   梶
かじた

田 滋
しげる
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広島に戻りました。監査法人在職中に税理士登
録を行い、父の業務を補助する形で税務業務に携
わることになりました。常に挑戦心を持って、未
経験の業務や他の方が手を付けない案件にも積
極的に取組むことで、新しいクライアントへの深
い理解や金融機関との人脈を築くことができた
と思います。新たに監査法人を設立し現在に至っ
ております。

会務を通じて広がる人的な交流

山田　会務にはどのようなきっかけで携わること
になったのでしょうか。
梶田　大手監査法人に所属していたときに、法人
から推薦いただいたことがきっかけです。広島県
西部部会の幹事、中国会の幹事、副会長を務めた
後、会長に就任いたしました。
　会務に携わることで他県の公認会計士の方と
お話をする機会も生まれ、業界の動きの理解が
進み、業界内での知り合いが増えたほか、行政組
織のトップの方々と意見交換を行う機会にも恵
まれ、大変貴重な経験をさせていただいておりま
す。

会計・監査の専門家として地域に貢献

山田　これまでに行ってきた地域貢献につなが
る活動について教えてください。
梶田　財務面を評価する立場から、中国経済産
業局の複数の補助金審査会委員や 中国地域
ニュービジネス大賞審査委員などのほか、廿日市
商工会議所や廿日市観光協会などの地元組織の
監事を務めております。また、母校である宮内小
学校のために設立された宮内育英会の会長など
を務めており、会計・監査業務で培った知見を地
域のコミュニティに還元させていただいておりま
す。

幼少期から会計に触れることの大切さ

山田　今後、ご自身が地域へどのような形で貢献
をしていきたいかお聞かせください。
梶田　日本公認会計士協会が積極的に推進して
いる 「ハロー！会計」をはじめとした会計基礎

教育に力を入れていきたいと思っております。公
認会計士である父の姿を見て育った私は、小さい
ころから会計を身近なものとしてとらえ、親しん
でおりました。しかし、おそらく多くの子どもた
ちはそのような環境にありません。子どもたちが
小学生のころから基礎的な会計の知識に触れる
機会をつくるために、今後もこの活動を続けてま
いりたいと思っております。

小学生時代の体験が社会貢献の原点

山田　中国会の会長として、地域へどのような形
で貢献をしていきたいとお考えですか。
梶田　私が小学生のとき、先ほどお話しした宮内
育英会を設立するために多額の寄附をされた卒
業生がおり、その方の社会貢献活動にかける思い
や行動に感銘を受けました。この出来事が、私の
社会貢献の原動力のように考えております。
　中国会の活動として、今後も引き続き、会計基
礎教育に係る取組み、深刻化している事業承継
問題への対応、地域経済活性化の起爆剤ともな
る創業支援、社会福祉法人などの行政監査の支
援等の専門知識を基礎とした社会貢献活動に取
り組みたいと思います。

中国地域ニュー
ビジネス大賞

一般社団法人中国地域ニュー
ビジネス協議会が主催し、中
国経済産業局が後援していま
す。中国地域のニュービジネ
スの育成と振興を図ることを
目的として、中国地域におい
て独創的かつ市場性のある
ニュービジネスを展開してい
る企業(LLP、NPO等の団体・
個人事業を含みます。)を表彰
しています。

「ハロー！会計」
公認会計士が行う、小・中学
生を対象とした無料の会計講
座を指します。小学生・中学
生に会計の大切さを知っても
らうことを第一の目的に実施
しています。

公認会計士のよき理解者を増やすために

山田　中国会において「ハロー！会計」の推進を重

点項目としている理由についてお聞かせください。
梶田　一般的に、「法律に関する相談は弁護士
へ」、「税金に関する相談は税理士へ」という認識

感受性豊かな子どもたちへ会計を伝えることの重要性

49地域とともに歩む公認会計士 ～ 地域社会の未来に向けた課題解決にチャレンジ ～



は広く浸透していますが、公認会計士に何を相談
すればよいのかご存じない方が多いのではない
でしょうか。「会計は企業の財務担当者や専門家
などのごく一部の人が携わる世界である」という
印象を社会が持ってしまった大きな要因は、 幼
少期から会計に触れる機会が少ないことにある
と考えております。
　例えば、家計簿も会計の一種であり、会計は私
たちの生活に密接に関係していることを理解し
ていただくことが必要となります。そのためには、
小学生のころから会計に関する教育を行い、感受
性が豊かな時代に会計に触れてもらうことが重
要であるといえます。会計教育を通じて、会計に
興味を持った子どもたちが、10年後、20年後には
公認会計士のよき理解者になること、また、その
中から公認会計士を志望する方が出てくること
を期待しております。

年間6回のペースで講座を実施

山田　中国会における「ハロー！会計」の実績に
ついてお聞かせください。
梶田　2020年度はコロナ禍の影響で多くの学校
が休校となったことから、各校とも授業の遅れを
取り戻すため「ハロー！会計」に授業時間を割く
ことが困難な状況でした。しかし、コロナ禍以前
は、年間6回のペースで講座を開いており、確か
な実績を上げております。

子どもたちの心に響かせる努力

山田　子どもたちの心に残るような講義を行う
ために心がけていることはございますか。
梶田　参加している子どもたち全員に理解して
もらうこと、わからない子を置き去りにして講義
を進めないことを心がけております。会計が「難
しい」、「嫌だな」という気持ちを子どもが持つと
会計に苦手意識を持ってしまい逆効果になりま
すので、いかに「楽しい」と興味を持ってもらえる
かが重要であると思っています。保護者が同伴す
る形で講義を行うことも多く、講義終了後、保護
者の方々に「やっていただいてよかった」と声を
かけていただくこともございます。

教育委員会を訪問し、 
会計基礎教育の重要性を伝える

山田　「ハロー！会計」推進にあたっての具体的な
取組みや今後の展開についてお聞かせください。
梶田　「ハロー！会計」の開催実績のない学校へ
個別にお願いするなどして地道に裾野を広げる
取組みを進めています。
　また、協会が発行する会計基礎教育の推進に向
けたパンフレット「会計は、こちらです。」を持参
し、この中に掲載されている 「会計リテラシー
マップ」を提示し「ハロー！会計」の位置付けやそ
の重要性を理解いただけるように心がけていま
す。これまでに、県や市の教育委員会を訪問し、
各教育長に対して、協会の活動を紹介するととも
に、「ハロー！会計」で活用している教材をお渡し
したところ、大変興味をお持ちいただきました。

会員2名が金融広報アドバイザーに就任

山田　広島県金融広報委員会から委嘱を受けた
「金融広報アドバイザー」の活動目的や具体的な
取組み内容、今後の活動について教えてくださ
い。
梶田　広島県金融広報委員会は、日本銀行広島
支店に事務局を置き、広島県、中国財務局、県内
の金融機関などと協力しながら、中立・公正な立
場で県民の皆様の暮らしに身近なお金の情報を
提供している団体です。現在、11名の金融広報ア
ドバイザーが登録されており、広島県民の皆様か
らの依頼に応じて、金融経済から生活設計、金融・
金銭教育などの講演会や学習会を開催しており
ます。
　2020年に中国会の会員2名が金融広報アドバ
イザーに就任いたしました。広島県金融広報委

幼少期から
会計に触れる
機会が少ない

諸外国においては幼少期から
会計について主体的に学ぶ場
が設けられている例もあります
が、日本においては会計リテラ
シーを身に付けるための教育
の機会が少ないという現状が
あります。

「会計リテラシー
マップ」

会計リテラシーの内容を具体
化し、各ライフステージ別に
マッピングしたものです。ライ
フステージの区分とそれぞれ
の区分のとらえ方は、会計リ
テラシーが不可欠な要素と考
えられる金融経済教育におい
ても活用できるようにすること
を念頭に、「金融リテラシー・
マップ」と整合性を持たせて
います。詳しくは、協会ウェブ
サイト(https://jicpa.or. 
jp/about/activity/basic-
education/)をご覧くださ
い。

左より、山田希恵氏、梶田 滋氏
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員会の具体的な取組みに、学校における「金融教
育」があります。コロナ禍のために本格的な活動
ができておりませんが、コロナ禍の収束後は、地
域の小学生向けの「金融教育」の一環として、公

共施設などで「ハロー！会計」の開催など、学校
の垣根を超えた集合型の授業を実施する予定で
す。

りますので、今後とも末長いお付き合いをよろし
くお願い申し上げます。

自分に返ってくると信じて地域へ尽くす

山田　地域に貢献している所属会員、そしてス
テークホルダー、地域社会の皆様へ向けてメッ
セージをお願いします。
梶田　 「情けは人の為ならず」という諺があり
ます。この言葉のとおり、社会や地域のためにし
たことが巡り巡って、最後は自分に返ってくるの
だと感じています。日ごろから頑張っている会員
の皆様には、いつか自分に返ってくると信じて地
域や社会のための活動を続けていただきたいと
思っております。
　私が中国会会長として特に力を入れている「ハ
ロー！会計」は重要な取組みであり、子どもたち
が将来生きていく上で会計はきわめて大切なも
のであると考えています。「ハロー！会計」の活動
にも講師・運営の担い手として会員・準会員の皆
様には積極的に参加していただきたいと思いま
す。
　また、ステークホルダー、地域社会の皆様には、
さまざまな形で社会貢献をする機会をいただき
感謝しております。どのような規模の仕事であっ
ても、誠心誠意、全力を尽くして取り組んでまい

日本公認会計士協会中国会

読者へのメッセージ

〒730-0037 広島市中区中町7-23 住友生命広島平和大通り第2ビル 5階

所轄のエリア⃝広島県、山口県、岡山県、鳥取県、島根県
会員・準会員数⃝565名（2021年7月末現在）

TEL⃝082-248-2061
FAX⃝082-242-1467
URL⃝https://chugoku.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

「情けは人の為
ならず」

人に対して情けをかけておけ
ば、巡り巡って自分に良い報
いが返ってくるという意味の
言葉です。反対語は、「情け無
用」です。

パンフレット「会計は、こちらで
す。」の表紙画像。詳しくは協会
ウェブサイト(https://jicpa.
or . jp/about /ac t iv i t y /
basic-education/pr.html)
をご覧ください。
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新たな活力を地域に与える
パブリック分野での監査の可能性

Interview #13

会員の多くが地域に根ざした業務を展開

真鍋　地域や四国会の特徴についてお聞かせく
ださい。
吉井　香川、愛媛、徳島、高知の4県からなる四国
地域には、高機能素材を供給する大手素材メー
カーや、これらの素材を活用し特定の分野で日本
及び世界でトップシェアを誇る「ニッチトップ企
業」が数多く存在することが特徴です。また、豊か
な自然や、これを活かした食や観光資源に恵まれ
ているほか、四国と本州を結ぶ 本州四国連絡橋
によって、本州との交流も盛んに行われています。

四国会は、会員・準会員数が2021年７月末時
点で268名（監査法人を除きます。）と全国で3番
目に少ない地域会になります。会員の業務形態と
しては、監査法人に所属している方は2割と少な
く、個人で開業し地元の中小企業の税務やコンサ
ルティング業務に従事している方が大半を占め
ております。

企業から大学まで幅広い実績

真鍋　これまで従事されてきた業務内容をお聞
かせください。

吉井　大手監査法人に所属し、さまざまな業種・
業界の上場企業の監査・コンサルティング業務
に従事してきました。また、IPO関連業務のほか
国公立大学法人や私立の大学・高校・中学・幼稚
園、医療法人、農協、財団法人をクライアントとす
るパブリック関係の業務にも従事するなど、幅広
い分野の業務に携わってまいりました。

妻の勧めで公認会計士を目指す

真鍋　公認会計士を目指したきっかけと、これま
でのキャリアについてお聞かせください。
吉井　大学卒業後は、大阪の一般企業に技術職
として勤務しておりましたが、学生時代を含めて
振り返り自らのキャリアデザインを考える中で

「生涯にわたってやりがいを見出せる仕事がした
い」という思いから、人生を見つめ直すようにな
りました。そうした矢先、のちに妻となる人から
公認会計士の資格を勧められ、この職業に可能
性を感じた私は一念発起してその企業を退職し
て受験勉強を始めました。幸運にも大手監査法
人に 研修生として採用され、勉強しながら働け
る環境をいただいて無事公認会計士試験に合格
することができました。

本州四国連絡橋
神戸・鳴門ルート(明石海峡
大橋・大鳴門橋)、児島・坂出
ルート(瀬戸大橋)、尾道・今
治ルート(瀬戸内しまなみ海
道)の３ルートを指します。本
州四国連絡橋の開通により、
各地域の結び付きが強くな
り、産業や暮らしに大きな変
化をもたらしました。

私たち四国会は、四国４県の部会に所属する会員・
準会員約２７０名で構成されており、公認会計士とし
て地域社会と密接につながるさまざまな活動を展開
しています。基本業務である監査・税務・コンサルテ
ィングに加え、中小企業支援においては、企業が抱え
る諸問題を企業の皆さまと共に解決するべく、外部の
立場から多面的かつ専門的なアドバイスを行うなど
四国経済の活性化につなげています。また、地方公共
団体等の各専門委員も受嘱しており、行政の各種計画

の立案や所轄団体の検査等への助言指導等に積極的
な対応をしています。そして、地域社会活性化の観点
で忘れてはならないのが次世代を担う若い人材の発
掘・育成です。各県の大学・高校等での公認会計士制
度説明会では、経済社会における「会計」の重要性を
理解していただくため、経験と実務に基づいた話もさ
せていただいています。そこには、公認会計士資格に
こだわらず、学生・生徒の皆様のキャリアアップに少
しでも役立ちたいとの思いも込められています。

日本公認会計士協会
四国会

日本公認会計士協会四国会会長   吉
よ し い

井 修
おさむ

インタビュイー インタビュアー

大阪から四国へ、多くの経験を地域貢献に活かす

研修生
監査法人が独自に設けてい
る、会計・監査の実務経験を
積みながら、公認会計士試験
合格を目指すことができる制
度を指します。

日本公認会計士協会四国会会長   吉
よしい

井 修
おさむ

日本公認会計士協会四国会
女性活躍推進委員会委員長・広報担当幹事 真

ま な べ

鍋 恵
え み こ

美子
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試験合格後は、同監査法人の大阪事務所や、短
い期間ではありましたが高松事務所での勤務を
経て、松山に新たな事務所が開設されることを機
に地元愛媛にUターンいたしました。これまでの
キャリアは、大阪で３分の１、高松と愛媛で３分
の２というところです。

IPO支援業務で地域経済に貢献

真鍋　松山事務所の開設に当たって中心的なメ
ンバーとして関わってこられた中で、ご苦労され
たこと、やりがいを感じられたことについてお聞
かせください。
吉井　松山事務所の開設後は、IPO支援業務の
クライアントとなる中小企業を発掘するために
自ら営業活動も行い、結果として、複数の地元企
業の新規上場に関わることができました。一から
クライアントを発掘することは苦労も多かったで
すが、こうした業務を通して、故郷であり、また、
多くの知り合いがいる愛媛の経済成長に貢献で
きたことに、大きな喜びとやりがいを感じました。

愛媛県出身者として地域へ恩返し

真鍋　会務に携わるようになった経緯について
教えてください。
吉井　監査法人の大阪事務所に勤務していたこ
ろ所属していた近畿会では会務に携わる機会は
ありませんでしたが、転勤を機に、愛媛県部会、さ
らに四国会の会務に携わるようになりました。

愛媛県部会の幹事を経て、副部会長、部会長を
経験し、2019年より四国会の会長に就任いたし
ました。愛媛県出身者として地域に恩返しした
いと考え、四国会の会長の職をお引き受けするこ

ととしました。四国会の活動を通じて、愛媛県以
外の3県の会員の方々と交流する機会や自治体の
方々と関わる機会が増え、そうした貴重な経験か
ら得たことは業務にも大いに活かされています。

人と人をつなぐことが役割

真鍋　今後、地域に貢献していきたいことについ
てお話しください。
吉井　四国会会長として、四国会の会員・準会員
の方々をサポートするという思いを持って活動
しております。具体的には、会員の皆様と、地域
社会のステークホルダーの皆様とのつなぎ役で
す。 任期も残り少なくなりましたが、任期中も
任期満了後もこの姿勢は変えず、地域に貢献して
いきたいと思っております。

費など外部資金の導入を図ることが重要になっ
てきました。運営の透明性の確保や外部資金の
確保のために財務諸表の適正性が重要であるこ
とは言うまでもありません。この財務諸表の信頼

国立大学法人で始まった法定監査の背景

真鍋　吉井会長のキャリアの中で学校法人など
パブリック分野のご経験についてお話がありまし
た。これに関連して、2004年に国立大学法人に
法定監査が導入された経緯について教えていた
だけますか。
吉井　国立大学法人を取り巻く環境は、18歳人
口の減少による定員割れや、国の財政難が続いた
ことで大きく変化しました。大学法人が健全な経
営を続けていくためには、運営の透明性を高める
とともに、積極的に寄付金や受託事業、科学研究

これからの国立大学法人に求められる財務の健全性

任期
地域会会長は、地域会に所属
する会員による選挙によって
選出されます。任期は３年間
であり、2022年６月に開催
される地域会の定期総会を
もって任期満了となります。
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性を担保するために国立大学法人への法定監査
が導入されたと理解しております。

国立大学法人の監査へ携わるきっかけ

真鍋　こうした背景の中で、国立大学法人の監査
に従事されるようになったきっかけを教えていた
だけますか。
吉井　当時は、監査法人が監査業務の受託を前
提にアドバイザリー契約を結ぶというプロセスが
一般的で、四国各県の国立大学法人においても同
様の動きがありました。

私の所属する監査法人の松山事務所は大学と
アドバイザリー契約を結んではいませんでした
が、法定監査に関わる入札に参加した結果、幸い
にも受託することとなり、そこで初めて国立大学

法人の監査に従事することとなりました。

大学側の積極的な姿勢に驚き

真鍋　大学側ではそれまで会計監査を受けた経
験はなかったわけですが、吉井会長の大学に対す
る最初の印象はいかがでしたか。
吉井　公認会計士による会計監査に前向きに対
応いただけたことが印象的でした。こちらの大
学には非常に優秀な職員の方が多く、自ら勉強を
されて積極的にご質問をいただき、それにお答え
するために、こちらも必死で学びながらキャッチ
アップし、そして一歩でも先にいることを心がけ
ていました。所属監査法人の本部の パブリッ
クセクターのチームにもサポートを受けながら監
査を行ったことを覚えております。

たいという方針のもと任意監査を受けておられ
ます。監査を通じて、会計に関する知識が十分で
ない職員の方々に対して、適正な決算書を作成す
るための指導的な役割を果たしていると思って
おります。

パブリック分野の 
監査が求められる時代に向けて

真鍋　地方におけるパブリック分野の監査の担
い手は少ない状況にあるのでしょうか。
工藤　今後、社会福祉法人の 対象範囲の拡大
が予定されておりますが、このままの状況では、
その地域の公認会計士だけでその担い手を確保
することは難しくなることが懸念されます。

ただ、社会福祉法人をはじめ、医療法人や公会
計などパブリック分野における監査のニーズが高
まるということは、地方においても監査業務が必
要とされている証であり、これまで上場企業が中
心だった監査業務の裾野が広がることにつながり
ます。そのような観点から、公認会計士が活躍でき
るフィールドの拡大への期待感も持っております。

法定監査の範囲はさらに広がる

真鍋　パブリック分野での監査業務は今後どう
あるべきかご意見をお願いします。
工藤　今後は、官公庁をはじめ、水道、病院、旅客

社会福祉法人への指導的役割として

真鍋　ここからは少し話を広げて、社会福祉法人
を中心としたパブリック分野の監査に携わって
いらっしゃる四国会会員の工藤さんからお話をう
かがいます。
工藤　社会福祉法人の法定監査が始まったのは
4年前になります。私が携わる中小規模の社会福
祉法人では、県や市等のステークホルダーに健全
な経営状況であるという信用力を理解いただき

日本公認会計士協会四国会会員   工
く ど う

藤 誠
せいすけ

介

インタビュイー インタビュアー

パブリック分野の監査ニーズが地方を変える

対象範囲の拡大
現在は、収益30億円を超える
法人又は負債60億円を超え
る法人が法定監査の対象と
なっています。今後、法定監査
の対象となる法人規模の範囲
の拡大が予定されています。

工藤誠介氏　公認会計士第二次試験合格後、東京の監査法人に入所。その後、故郷徳島に戻
り、独立開業し現在に至る。税務業務のほか、会計監査や民事再生関係の業務に従事している。

パブリックセクター
監査法人の中には、公会計・
非営利会計の分野を専門に取
り扱う、パブリックセクター部
門を設置している法人があり
ます。中央官庁、特殊法人、独
立行政法人、地方自治体、第
三セクター、共同組織体など
の官公庁や非営利団体に対
し、さまざまなサービスを提供
しています。

日本公認会計士協会四国会
女性活躍推進委員会委員長・広報担当幹事 真

ま な べ

鍋 恵
え み こ

美子
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運送などの地方公営企業の監査も必要とされて
いくのではないかと思っております。

また、こうした動きに対して、地方では個人の
公認会計士同士が提携し、新たな監査法人を設
立することでパブリック分野の監査を行う体制
を構築するケースが増えていくかもしれません。
近い将来、パブリック分野の監査をこうした中小
の監査法人が担う時代がやってくるのではない
でしょうか。

地方が公認会計士の活躍の場へ

真鍋　若手公認会計士やこれから公認会計士を
目指そうとしている方々に、パブリック分野の監
査における公認会計士の可能性についてお話し
いただけますか。
工藤　これまで、上場企業の多い都市部以外では
監査業務のニーズは少ないと思われていました。
そのため、地方へ足が向かなかった若い公認会計
士の方々には、ぜひ地方に興味を持っていただき
たいと思います。社会福祉法人、医療法人、公会
計など、これからは全国の至るところでパブリッ
ク分野の監査のニーズが高まり、地域に貢献す

る公認会計士が増えていくと確信しております。
「地方に戻ると監査業務に携わることが難しい」
という認識は、過去のものになるだろうと考えて
おります。

執行部へよい形でバトンタッチすることを意識し
て取り組んでまいりますので、これまでと同様の
ご支援をお願いいたします。

会員と地元のつながりが 
地方を変える力になる

真鍋　地域に貢献しておられる所属会員、ステー
クホルダーや地域の皆様へ向けてメッセージを
お願いします。
吉井　若手会員の方々へは、会務に興味を持って
いただけるように切にお願いしたいと思います。
私自身、会務に関わることを通じて、大先輩から
お話をうかがい多くの気づきを与えていただきま
した。公認会計士の仕事は1人で行えるものでは
ありません。四国会を、業務を含めた大きな範囲
での人とつながり、さまざまな情報や経験を吸収
できる場所ととらえていただき、日々の業務に限
らず会務にも積極的にチャレンジしていただき
たいと思います。

また、業務に従事しつつ会務に積極的に参加し
てくださっている会員の皆様には、引き続きのご
協力をよろしくお願いいたします。

ステークホルダーや地域の皆様には、変化の激
しい状況下にもかかわらず、四国会の活動にご協
力いただきありがとうございます。残り1年、次の

日本公認会計士協会四国会

読者へのメッセージ

〒760-0027 高松市紺屋町1番地3 香川紺屋町ビル 6階

所轄のエリア⃝香川県、愛媛県、徳島県、高知県
会員・準会員数⃝268名（2021年7月末現在）

TEL⃝087-826-7628
FAX⃝087-826-7629
URL⃝https://shikoku.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

左から、工藤誠介氏、吉井修氏、真鍋恵美子氏
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ポストコロナ時代を見据え
新たな形態で研究大会を開催

Interview #14

5つの部会で構成される北部九州会

香野　北部九州会の特徴について教えてください。
千々松　北部九州会は福岡県に 3つの部会を持
ち、さらに佐賀県部会、長崎県部会を合わせて5つ
の部会で構成されています。北部九州地区の産業
の中心地である福岡や北九州エリアでは、監査法
人に所属し監査業務に従事する会員が多いこと
が特徴です。その一方で、佐賀、長崎では個人で
会計事務所を開業し、地元企業向けの監査業務や
税務業務に従事する会員が多い傾向にあります。

北部九州エリアは起業やスタートアップ企業
の育成に注力している自治体が多く、 福岡証券
取引所もIPOに積極的に取り組んでいることか
ら、会員のこれらの企業等に対する支援も非常に
活発で、今回の研究大会においても１つの研究発
表テーマとさせてもらいました。

福岡は今では第2の故郷

香野　現在従事している業務内容やこれまでの
キャリアについてお聞かせください。

千々松　大手監査法人に所属し、大手上場企業
のほか、金融機関や学校法人など多様なクライア
ントの監査業務に従事してきていますが、現在は
協会の会務に割かれる時間もかなり多くなってき
ています。

東京の大学在学中に公認会計士試験に合格
し、現在所属する監査法人の東京事務所に入所
しました。東京で6年勤務した後、福岡事務所に
転勤となり、福岡で暮らし始めて25年超になりま
す。山口県出身ですが、今では福岡を第2の故郷
と感じています。

公認会計士を目指す仲間に触発されて

千々松　小学生のころにそろばん塾に通って数
字や暗算に慣れ親しんでいたことが公認会計士
という職業を選んだきっかけになっているかもし
れません。また、大学では商学部に在籍していた
ことから、周りに公認会計士を目指している学生
が多く、そうした環境に身を置いていたことが、
公認会計士を意識するきっかけになったと思っ
ています。

北部九州会は福岡県・佐賀県・長崎県の会員・準会
員で構成されています。当地にはいわゆる大手、準大
手監査法人の地域事務所のほか、地元を拠点として設
立された監査法人も多数あり、現在はこれらの13監
査法人に所属している会員等が全体の約半数を占め
ています。
現在の執行部は女性7名を含む役員総勢29名で

「会員のため、地域のため、後進のため」をスローガン
に日々これらの会務に邁進しています。
北部九州会としては商工会議所等とも連携した中

小企業等の支援のほか、弁護士や税理士などの各種９

士業団体と共同して組成した福岡専門職団体連絡協
議会が主催する共同相談会に委員を派遣するなど、地
域住民への貢献にも注力しています。
このたび15年ぶりに福岡市にて第42回研究大会

を開催することになりました。福岡市は空港からのア
クセスの良さ、豊かな食文化などから、出張や旅行先
としても非常に人気の高い都市で、また、博多どんた
くや博多祇園山笠を代表とするお祭り好きな気質も
あり、北部九州会としては会員の皆さまへのおもてな
しもさることながら、地域経済等への貢献もできる大
変良い機会だと考えています。

日本公認会計士協会
北部九州会

日本公認会計士協会北部九州会会長   千
ち ぢ ま つ

々松 英
ひ で き

樹
インタビュイー

日本公認会計士協会北部九州会監事   香
こ う の

野 美
み さ お

佐緒
インタビュアー

地域の活力をさらに力強く後押しする地域会へ

日本公認会計士協会北部九州会会長   千
ちぢまつ

々松 英
ひでき

樹

3つの部会
この３つの部会の名称は、「福
岡部会」、「北九州・筑豊部会」、

「筑後部会」です。

福岡証券取引所
1949年に設立された会員組
織の法人で、全国4証券取引所

（札幌・東京・名古屋・福岡）
の1つです。九州圏で唯一の
金融商品取引所です。
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山口県出身者が北部九州会会長に就任

香野　会務にはどのようなきっかけで携わるよ
うになったのでしょうか。
千々松　福岡転勤後に多くの学校法人の監査業
務に従事していたことから、15年ほど前に北部九
州会の学校法人委員会の委員に就任したことが、
会務に携わるきっかけでした。その後、常任幹事、
副会長を経て、2019年に会長に就任いたしまし
た。九州の出身でない私を会長として迎え入れ
てくださった北部九州会の皆さんの懐の深さに
感謝しています。

自治体・公益法人の仕事を通じて 
地域へ貢献

香野　これまでに行ってきた地域貢献につなが
る活動についてお聞かせください。
千々松　監査法人に所属していると、一般企業だ
けでなく、自治体や公益法人などの公的あるいは
非営利分野の業務をお引受けする機会がありま
す。こういった業務は必ずしも監査業務だけで
はなく、会計指導や会計周辺に係る支援業務な
どもあり、これらはある意味で地域貢献にもつな
がっていると感じています。

地域活性化をさらに推進したい

香野　今後はどのように地域に貢献していきた

いとお考えですか。
千々松　今後も商工会議所や福岡証券取引所な
ど外部機関との連携を大切にし、地域経済の活性
化に取り組んでまいります。将来的には公認会計
士としての経験を活かし、地域の方々との対話を
通じて、より地域に根ざした形で貢献していきた
いと思っています。

また、若い人たちに公認会計士の魅力を知っ
ていただくための周知活動や、「日本公認会計士
協会研究大会福岡大会2021」でテーマに掲げる
SDGs（持続可能な開発目標）の啓蒙活動にも、力
を入れていきたいと考えています。

にメンバーを選出いたしました。実行委員長には、
日ごろから信頼を寄せている宮本副会長に就任
いただきました。

SDGsをメインテーマに掲げる

香野　メインテーマである「会計士が創る躍動の
未来～持続可能な社会の構築に挑む～」の決定に
至った背景と、記念講演者を サグラダ・ファミ
リア芸術工房監督の外尾悦郎氏に依頼した理由
を教えてください。
宮本　実行委員会の主要メンバーと何度も打合
せの場を持ち、最終的には社会的に重要なトピッ
クであるSDGsをメインテーマとして掲げること

開催準備は会員が一丸となる契機

香野　ここからは宮本義三副会長にもご参加い
ただき、本年９月17日に開催予定の「日本公認会
計士協会研究大会福岡大会2021」についてお話
をうかがいます。まずは、開催地に立候補した経
緯と実行委員の選定についてお聞かせください。
千々松　前回、福岡で 研究大会が開催された
のは15年前です。再び開催地となることは、自分
にとって、また北部九州会にとっても貴重な経験
になるとの思いから立候補いたしました。

実行委員会は約40名で構成し、 西日本連合
総会の開催にも関わった経験のある会員を中心

開催地になることは地域を知ってもらう大きな機会

日本公認会計士協会北部九州会会長 千
ち ぢ ま つ

々松 英
ひ で き

樹
日本公認会計士協会北部九州会副会長
(北部九州会研究大会実行委員会委員長) 宮

みやもと

本 義
よしぞう

三

日本公認会計士協会北部九州会監事 香
こ う の

野 美
み さ お

佐緒
インタビュイー インタビュアー

西日本連合総会
1957年に大分県別府市で第
１回大会が開催されており、

「会員同士の親睦を高める」こ
とを主たる目的として、西日本
地区(中国会、四国会、北部九
州会、南九州会、沖縄会)で毎
年実施されています。

研究大会
社会との交流を深め、公認会
計士の社会的発言の方途にし
ようとの趣旨の下、1979 年
に第 1 回の研究大会が開催
されました。今回の福岡大会
で42 回目の開催となります。

サグラダ・ファミリア
アントニオ・ガウディの作品群
の１つであり、彼の代表作と
して世界的に有名な建造物で
す。正式名称は、「聖家族贖罪
教会」で、1882年3月19日
に着工しましたが、いまだに
建設途上となっています。
なお、バルセロナにあるガウ
ディの他の作品とともに、世
界遺産に登録されています。
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が決定しました。新型コロナウイルス感染拡大に
よって社会全体が大きな変化を遂げつつありま
す。今回の研究大会では、この不確実な時代に公
認会計士がSDGsにどのように貢献していけるか
を提言したいと考えております。

外尾悦郎氏は福岡のご出身であり、また、彼の
キャリアが、多様なステークホルダーと関わりな
がら案件を進めていく私たちの業務と重なる部

分が多くあるように感じました。公認会計士の将
来へ向けた示唆に富むお話を聴かせていただけ
ると考え依頼をいたしました。

変化の激しい時代に一石を投じる

香野　研究発表では、北部九州会から、「地域発
スタートアップ企業と躍動の未来」、「AI時代の
ヒューマンスキル〜心流マネジメントの進め方」
の２テーマが予定されています。これらのテーマ
はどのように決定されたのでしょうか。
宮本　地域に関連するテーマであり、不確実・不
安定な世の中に一石を投じるような発表をすべ
きという実行委員一同の思いからこのテーマに
決定しました。福岡は地方都市ながらもIPOを目
指す企業が多いことから、新しいイノベーション
を起こす「スタートアップ」をテーマといたしまし
た。また、その一方で、変化の激しい時代だから
こそ、人と人の結び付きがより一層重要になると
の意見もあり、「ヒューマンスキル」もテーマとい
たしました。

収容力と動線の条件を満たす会場選定

香野　会場はどのような経緯で決定したのかお
聞かせください。
千々松　当初は参加者の利便性や地域への経
済的効果の両面から市街中心部の会場を探しま
した。しかし、研究大会には1,000人を超える方
が訪れることから、キャパシティと交通の便、会
場内での良好な導線などの条件を満たす会場が
見つからず、中心地から少し離れてはいますが、
G20財務大臣首脳会合も開かれた実績のあるヒ
ルトン福岡シーホークに決定いたしました。

感染予防という制限の中で

香野　記念パーティーのアトラクションなどはど
のように検討して決定したのですか。 
千々松　福岡の魅力を肌で感じられるアトラク
ションを考えていましたが、新型コロナウイルス
への感染予防のためにソーシャルディスタンス
の確保などを考慮して公演できる演目を決定し
なければなりませんでした。その結果、聴衆との
接触が少なく華のあるアトラクションという観点
で、精華女子高等学校吹奏楽部の演奏と書道家
によるパフォーマンスをお願いしました。全国大

会や海外のマーチングコンテストで数々の受賞
歴のある本格的な演奏などを楽しんでいただき
たいと思います。

日々変わる状況で計画する苦労

香野　コロナ禍におけるエクスカーションの実
施となりますが、配慮された点があればお聞かせ
ください。
宮本　ホテルや運営業者、旅行代理店との調整
の中で、移動や食事はもちろん、会場の広さ、人数
制限など細部に至るまで検討を重ねてきました。
コロナ禍の状況次第で開催できる条件は大きく
異なってきますが、今私たちができる最大限のお
もてなしをしたいと考えています。

新たなイベントの形を確立する

香野　コロナ禍の影響によって、感染予防の観点
からさまざまな検討が必要になったと思います。
ご苦労された点について教えてください。
千々松　日々変化する状況に合わせて代替案を
用意しておかなければならないため、例年の倍以
上の労力が必要になっています。実行委員会の
ミーティングも、コロナ禍後はほとんどオンライ
ンで行うため、1つの物事を決定するのにも時間

不確実な世の中で今できることを全力で進める

左から、香野美佐緒氏、千々松英樹氏、宮本義三氏

第42回日本公認会計士協会
研究大会福岡大会2021のパ
ンフレットの表紙画像
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がかかり、大変苦労しました。
宮本　新型コロナウイルス感染拡大前後で、全く
異なるパターンの企画を複数検討いたしました。
このような状況下でも、北部九州会の事務局職員
の方々には少数精鋭で頑張っていただいており、
大変感謝しています。

前例のない状況で、この研究大会をポストコロ
ナ時代の新たな形として、リアルとオンラインを
組み合わせたハイブリッドでつくり上げようとい
う挑戦心が、私たちの大きなモチベーションにな
っています。

数々の困難を原動力に変えて

香野　研究大会にかける想いと、開催を通じての
地域貢献についてお聞かせください。
千々松　会員中心のイベントではありますが、地
域を巻き込んで地元を盛り上げたいと思ってい
ます。福岡に全国から多くの会員がいらっしゃる
ことは、地域を知っていただく大きなチャンスで
もあります。コロナ禍の影響でどこまで地域に貢
献できるのか不安もございますが、参加者の皆様
に満足していただける結果を残したいと思って
います。

宮本　閉会の際には、運営スタッフ、来場者の
方々、そして地域の皆様など、大会にかかわって
くださった全ての人に「開催してよかった」、「参
加できてよかった」と思ってもらえるような研究
大会を目指しております。仮にコロナの状況によ
り オンライン開催にならざるを得ない状況に
なったとしても、その困難を、さらによいものをつ
くろうという原動力に変えて、最後まで力を緩め
ず万全の準備を進めてまいります。
※本インタビューは2021年６月30日に収録したものです。内容はその当時の
情勢を踏まえたものとなっております。

コロナ禍で厳しい状況の中、何かお困りごとが
ありましたら、お近くの公認会計士へ気軽にご相
談ください。皆様のご相談に対して最適なアドバ
イスをさせていただくことが、私たちの果たす役
割であると考えております。今後とも北部九州会
へのご支援、ご指導をよろしくお願いいたします。

所属してよかったと思える地域会に

香野　地域に貢献している所属会員へメッセー
ジをお願いします。
千々松　長年会務に関わってきましたが、会長に
就任して改めて思ったのは、北部九州会は、副会
長などの幹事を含めた29名の執行部、数多くの
委員に就任いただいている会員、そして会員の皆
様1人ひとりのお支えがあって運営できていると
いうことです。今後も、会員の皆様それぞれが北
部九州会に所属していてよかったと思っていた
だけるような地域会を目指してまいります。

地域社会とのよりよい関係構築を目指して

香野　最後に、ステークホルダーや地域の皆様へ
メッセージをお願いします。
千々松　地域の企業の方々には公認会計士の業
務を評価していただけるよう、地元の学生等若い
方々には公認会計士が魅力ある職業だと思って
いただけるよう、皆様とよりよい関係を構築して
いきたいと思っています。

日本公認会計士協会北部九州会

読者へのメッセージ

オンライン開催
第41回研究大会は、2021年
９月に札幌において開催が予
定されていましたが、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡
大状況に配慮し、オンライン
形式により開催されました。

〒810-0001 福岡市中央区天神4-2-20 天神幸ビル 5階

所轄のエリア⃝福岡県、佐賀県、長崎県
会員・準会員数⃝985名（2021年7月末現在）

TEL⃝092-715-4317
FAX⃝092-715-3664
URL⃝https://n-kyusyu.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。
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地域の声に真摯に耳を傾け、
求められる力を提供する

Interview #15

4つの県で構成されている南九州会

服部　南九州会の持徴、特に会員の状況につい
てお聞かせください。
荒木　南九州会は、熊本県、鹿児島県、大分県、宮
崎県の4県で構成されており、会員・準会員数は
2021年７月末時点で241名（監査法人を除きま
す。）です。所属会員の特性は、大手監査法人に所
属している会員を除くと、多くの会員が 税理士
登録をして税務業務に従事していることが挙げ
られます。税務業務を主な業務とする会員の割
合は、他の地域会と比較すると高い状況にあると
いえます。

次に、地理的状況として熊本県と鹿児島県以外

は交通の便が非常に悪く、各県間の会員の交流が
難しいことが特徴です。南九州会の各県の会員・
役員の皆様には、会員数が少なく、また交通の便
も悪い中、会務の運営に多大なるご協力をいただ
き大変感謝いたしております。

南九州会は全国で２番目に会員数の少ない地
域会ですので、今後は首都圏などからの Iター
ンやＵターンがしやすい環境を整え、若い会員の
数を増やしていきたいと考えています。

幅広いフィールドで地域に貢献

服部　公認会計士を目指した理由や現在従事さ
れている業務についてお聞かせください。
荒木　高校３年生のとき、大学受験を迎えるにあ
たって読んだ大学案内のパンフレットに公認会
計士が取り上げられていたことが、私の公認会計
士との出会いでした。大学卒業後は地元に戻っ
て働きたいと考えていた私にとって、公認会計士
の活躍できるフィールドが幅広く、税理士登録し
て税理士としても活動できるほか、地元に大いに
貢献できることにも魅力を感じたことから、公認
会計士を志すようになりました。

税理士登録
公認会計士は、税理士となる
資格を有しており、税理士登
録を行い、税理士会に入会す
ることにより税理士業務に従
事することができます。

私たちは監査及び会計の職業的専門家として、監
査業務、会計業務、税務業務の知見を活かすとともに、
地方公共団体の公職などを通じてさまざまな情報の
信頼性を確保することにより、南九州地区の経済の健
全な発展と公共の利益に貢献いたします。
具体的には、以下の重点施策に積極的に取り組み

ます。
１．会計及び監査のプロフェッションとして、環境変化
に即応した知識の修得と更なる会員の資質向上を
図るための継続的専門研修の充実に努める。

２．社会の多様なニーズに対応し、地域の活性化に貢
献するため、公的・非営利分野への監査の拡大、中
小企業支援、税務業務活動の強化等に取り組む。

３．公認会計士業務に対する地域社会からの適切な理
解と十分な信頼を得るため、広報活動に取り組む。

４．ダイバーシティ・ネットワーキングの構築・強化の
ため、女性会計士活躍促進協議会の活動や組織内
会計士等への支援に取り組む。

５．各重点施策を円滑に推進するため、委員会活動や
対外的な交流等に積極的に取り組む。

日本公認会計士協会
南九州会

日本公認会計士協会南九州会会長   荒
あ ら き

木 幸
こうすけ

介
インタビュイー

日本公認会計士協会南九州会広報委員会副委員長   服
はっとり

部 学
まなぶ

インタビュアー

少ない会員数ながらも活力ある地域会を目指す

日本公認会計士協会南九州会会長   荒
あらき

木 幸
こうすけ

介

IターンやＵターン
「Ｉターン」は、出身地で勤務
したあと、出身地以外の場所
に移住し働くことを意味しま
す。また、「Ｕターン」は、出身
地以外で勤務した後、再び出
身地に戻り働くことを意味し
ます。近年、コロナ禍の影響
もありIターン、Uターンの動
きが活発化しています。
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公認会計士第二次試験合格後、監査法人の熊
本事務所に入所し、その後、税理士登録を行い
監査業務と税務業務を兼業してまいりました。
2020年６月に地元の監査法人を退職し、現在は
税務業務を中心に業務を行っております。

地域間（各県間）の交流や 
活動の活発化が目標

服部　これまでの会務の経験について教えてく
ださい。
荒木　私の会務経験は、2007年６月、熊本県部
会の県部会長職から始まりました。そして、南九
州会の副会長を2期務めた後に、会長に就任いた
しました。

南九州会は会員数が少なく、また地域間の交通
の便が悪いために、地域会としての活動が制約さ
れることが課題です。将来的に地域間の交流や
活動を活発化できるような環境を整備すること
が会長としての役目であると考えております。

子どもに税の大切さを伝える意義

服部　これまでに行った地域貢献につながる活
動について教えてください。
荒木　1989年から 納税貯蓄組合の組合員と
なり、納税道義の高揚に関わるさまざまな活動を
行ってきました。その活動の中で、中学生の「税
についての作文」募集に携わる機会をいただきま
した。応募された作文の審査を通して、中学生の
税に対する純粋な思いに心を打たれることがた
びたびあり、小中学生への租税教育の重要性を
肌で感じることができました。私が、南九州地区
納税貯蓄組合連合会の会長に在任中、熊本県玉
名市の中学2年生の作文が内閣総理大臣賞を受
賞したことは大変嬉しい思い出です。公認会計士

が南九州地区納税貯蓄組合連合会の会長を務め
ることは珍しく、とても貴重な経験ができたと思
います。

積極的な社会貢献活動への取組

服部　地域に貢献している会員の活動について
お聞かせください。
荒木　近年、南九州地域では、2016年の 熊本
地震、2020年の熊本県南部を中心とした 豪雨
災害など、頻繁に大きな自然災害が発生していま
す。『会計・監査ジャーナル』別冊第１号で紹介さ
れておりますが、熊本地震後、被災者の方々に対
して南阿蘇の「グループ補助金」の申請書作成支
援を行い、南阿蘇村から感謝状を授与された会員
もいらっしゃいます。このような社会貢献活動に
南九州会として積極的に取り組むとともに、社会
貢献活動に取り組んでいる会員を支援していき
たいと考えております。

からの税務業務に対するニーズが高く、会員の約
72％が税理士登録をしています。近年は社会福
祉法人や医療法人などパブリック分野にまで監
査の適用範囲が広がっていますが、監査法人に所
属していない公認会計士の多くは、税務業務を中
心に活躍しております。

南九州会会員の約72％が税理士登録

服部　税務業務を行う公認会計士の割合が高い
南九州会には、どのような地域特性があるので
しょうか。
樋口　南九州会の4県は上場企業が少ない一方、

農業県であることもあり農業法人や中小企業

税務業務を中心に会員を適宜サポート

日本公認会計士協会南九州会会長	 荒
あ ら き

木 幸
こうすけ

介
日本公認会計士協会南九州会税務業務委員会委員長	 樋

ひ ぐ ち

口 信
の ぶ お

夫

インタビュイー

日本公認会計士協会南九州会広報委員会副委員長   服
はっとり

部 学
まなぶ

インタビュアー

熊本地震
2016年４月14日以降、熊本
県と大分県で相次いで発生し
た地震を指します。震度７や
震度６の地震が立て続けに発
生し、甚大な被害をもたらし
ました。

豪雨災害
2020年7月3日 か ら7月31
日にかけて、熊本県を中心に
九州や中部地方など日本各地
で発生した集中豪雨を指しま
す。熊本県を中心に甚大な被
害をもたらしました。

納税貯蓄組合
納税貯蓄組合法（昭和26年
法律 145号）に基づき、納税
資金の備蓄による各種税金の
円滑な納付を目的として組織
された団体です。全国の市町
村の商店街や町内会、同業組
合、企業等の納税者を構成メ
ンバーとする「単位組合」を基
礎単位とし、その上に市町村
連合会、所轄税務署単位に地
区（署）連合会、さらにこの地
区（署）連合会を構成員とし
て、都道府県ごとの連合会が
組織されています。

農業県
南九州地域は、温暖な気候や
十分な日照時間など優れた自
然条件を活かした畜産や野
菜、お茶などの農業生産が高
く、日本の食糧供給基地とし
ての役割を担っています。
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行政機関との良好な関係を構築

服部　南九州会における行政との関わりについ
てお聞かせください。
樋口　九州財務局等の関係諸団体との連携を強
めることが重要です。そのため南九州会では、九
州財務局長、熊本国税局長、熊本国税不服審判所
長への表敬訪問を適宜実施しているほか、定期的
な意見交換会を行うなど、行政サイドのご意見を
伺い親交を深める機会を設けております。

さらに、定期総会での九州財務局長による経済
講演や、知事所轄学校法人監査に関連して熊本県
の担当官の方を講師とした研修会を実施するなど、
会員の業務に役立つ活動を行っています。また、
包括外部監査にも多くの会員が携わっているほ
か、県や市などからさまざまな委員会への委員の
推薦依頼を受けており、2020年度の実績で22名の

深刻化する事業承継問題

服部　中小企業の多い南九州地区では、経営者
の高齢化が進行し、事業承継が喫緊の課題となっ
ています。こうした課題に対して、南九州会では

税務業務を円滑に行うための支援

服部　このような地域特性を踏まえ、南九州会と
して会員にどのような支援を行っていますか。
樋口　南九州会では、各会員が円滑に税務業務
に従事できるように、地域特性に合わせた会員の
業務支援の充実を念頭に事業計画を策定してお
ります。また、渉外活動にも積極的に取り組んで
おり、公認会計士が税理士登録の上、税務業務に
従事し税務行政へ貢献していることを熊本国税
局長等への表敬訪問時に説明をしてご理解をい
ただいています。

具体的な会員への業務支援として、税務業務
部会と共催で本部の 租税相談員による税務事
例研修会や国税局担当官による研修会、本部主
催研修会を収録したDVDを利用した研修会を開
催するなど、さまざまな形で会員へのフォローア
ップを行っております。

南九州会の会員が委員に就任しております。

女性会員への委員就任依頼が多い

服部　自治体からの委員会への委員就任依頼に
関して、近年は女性会員への就任依頼が多いとの
お話も聞いております。どういった理由があるの
でしょうか。
樋口　南九州会所属の女性会員の中には、個人
開業してから毎年途切れることなく委員就任の
依頼がある方もいます。自治体が目標に掲げる
委員会の女性委員の比率が、20年前の20％から
40％にまで上がっていることが背景にあるよう
です。このような事情を理解した上で、女性公認
会計士として、就任した委員会活動に積極的に参
加しておられるとのことです。今後もジェンダー
平等の実現の視点がより一層求められるのでは
ないかと思っております。

どのような支援を行っているのでしょうか。
樋口　南九州会では、熊本県部会において事業承
継支援委員会を発足してこの課題に取り組んで
います。具体的な活動としては、熊本県の商工会
連合会への適宜の表敬訪問、定期的な意見交換

行政との連携を通じて地域へ貢献

事業承継支援を通じて地域活性化に貢献

租税相談員
日本公認会計士協会では、租
税相談室を設け、税務業務に
関して高い見識を有する租税
相談員が会員からの租税に関
する業務の照会及び相談に応
じています。

南九州会の役員・委員会メンバーの方々と撮影した集合写真
※一番左が服部 学氏、荒木幸介氏の右側が樋口信夫氏
　(インタビュー参加者以外のお名前は左から本吉幸雄氏、飯村光敏氏、清家美穂氏)
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の実施が挙げられます。こういった活動の中で、
商工会連合会からの要請で事業承継に関するセ
ミナーを実施いたしました。このセミナーには、
地域金融機関や事業承継支援に関わる公認会計
士以外の士業の方々も参加され、セミナーで得た
繋がりが、今後の発展に寄与するものと考えてい
ます。また、地方銀行への表敬訪問も行い、地域
会として地域金融機関との連携を強化できるも
のと考えております。

ほかにも、熊本県弁護士会とセミナー後の進捗
状況について意見交換する場を設け、事業承継支
援に向けた連携について検討を進めております。
さらに、 熊本県事業承継・引継ぎ支援センター
との意見交換も実施しており、その中で事業承継
に必要となる株価評価にかかる業務への協力要
請を受けております。

今後の地域会としての取組

服部　南九州会として、今後、地域にどのように
貢献していきたいですか。
荒木　まず、今お話がありました事業承継の支援
をさらに推進することです。公認会計士は企業価
値評価などを適正に行うスキルを有しており、事
業承継支援のさまざまなシーンにおいてクライ
アントのお役に立つことができます。今後も商工
会連合会・地域金融機関・弁護士会などと密に連
携し、意見交換会やセミナーなどを継続して実施
していきたいと思っています。

次に、IPOを目指す地元の企業を発掘し、支援
していくことです。IPOを目指すアーリーステー

ジのベンチャー企業を支援することは、地域経済
を活性化し、新たな雇用を生み出すことにつなが
ります。
独立開業間もない若手の公認会計士にとって、

事業承継やIPO関連の支援業務に携わることは、
業務の幅を広げるだけでなく、クライアントの拡
大による新たな収益確保にもつながります。さら
には、社外監査役や社外取締役に就任する機会を
得る可能性も高まるでしょう。

これらの業務は、クライアントの利益だけにと
どまらず、地域経済の活性化や若手の公認会計士
のIターンやUターンの促進にも寄与すると考え
ております。

　税務業務を始めようとしている若い公認会計
士の方には、税務についてしっかり自己学習を行
い、さすが公認会計士が作成した税務申告書は
正確だと税務当局に信頼していただけるよう研
鑽を積んでいただきたいと思います。

服部　最後に後進へのメッセージをお願いします。
荒木　監査法人を退職して、新たに税理士登録を
行い税務業務を始めようとしている若い公認会
計士の方へお願いがあります。
　現在、法人税申告書や消費税申告書等の税務
申告書の構造や記載方法が非常に複雑化してき
ております。
　また、税務申告書はコンピューターで作成しま
すが、基本データは人が入力しますので、作成さ
れた申告書が正確かどうかは人が確認する必要
があります。
　このような状況において、税務申告の経験の浅
い人が作成した税務申告書はどうしても間違い
が多くなる傾向にあります。

日本公認会計士協会南九州会

読者へのメッセージ

熊本県事業承継・
引継ぎ支援センター

「事業承継・引継ぎ支援セン
ター」は、中小企業・小規模事
業者の円滑な事業引継ぎを支
援するため、法律に基づいて
設置されている公的機関で
す。各県に設置されており、
豊富な知識や経験を有する専
門家が、事業承継に関する
ニーズの掘り起こしや、各種
課題解決のための情報提供、
助言及びマッチング支援を
行っています。

〒860-0806 熊本市中央区花畑町4番7号 朝日新聞第一生命ビルディング 3階

所轄のエリア⃝熊本県、鹿児島県、大分県、宮崎県
会員・準会員数⃝241名（2021年7月末現在）

TEL⃝096-352-3737
FAX⃝096-352-3700
URL⃝https://s-kyusyu.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。
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教育現場に接して、
沖縄が抱える課題と向き合い
持続可能な就学支援活動を目指す

Interview #16

皆で助け合う沖縄会のネットワーク

玉元　地域や沖縄会の特徴を教えてください。
賀数　沖縄県は第3次産業の割合が非常に高く、
観光サービス主体の産業で成り立っている地域
であるといえます。沖縄会では、監査法人に所属
する会員は少なく、所属会員の約70％が個人で
開業しております。個人開業の会員は、税務業務
のみだけではなく、監査、コンサルティング等幅
広い分野の業務に従事しています。監査などの
チームを組む必要のある業務については、沖縄会
のネットワークを活用してメンバーを確保した
上で対応しております。

監査、コンサルティング、社外役員など 
幅広い業務に従事

玉元　現在従事しておられる業務の内容や、これ

までのキャリアについてお聞かせください。
賀数　一般企業や学校法人、医療法人などの監
査業務、公益法人などへのコンサルティング業務
のほか、一般企業の社外監査役に就任しておりま
す。監査業務については先ほど申し上げたとお
り、案件ごとに沖縄会の会員などとチームを組織
して取り組んでおります。

愛する故郷、沖縄での開業を目指して

賀数　県内の大学に進学し、学生生活を満喫して
いた私が公認会計士の道に進んだのは、進路を模
索していた大学3年生のときに、簿記を学ぶ同級
生を見て会計に興味を持ったことがきっかけで
す。父親が自営業を営んでいたこともあり、いず
れは愛着のある地元で独立開業できる仕事に挑
戦したいという思いもあり、卒業後、公認会計士
を目指して 上京いたしました。

新型コロナウイルス感染症の新規感染者数の増減
に、経済だけでなく、個々人の生活そのものが影響を
受けるような状況が続いています。そのような社会状
況の中で、我々公認会計士も、環境の変化に合わせて
柔軟に対応する必要があることをひしひしと感じて
おります。
公認会計士の独占業務として、独立した立場におい

て監査証明を行う監査業務があります。上場企業等
の財務諸表の適正性について意見を出すものですが、
その対象は、学校法人、地方公共団体、医療法人、社会
福祉法人、農業協同組合等へと広がってきました。こ
れらの監査業務は、監査対象の経営健全化に資すると
ともに、間接的ではありますが地域活性化の一助とな

っているものと思われます。また、監査以外の領域(税
務・コンサルティング・組織内会計士・社外役員等)に
おいても、公認会計士が地域社会に貢献できる場は大
きく広がってきております。
沖縄会はまだまだ小さな地域会ですが、若い世代

(20代から40代までの割合69％)、女性(女性の割合
14％)も継続して増えております。今後とも関係各位
のご協力を得ながら、公認会計士が様々な業務に積極
的に関わることによって、社会価値の創造及び持続可
能な社会の構築に貢献できるよう努めてまいります。
今後とも変わらぬご指導とご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

日本公認会計士協会
沖縄会

日本公認会計士協会沖縄会会長   賀
か か ず

数 紀
のりゆき

之
インタビュイー

日本公認会計士協会沖縄会幹事、広報委員会委員長   玉
たまもと

元 宏
ひ ろ し

志
インタビュアー

多様な業務を支える、会員同士の柔軟な協力体制　

日本公認会計士協会沖縄会会長   賀
かかず

数 紀
のりゆき

之

上京
現在は、講義の受講環境が整
備されオンラインで遠隔地か
ら受験予備校の授業を受講す
ることができます。しかし、賀
数会長が学生であった時代は
対面での授業が主であり、予
備校の授業を受講するために
は首都圏に移る必要がありま
した。
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公認会計士第二次試験合格後、監査法人の東
京事務所に入所し、さまざまな企業の監査業務に
従事しました。そしてその監査法人から上場準備
企業へ出向した際に、監査とは異なる分野の業務
に関心を持ち、多様な経験を積みたいと考えたこ
とから監査法人を退所いたしました。

その後、地元である沖縄に戻り、沖縄に本社を

持つスタートアップ企業に入社し資金調達等の
業務に携わりました。そこで歴史や信用のない企
業が資金調達する難しさを痛感したことはよい
経験であったといえます。そして、監査法人の沖
縄事務所の勤務を経て2007年に個人会計事務
所を開業し、現在に至っております。

小規模な組織ゆえの機動力と 
ネットワークを活用

玉元　今後はどのような形で地域へ貢献したい
とお考えですか。
賀数　私は業務の内外を問わず、自身のスキルが
求められる場へ積極的に関わることが、公認会計
士の社会的責任であると考えており、これまでど
おり地域に貢献をしていきたいと思っています。

また、沖縄会としては、 「公認会計士の日」記
念講演会やよろず相談会などの活動を継続しな
がら、SDGsを念頭に新たな領域における地域貢
献についても積極的に推進していきたいと思っ
ております。この後にお話しする就学支援活動
も、正に新たな取組みの一環であるといえます。

また、観光産業が大きな割合を占める沖縄経済
は、コロナ禍の影響が大きく非常に厳しい状況に
あります。沖縄会ならではの機動力と密なネット
ワークを活かし、経営が厳しい企業に適時に支援
ができる体制を整えていきたいと考えております。

人のつながりを大切にする沖縄の風土

玉元　会務にはどのようなきっかけで携わるこ
とになったのでしょうか。
賀数　会務に携わるきっかけは、周りの先生方か
らお声がけをいただいたことです。沖縄会は、小
規模であったことや「 模合」と呼ばれる沖縄特
有のコミュニティを通じて横のつながりが密で
あったことから、会務に関わりやすい環境があっ
たと思います。これまでに沖縄会の役員のほか、
協会のさまざまな委員会活動などを通じて会務
に携わり、多様な方と交流できたことは得難い経
験となりました。

公認会計士として故郷に 
貢献できたことが誇り

玉元　これまでに行ってきた地域貢献につなが
る活動について教えてください。
賀数　私は、日々の業務そのものが地域貢献であ
ると考えています。実感がしにくい部分もありま
すが、地域の需要に応えしっかりとサービスを提
供することは地域貢献につながっていると考え
ています。

また、公認会計士の専門性を活かし、少しでも
地域のお役に立ちたいという思いから、沖縄県私
立学校審議会の委員や沖縄科学技術大学院大学
発展促進県民会議の監事、沖縄県中小企業再生
支援協議会の委員などを務めてまいりました。　
　以前、地元の自治会で会計担当として関わるこ
とがあり、自治会が、代替わりもしている複数の
個人が共有名義で持つ土地の所有権を自治会名
義に整理するため、地域の先輩方や他の士業の
方々と協力して取り組みました。公認会計士の専
門性を活かして地域の課題を解決し、故郷に貢
献できたことは私の誇りとなっております。

業種や立場を超えた関係を活かし、地域の課題に挑む

模合
グループで一定のお金を出し
合い、定期的にそのお金を１
人ずつ順番に受け取っていく
沖縄ならではの風習を指しま
す。親族や職場、学校等で行
われるものから、事業者同士
で行われるものまでその形態
は多岐にわたっています。
模合の発祥は古く、その原型
は18世紀以前の琉球王朝の
時代にはすでに存在したとい
われています。

「公認会計士の日」
記念講演会

日 本 公 認 会 計 士 協 会では、
1948年7月6日に公認会計
士法が公布されたことを記念
し、この日を「公認会計士の
日」と定め、この日を中心とし
て全国で広報活動を展開して
います。この広報活動の一環
として、沖縄会では毎年記念
講演会を開催しています。
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沖縄で深刻化する子どもの貧困・教育格差

玉元　ここからは、経済的な理由から塾に通うこ
とを断念する子どもたちに無償で学習の機会を
提供しておられる「NPO法人エンカレッジ」の坂
晴紀理事長に、沖縄会と連携した就学支援活動に
ついてお話をうかがいます。はじめに、子どもの
貧困率が全国平均の約２倍と高い水準にある沖
縄県における子どもの貧困・教育格差の現状や、
その要因についてお聞かせください。
坂　沖縄県は、進学率や全国学力テストの順位な
ど 教育に関するワースト1が多く、県全体の教
育レベルを底上げすることが喫緊の課題である
と考えております。貧困のため十分な教育を受け
られないまま社会へ出てしまい、満足のいく就職
ができず低所得となり、子どもの教育に費やすお
金を捻出できないという負の連鎖を断ち切る必
要があります。

家庭の事情や個々の能力など、子どもを取り巻
く状況は多種多様であり、1人ひとりに寄り添う
福祉的な要素と教育の両輪で継続的に取り組む
ことが、課題解決に不可欠だと思っております。

沖縄会会員が講師を務める 
簿記初級キャリア講座を実施

玉元　沖縄会が就学支援活動に関わることに
なった経緯や、活動を通した手応えなどをお聞か
せいただけますか。
賀数　沖縄会として活動を支援したいという田
里前会長の意向を受け、当時、広報委員会の委員
長であった私がエンカレッジの方々と一緒に企
画し、2018年に 簿記初級キャリア講座を実施
したことが活動の始まりです。翌年には田里前会
長が講義を担当し、参加された方の中から、簿記
初級に合格した方もいらっしゃいました。

こうした活動は、沖縄会の会員にとっても、子
どもの貧困問題を身近にとらえる意義深い機会
となりました。昨年はコロナ禍で活動を自粛せざ

活動存続を支えた沖縄会前会長の存在

玉元　坂理事長が取り組まれている活動の概要
やNPO法人立上げの経緯について教えてくださ
い。
坂　NPO法人エンカレッジでは、「子どもたちに
希望を持ち続けてもらいたい」との思いから、通
塾支援事業として居場所型学習支援教室の運営
などを行っております。現在、県内17市町村・27
教室の大部分を行政からの受託事業として運営
しています。
経済的な理由で進学を諦める子どもや保護者

の苦悩を目の当たりにしたことがきっかけとな
り、2008年に活動をスタートしました。しかし、
当時は子どもの貧困という概念が社会で認知さ
れておらず、行政からの支援も期待できない状況
でした。そのような中で、企業や行政の方々を紹
介してくださったのが、以前から面識のあった沖
縄会の田里友治前会長だったのです。田里前会
長等のご協力もあり、沖縄市などへの働きかけが
進み行政予算も徐々にいただけるようになり、こ
こまで活動を継続することができました。

るを得ませんでしたが、私たちの勉強の場でもあ
るという想いも強く、今後もぜひ協力していきた
いと思っております。

沖縄の子どもたちへ、公認会計士としてできること

沖縄の貧困・教育格差解消に向けたチャレンジ

NPO法人エンカレッジ理事長	 坂
さか

 晴
は る き

紀
日本公認会計士協会沖縄会会長	 賀

か か ず

数 紀
のりゆき

之

インタビュイー

日本公認会計士協会沖縄会幹事、広報委員会委員長    玉
たまもと

元 宏
ひ ろ し

志
インタビュアー

簿記初級
日本商工会議所及び各地商
工会議所が実施する検定試験
を指します。簿記初級は簿記
初学者向けの入門級であり、
簿記の基本原理及び企業の
日常業務における実践的な簿
記の知識の習得に資する内容
となっています。インターネッ
トを介して試験の実施から採
点、合否判定までを行う「ネッ
ト試験」方式にて試験が実施
されています。
なお、簿記初級は2017年４
月から実施されており、それ
以前は簿記４級の試験が実
施されていました。

教育に関する
ワースト1

沖縄県が集計した「学校基本
統計」では、2020年３月に高
等学校を卒業した学生の大学
進学率は40.8％(男子36.9％、
女子44.6％)となっています。
前年より1.2ポイント増加してい
ますが、全 国 平 均 値 である
55.8％よりも少ない数値となっ
ています。また、2019年度全国
学力テストの小学生の正答率
ランキングでは、沖縄県は全
国で６位(正答率68.0%)でし
たが、中学生の正答率ランキ
ングは全国で最下位(正答率
57.0%)となっています(文部
科学省 平成31年度(令和元
年度)全国学力・学習状況調
査より)。

左から、玉元宏志氏、坂 晴紀氏、賀数紀之氏
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様から私たち公認会計士へお寄せいただく信頼
を肝に銘じ、今後もご期待に添うべく努力してま
いります。

会員一丸となり、皆様の信頼に応えていく

玉元　最後に、所属会員やステークホルダー、地
域社会に向けてメッセージをお願いいたします。
賀数　業務領域の多様化や拡大に伴い、地域社
会における公認会計士への期待は今後も高まり
をみせると思われます。所属会員の皆様には、そ
れぞれの得意分野を活かしながら、会員一丸と
なって地域の期待に応えていただきたいと思っ
ております。

ステークホルダーの皆様には、日ごろから沖縄
会へご支援をいただきありがとうございます。皆

日本公認会計士協会沖縄会

読者へのメッセージ

〒901-0152 那覇市字小禄1831番地1 沖縄産業支援センター4階416号室

所轄のエリア⃝沖縄県
会員・準会員数⃝96名（2021年7月末現在）

TEL⃝098-996-3750
FAX⃝098-996-3811
URL⃝https://okinawa.jicpa.or.jp/

※上記の会員・準会員数は監査法人を除いた数値です。

成功体験を通じて子どもの就学を後押し

玉元　簿記初級の合格者も出たとのことですが、
この講座に参加した子どもたちの反応はいかが
でしたか。
坂　子どもはもとより、保護者の方や現場の先生
方も、子どもが「資格取得」という確かな形で成
功体験を得られたことへの喜びは大きく、手応え
を感じておられたようです。コロナ禍ということ
もあり、今後はリモートなどを活用し、より多くの
子どもたちに向けてこの活動を展開していきたい
と考えております。
賀数　受講者の方々に、この講座をきっかけに社
会にさまざまなスキルや仕事があることを感じ
ていただきたいと思います。普段子どもたちに何
かを教える側にはない沖縄会会員にとって貴重
な機会であり、今後も継続していくことが大事で
あると考えております。

社会資源としての公認会計士の役割

玉元　子どもの貧困・教育格差問題において、今
後、公認会計士に期待することをお聞かせください。
坂　当法人が就学支援する子どもは毎年約1,000
人、県内の他団体を合わせても2,000人ほどです。
一方で沖縄県の子どもの貧困率は29.9％（約8万
人から10万人）と、支援の数が圧倒的に不足して
いるのが現状です。そのため「 プラットフォー
ムとしての学校」という位置付けの貧困対策の推
進が閣議決定もされています。そうした中で、沖
縄会のような士業団体と私たちNPOという学校
外の社会資源が学校との連携を強めていくこと
がより重要になると考えております。

また現在、私たちは、多様な士業の方々にもご
利用いただけるシェアオフィスと中・高校生の支
援教室を兼ねた、新しい形の学習塾の立上げを
検討しております。勉強の合間に働く大人の方々
との交流を通じて、これまでのように寄り添う伴
走型ではなく子どもたちが夢や目標を持ち自発
的な学びを行えるようになることが目的です。こ
うした活動においても沖縄会の皆様にご協力い
ただければ幸いです。
賀数　このようなご要望をいただけるのは、これ
まで継続的に支援に関わってきた沖縄会の姿勢
に対する信頼の証であると受け止めております。
今後もご期待に応えるべく、坂理事長をはじめと
した、子どもの貧困・教育格差問題に最前線で取
り組む方々とともに、沖縄の将来を担う子どもた
ちの支援に努めてまいります。

プラットフォーム
としての学校

2014年に閣議決定された
「子供の貧困対策に関する大
綱について」において、本用
語が政府の公式文書に登場し
ました。この大綱は、「子ども
の貧困対策の推進に関する法
律」の制定を受け、具体的な
方針や施策を明記したもので
す。地域に開かれた子どもの
貧困対策のプラットフォームと
して学校指導・運営体制を構
築するとされています。

坂 晴紀氏　NPO法人エンカレッジの理事長として就学援助児童支援に取り組んでいます。
2008年から子どもたちが無料で塾に通うことができる「通塾支援」を開始し、2009年からは沖
縄県や各市町村より委託を受け、現在では離島を含め、沖縄県内に24か所の「居場所型学習支
援教室」の設置と、2か所の「通塾支援事業」を行っています。
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各地域会の会長が関わってきた地域への貢献

やその想いを伝え、特徴的な地域会活動を通じて、

公認会計士がどのようなシーンで地域社会と関係

を持ち、地域のニーズに対してお役に立つことがで

きるか、また公認会計士を活用いただけるかを示す

ことを念頭に製作にあたりました。

今回の企画については、新型コロナウイルス感

染症が急拡大したことを踏まえ、県を跨ぐ越境を可

能な限り回避し、地域会の各役員や委員がインタビ

ュアーとなり、地域会会長のリーダーシップのもと

地域会内のネットワークを活用して生み出されたこ

とも特徴です。

このコロナ禍において、特に外部の関係者の

方々、地域会の役職員等インタビューに関わった全
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ての皆様には多大なるご協力を賜り、この場を借り

て厚くお礼申し上げます。

読者の皆様には、本誌を通じて、公認会計士の

多様性や可能性、公認会計士が地域社会の一員

であることをお感じいただければ、大変うれしく思い

ます。また、会員・準会員の皆様が地域会とつなが

るきっかけとなり、誌面だけでは伝えきれていない

人情味豊かな地域会の会長、役員・委員、会員と

の出会いがあることを切に願っております。

日本公認会計士協会では、地方創生・地域活性

化に資する施策を継続して実施してまいりますので、

引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。

会計・監査ジャーナル別冊製作関係者一同

地域とともに歩む
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